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1st Gate　“〝Deep Impact”〟





　呆あきれるほど真っ青に晴れ上がった空のど真ん中、夏の太陽は今日も今日とて地上のすべてを嫌がらせのように炙あぶり尽くしている。

　車もまばらなアスファルトの道路は早くも音ねを上げてもわもわと陽炎かげろうを立ち上らせ、道行くおばあさんは白い日傘を差してせめてもの抵抗を示し、林の中のセミどもはとても余命一週間とは思えない元気さで反逆の雄叫おたけびを上げている。

　強い風が吹き、黄こ金がね橋ばし学園正門の直上に掲げられた看板がバタバタと鳴った。



“〝黄金橋学園文化祭”〟



　看板には、そんな漢字ばかりの八文字が、おそらく女の子たちがきゃいきゃい言いながら塗ったであろうファンシーな字体と色で描かれている。ある不慮の事故により一度はかち割られ、一から復活を遂げたその看板はどこか誇らしげでさえあった。

　そう。

　本日７月12日（日）は、黄こ金がね橋ばし学園の学祭デーなのである。



　　　＊＊＊



　ところかわって体育館前。

　体育館入り口のすぐ脇わきの外壁に、ひとりで果敢に戦いを挑んでいる人物がいる。

　四つのペンキ缶をお供につけ、刷は毛けを握りしめて苦悩する彼は美術部員のひとりだった。

　色とりどりのペンキで、一面に描かれた壁絵。

　美術部の学祭展示物のひとつ。本年度の学祭テーマ“〝煌きらめき”〟をイメージした、ビビッドというかけばけばしいというかとにかくハデな色遣いの絵である。

　ところがこの絵、当日にいたってもまだ作業が終了していなかった。

「ダメだ！　何かが足りない！　何が足りないんだ！」

　彼の呻うめきはまたたく間にセミのわめき声の中に紛れて消える。

「――――」

　そしてそのセミの声に混じって、体育館の内側からは何やらスピーチが聞こえてくる。

　高等部生徒会長による――――学祭の開会宣言である。



「――これまでに様々な困難があったと思います。ケンカもしたかもしれません。けれどそれもこの日のため！」



　体育館の中をひょいと覗のぞいてみる。そこでは小中高の全校生徒が集結して、壇上の会長のスピーチに聞き入っている。

　会長の朗ほがらかな声が、あまねく生徒の頭上に降り注いでいる。壇上スピーチなど普段なら生徒たちにとっては退屈なばかりだが、今日だけは彼ら彼女らの表情も生き生きと晴れ輝いている。この学祭は自分たちで作り上げたのだという自負が生徒たちにそういった顔を作らせるのだ。

　しかし。

　一人一人の顔を丹念にチェックしていくと、舞ぶ台たい袖そでに若じやつ干かん一名、ミョ～にテンションの低いお方がいることに気づく。

　楽しい楽しい学園祭がいままさに始まろうというときに、どういうわけだか疲労のごっそり浮き出た顔でスピーチを見守っているのは高等部英語教師、成なり田た香かおる子こ35歳独身であった。



「――僕も楽しみます！　みんなもせいいっぱい楽しんで下さい！」



　成田は恨みがましい目で快活そのものの会長を凝視する。

「だって生徒会長なんてあんたスピーチしたら今日の仕事それでおしまいじゃない苦労すんのは私たち実行委員なのよそれわかって言ってるのかしら彼ブツブツブツブツ……」

　とにかく気が気でないのだ。

　何が悩みの種って、学祭の実行委員に自分が抜ばつ擢てきされてしまったことである。教師の側にもイベントごとに責任者の割り当てがあり、今回は運悪く彼女がその大役を仰せつかってしまったというわけだ。つまり、何か問題が起これば、すべての責任は彼女が背負うハメになるわけで……。

　――冗談じゃないわ……。

　そんな成なり田たの思いとは裏腹に、壇上の会長は言葉巧みに生徒たちの気持ちを煽あおり、体育館の空気はさらなる熱を孕はらんで膨ふくれていく。皆の期待がひとつになり巨大なうねりとなって壇上に打ち寄せる。

「――それではッ！」

　会長も負けてはいない。壇上に固定されていたマイクを勢いにまかせて奪い取り、それどころかなんとひとっ飛びで演説台に乗り上げたかと思うや、腕を翼のように広げ天に届けとばかり高らかに宣言した。



「第32回黄こ金がね橋ばし学園文化祭の――――――――かぁいまく開幕ですっっ！」



　響き渡った声に、割れんばかりの拍手が巻き起こる。

　そしてパフォーマンスはそれだけに留とどまらなかった。宣言と同時に、前もって空中に張り巡らせておいたいくつもの長ハンモックがひっくり返り、生徒の頭上に色とりどりの風船の雨を降らせた。

　すばらしい仕掛けだった。

　色気もへったくれもない体育館が、一瞬で夢のような光景に様変わりする。

　あちこちから歓声が上がる。

　のっけから歓喜の渦に叩たたき込まれる生徒たち。風船の間に咲く彼らの笑顔は、学祭の華華しいスタートを確信させるものだった。

　文句のつけようもない大成功を収め、悠々と袖そでに引き揚げてきた会長を、成田は病人のように出迎える。

「あ、先生、おつかれさまです」

　愛あい想そよく会釈した会長に返した言葉はねぎらいでもホメ言葉でもなかった。

「ね、ねえ……誰かテロしそうな人とかいた？」

　会長は一瞬きょとんとしたあと、笑い出した。

「あっはっは。先生心配しすぎですよ」

　絞め殺してやろうかと思った。おのれキサマ仕事終わりの分ぶん際ざいで。あとはタコ焼き食くって焼き鳥食って鼻ほじりながら白雪姫でも見て終わりの分際で。こっちはこれから一日ビクビクしながら過ごさねばならないというのに、さわやかな笑みなど向けくさりやがって。

「センセ、せんせ」

　ふと見ればいつのまに、傍かたわらにはイガグリ頭の学祭実行委員長、森もりくんの姿。

「さっそくお仕事ですよ。まず高校の出し物チェックして回りましょうか」

　一階から順に、とパンフを眺めながら言う。頼りがいのある男の子だ。彼がしっかりしてくれているおかげで、成なり田たはまだなんとか正気を保っていられる。

「そ、そうね、じゃ、回ってみましょうか」

「どうしたんですかセンセ、そんな怯おびえちゃって」

　朗ほがらかに笑う彼にさっきの生徒会長のにっくき笑顔が重なる。おのれブルータスお前もか、なんて思っちゃダメダメ。だって彼は共に学祭を乗り切る同志なんだから……！　さあ、手に手を取り合って一緒にこの危機を乗り越えましょう！

　すでに摩耗しきっている気力をそれでも腹の底から絞り出し、成田は高等部校舎に向かう。



　　　＊＊＊



　蘭あららぎひょうは待っていた。



　二年ウサギさん組の出し物はタコ焼きである。

　教室は９時のオープンに向けて絶賛準備中。残された時間はあと10分。ボンベのセッティングやらイスの準備やら飾りつけやらといった、いわゆる大道具的なところはすでに終わっているが、肝心のタコ焼きの材料の仕込みがまだなのだった。

　その中で、蘭ひょうの奮闘ぶりは尋常ではなかった。

　まな板の上に、袋からそのままぶちまけられた紅ショウガが山盛りになっている。

　そこに、ひょうが自前の板さん前掛けと、ものごっつい中華包丁二刀流でヒグマのごとく立ちはだかる。まるで精肉屋の店員である。

　精神を集中して、いざ――

「はァッ！」

　タララララッ、とサブマシンガンのような音がして、たったそれだけで手品か何かのように紅ショウガがみじん切りになっている。二つの包丁をただ交互に振り下ろしているだけなのだが、いかんせん速すぎて肉眼では捕ほ捉そくできない。

「次ッ！」

　右手の包丁“〝ジャッカル（ひょう命名）”〟と左手の包丁“〝きゅうり（リク命名）”〟を神速で払って、俎そ上じようの紅ショウガを一掃。包丁とまな板を流水で手早く洗って、お次は束になった万能ネギ。

　タララララッ。

　ザッ。

「次ッ！」

　すさまじい包丁さばきに、ああん……と女子の間からは溜ため息いきが漏れる。うっとりと目を細め唇に手を当てて、『俺おれの嫁』にと目もく論ろむ輩やからはなにも野郎だけとは限らない。

　しかし、当のひょうだけはまったく別のことを考えていた。

　――リク。

　どこにいるの？

　今日は一日リクと回ると決めたのだ。計画は昨日のうちにすでに練り上げてある。あれ食べてこれ食べてあれを観てこれをして……最後には……キャッ！　言えない！　言えないわ！　ほっ、ホテりゅだなんて！

　つまりこれは、デエトの計画なのだ。んデ、デエトの計画なのだ。

　誘い文句だって決めた。ストレートにこうだ。

『ねえ、つきあってよ』

　言ってワンテンポ遅らせてから学祭パンフレットを突きつける。ああ、なんて危ない橋を渡ろうとしているんだろう。『つきあって』のダブルミーニング。ぞわぞわする。気づかれたらどうしよう。やるからには狙ねらっているにちがいないのに、それでも１％ぐらい、気づいてほしくないと思っている自分がいる。

　とはいえともかく、まずはリクが来ないと始まらないのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　なのに、リクったら！　どこにもいない！

　ああもう！　見つけたら殴る！　シバく！　ドツく！　キスして！

　……とまあ、個人的に言いたいことは山ほどあるのだけど、実は出し物的にはこの時間にいなくともなんら問題はないのだ。朝一のシフトに彼は入っていない。

　だが、どういうわけだかひょうが来たときには、リクの下駄箱にはとっくにスニーカーが放ほうり込まれていていた。つまり早番のひょうより先に来ていて、なのに教室にいないという不思議な状況なのである。はてあのアホはどこに。

　ボウルの中身を泡立て器でじゃこじゃこ混ぜくりながら、ひょうは隣でタコを刻んでいる人物をちらと見た。

　――丸まる鍋なべさん……。

「…………」

　ひょっとしたらまた彼女関係だろうか。

　その横顔に、ひょうは思わず見入ってしまう。

　こんなに長い髪。ほつれや絡まりはどこにも見られず、毛先の先の先までうっとりするほどつややかでなめらかだ。目だって意外なくらいぱっちりくっきりしている。そして何よりうらやましいのはその肌だ。こんなにきれいな肌。モデルさんの中にだっているかどうか。ねえ、ちょっとさわってみてもいいかしら。ちょっと移植してもらってもいいかしら。ていうか丸ごと取り換えてもらってもいいかしら。そう考えている女子はひょうひとりではあるまい。

　無口でおとなしい彼女。

　リクがある日を境にやたらと構い出した彼女。

　この夏まっただなかに桜を咲かせるという超常現象を引き起こしてみせた彼女。

　リクに強く強く口止めされたから誰だれにも言っていないし追及もしていないが、本当は根掘り葉掘り尋ねたくてたまらなかった。

　あなた、なに？

　訊きけたらどんなにかラクだろうか。でもリクが。リクがダメって言うから。くねくね。



「あよッざ――――――――すッ！」



　いきなりだった。

　まるきり体育会系の『おはようございます』とともに、例のアホが教室に飛び込んできた。

　おおリク！と誰かが声をかけたが、奴やつは返事どころではないらしく、瞳ひとみに生気を溢あふれんばかりにみなぎらせていて、顔にはもう誰が見てもわかるくらい『いまオモシロいこと実行ちゅ！』と書かれていて、極めつきはこのクソ暑いさかりだというのに見ているだけで暑苦しくなるような燕えん尾び服ふくを着込んでいた。

　その視線がこちらを向いて固定されたのを見て、ひょうは石像のごとく固まった。

　だっ、とリクが床を蹴けった。

　一歩、二歩、ひょうはたちまちパニックの渦に飲み込まれた。まっ、ちょっ、こっ、心の準備がっ、えっと、あの、なんて言って誘うんだったっけ、えっと、えっとぉ……！

　必死こいてひねり出そうとした。なのになのに、悲しいかな飛び出した言葉は、

「――跪ひざまずくがいいわッ！」

　信じられない滑かつ舌ぜつのよさで、言葉が次々に飛び出してくる。

「なに、タコ焼きの材料になりにきたのっ？　いいわタコがなくなったら代わりに使ってあげるからその指を出しなさい！　懇切丁寧に罵ば声せいを浴びせながらみじん切りにしてあげるわ！」

　条件反射でとんでもない暴言が飛び出る一方で、気づくと熱したタコ焼き板に生き地じを流し込んで具をすべて投入していた。止まらぬ手はタコ焼き板の上を網目状に走り抜け、すべての生地を分断したのち目にもとまらぬ速さでタコ焼きをひっくり返していく。

「――はあッッ！」

　腹の底からの一喝を浴びせると、通常なら３分はかかるタコ焼きがたった５秒で焼き上がった。万物は気合でできている。

「ほらほらっ、焼いてあげるわよっ！　のたうちまわってもやめてあげないもの！　そのまま黒コゲになるまで滑こつ稽けいなダンスを踊っていればいいんだわ！」

　腕をムチのようにしならせ、フリッカージャブで横に三つ並んだタコ焼きを千枚通しで一度に串くし刺ざしにし、用意したパックに次々放ほうり込んでゆく。容器が一杯になったのを知るやばっと千枚通しを放り上げ、右手にソース、左手に青のり＆カツオブシの三丁拳銃スリーハンドで憐れな獲物タコ焼きどもを一人残さず狙ねらい撃ち！　バババババ！　バババババ！

　あっ

　という間にタコ焼きの出来上がりである。湯気が立ち、表面ではカツオブシが踊っていて、ぷうんとソースのいい匂においがする。できたてアツアツのうンまそォ～なタコ焼きである。

「まずは口の中から焼き焦がしてみましょうかっ！」

　爪つま楊よう枝じとマヨネーズを添えてリクに差し出したと同時、さっき放り上げた千枚通しが、カタ――――――――ンッと背後のカップに落下した。美しすぎる流れだった。

　――さあ食べればいいじゃないっ！

　言動のねじれここに極まれり。

　その口からは相手の人権を雑草のようにむしり取るすさまじいまでの暴言の乱れ撃ち。

　しかし言葉とは裏腹にその態度は献身に満ちあふれ、並の女性ならまずここまではしてくれない至れり尽くせりのサービス三ざん昧まい。

　この二に律りつ背はい反はんに魅せられる男はあとを絶たず、しかしひょうの献身はなぜかリクたった一人だけに注がれてやまず、したがってまあ二年男子の３分の２ぐらいは「おのれリク許すまじっていうかいつか殺す」というきわめてヤクザな思考を抱いているのだった。

「あ、あれ？」

　ひょうは慌てて周りを見回した。

　………………………いない。

「リクは？」

　近くに立っていたハナちゃんが、ひょうのタコ焼きに爪つま楊よう枝じを刺しながら答えた。

「丸まる鍋なべさん強奪して出てったよ（……ぱくもぐ）あっふ、おいひ～」

「……なんですと？」

　横を見る。

　いない。

　丸鍋さんも、いない。

　なに？　どういうこと？

「いーわぁ。ねえひょう。うちのお嫁さんにならない？　大事にするよ？」

　ぱくもぐ。

「うまい！　こりゃ売れるわぁ……」

　リクのためにと作ったタコ焼きが、吸い込まれるようにハナちゃんの胃袋に消えていく……。

　ぱくもぐ。ぱくもぐ。もぐもぐもぐ。もぐりーん☆　……けぷっ。

「うま～！　ひょう、おかわり！」

「…………」

　カバンに差さったままのパンフ。夜通しで練り上げた渾こん身しんの『ホ、ホテりゅっ！』計画は、のっけから氷山にぶつかってものすごい速さでぶくぶく沈んでいった。



　　　＊＊＊



　高等部校舎・一階廊下にて。



　英語教師成なり田た＆イガグリ森もりくんの実行委員ペアは、教室をひとつひとつ回って出し物をチェックしているところだった。

「うん……問題なし、と」

　森くんはパンフにボールペンでチェックマークをつけている。

「ここなんか上う手まいですよね。去年やった『スリラー』ダンスの衣装そのまま使い回して安く上げてます。うちなんか打ち上げのときにぜんぶ燃やしちゃったんだけどなあ」

「そ、そう……」

「あそうそう、書記の赤あか土どくん、ゾウさん組のレスリングに呼ばれたらしいですよ。特別ゲストだって。ふふ、あのガタイだもんなあ。書記やってるよりずっと似合ってますよね」

「そ、そうね……」

「ところでこのガッコ、一年のうちで今日だけ治外法権の場所が出現するって聞いたんですけどホントですかね」

「ちっ……治外法権の……場所……？」

「？　何か知ってるんですか？」

「あのそのしっ、知らない、かも」

「もー、どうしたんですかセンセさっきから」

　そわそわオロオロ、落ち着きのない不安１００％の目で周囲を見回しているのは御おん歳とし35にして月給９万６千の女、成なり田た香かおる子こである（ちなみに薄給の原因は度重なる授業放棄による減給）。

「……ねえ森もりくん、あんな生徒この学校にいたかしら？　ひょっとして……スパイ？」

「榊さかきくんですよ。センセのクラスじゃないですか。自分トコの生徒忘れないでくださいよ」

　とにかく気が気でないのだ。分厚い色いろ眼鏡めがねは視界に映るものすべてを犯罪へと強制変換してしまう。

「ねえ森くん、あそこから妙な集団がぞろぞろ出てきてるんだけど、これはさすがに通報した方がいいわよね？」

「バンドの着替え室ですよ。ほらここに書いてあるじゃないですか」

「ねえ森くん、あそこのロッカー、ひょっとして爆弾とか仕掛けられてるんじゃあ……」

「何言ってんですかもう」森くんは苦笑して「だーいじょうぶですって。ホラ」とロッカーのひとつを、

　かぱ「いやああああああああああああああああっ！」

「……上履きですよどう見ても」

　しかし成田の怯おびえは止まらない。ズザザザッと壁かべ際ぎわまで後ずさり、毛虫をつきつけられたみたいに顔を引いて、あご関節の可動域を超えた幅であごをがっくんがっくん震わせる。

「ばっばばばば爆弾だわあっ！　上履き型爆弾よおっ！　私見たことあるもの！　こないだやったメタルギア２で見たもの！」

「メタルギアシリーズにそもそも上履きは出てきません」

「あっ、ちがうわボンバーマンで見たもの！」

「百歩譲ってローラースケートです」

「あっ、そう、そうよ！　牧場物語でっ」

「そんな猟奇的なゲームじゃないですよね」

「テッ、テトリスでっ！」

「ボンバーテトリスですか。またコアなところを……っていうかセンセけっこう色々やってますね。だからいつまでたっても彼氏が、あっと失礼」

「なんですって？　失礼ね！　私にだって彼氏ぐらいいるわよ！　流星がね！（注：‥ホスト）」

　我を忘れて食くってかかる成なり田たに、しかし森もりくんはにっかりと笑ってみせた。

「それそれ。その意気ですよセンセ。元気出していきましょう！」

「――――」

　はっとなった。

　改めて実行委員長の彼を見つめる。

　三さん角かく巾きんを頭に巻いた女子生徒たちが、きゃいきゃいと楽しげに会話しながら脇わきを通り過ぎていく。

　学園祭。それはハレの日。楽しさに満ちあふれた日。

　そう……そうよね、と成田は思い直した。こんなに元気づけてくれようとしてるんだもの。イガグリ頭のくせに……（問題発言）。私がいつまでたってもオロオロしたままじゃ示しがつかないわ……！

　責任を。皆が今日という一日を楽しく過ごすためにも、私は堂々と責任を果たすのよ。

　さあ思い出して香かおる子こ。新卒の頃ころの、あのピュアな気持ちを！

　元気を出して！

　胸を張って！

　不思議なもので、たったそれだけでみるみる力が湧わいてきた。背筋は嘘うそのようにしゃんと伸び、瞳ひとみにはあのころのフレッシュな輝きが十数年ぶりの時を経て舞い戻り、口くち許もとには慈母のような優しさに溢あふれた笑みが形作られていく。

　久しく忘れていたこの気持ち。そう、私は金八先生みたいな先生になりたかった。思い出した。あのころの夢。恥ずかしげもなく友人と語り合ったあの夢。

　いつからこんな風になってしまったのだろう。生徒と真正面からぶつかり合うことを、私はいつからやめてしまったのだろう。

　でも、もう思い出したの。今度こそ離しはしないわ。この夢。この想おもい。

「ありがとう、森くん」

「すごい……先生が輝いて見える……！」

「私は生まれ変わったの。これまでの私とはちがうわ」

「ええ、わかりますよ……だって先生、まぶしいもの！」

「ふふ、森くん？　生まれ変わった私にただの『成田』だなんて名前はふさわしくないわ。そうね……これからは私のことをニュー成田、いえネオ成田、いえ……ネオグランゾン成田と呼びなさい！」

「スパロボもやってるんですね」

「マジンカイザーが好きよ！」

「なるほど」

「じゃあ森くん、まずはパンフを見せて！」

「はい、ネオグランゾン成なり田た先生！」

「か、カッコイイ！　その響きカッコよすぎるわあ！」

　かくて成田は不死鳥の如ごとく蘇よみがえったのだった。







　　高等部／お店一覧

　

　【闘魂スクエア】

　　燃える闘魂！　キミの居場所はこの四角いリングの中にこそある！　来たれ若人わこうど！　俺おれたちと肉体言語で語り合ってみないか！（１Ｆ　一年ゾウさん組）

　

　【スリラーハウス】

　　ゾ～ン～ビ～が～お～で～む～か～え～（１Ｆ　一年キリンさん組）

　

　【サラマンド学園店】

　　黄こ金がね橋ばし一丁目の有名ハンバーガー屋『サラマンド』がこの黄金橋学園に殴り込み！　グランシェフ・エミリーの下もとで本格修業したシェフが作るハンバーガーの旨うまさは折り紙付き！　名物『激辛サラマンダーバーガー』完全再現！（１Ｆ　一年おうまさん組）

　

　【フリースタイル】

　　トッピング自由自在タコ焼き！　チーズ、キムチ、明めん太たい子こ、納豆、他ほかにも色々あるよ！　２Ｆにてはんばいちゅ！　みんな来てね！（２Ｆ　二年ウサギさん組）

　

　【氷炎将軍】

　　キミはもう食べたか？　外はアツアツ中はひんやり、巷ちまたで噂うわさのアイスフライ堂々ここに見参！　これを食べてみんなも叫ぼう！　「俺は戦うのが好きなんじゃねェ！　勝つのが好きなんだよォ～ッ！」（２Ｆ　二年ラッコさん組）

　

　【スクールシアター　“〝フレンズ×ナイーブ”〟】

　　クジラさん組の生徒だけで撮った映画です。あらすじ：‥普通の高校生ナナコちゃんの友達はみんなナイーブな人ばかり。ふとした日常会話をムリヤリけなし言葉に解釈して勝手に傷ついてしまう厄介な人たちに、当たり障りのない単語だけを使って会話をしなければならないナナコちゃんはしだいにしんどくなっていって……。上映時間25分（２Ｆ　二年クジラさん組）

　

　【罪深き歯車】

　　あの大人気格闘ゲーム『ギルト・ギア』で対戦しよう！　ギルギア地方大会３連覇の西にしヶが丘おか龍りゆうがあなたのお相手をいたします。勝者にはもちろん豪華賞品進呈！（３Ｆ　三年ヨルムンガンドさん組）

　

　【懺ざん悔げ喫茶】

　　あなたは罪を犯したことがありますか？　法的な罪ではなく、あなた自身の良心に悖もとる行いをしたことはありますか？　あったとしてもそれは恥ずべきことではありません。ここはそんな方々の罪を告白する場。神はすべてを許し給たまいます。どうぞ気軽にいらして下さい（３Ｆ　三年リヴァイアさん組）

　

　【百も舌ずの早はや贄にえ】

　　首を絞めて殺したニワトリの死し骸がいの羽根をむしってむしってむしり尽くして血の滴したたる肉を切ってそのバラバラの肉片を串くし刺ざしにして火ひ炙あぶりにしました。とてもおいしいです（３Ｆ　三年ウジムシ組）

　

　【節足動物展】

　　昆虫の世界はフシギに満ちている！　私たち生物部はこのことをもっと伝えたくて、この企画を考えました。顧問の竹たけ村むら先生お気に入りのクモを紹介するオリジナルＤＶＤ『生物教師竹村のクモでムラムラ』も上映中！（３Ｆ　生物実験室）

　

　【美術展　～死ねよ～】

　　美術部員が心を込めて描き上げました。みなさんぜひ来てください。ちなみに隣の書道展はすごく不潔で書道部員がよく床を這はい回るゴキブリやカマドウマを拾って食べていてすごく気持ち悪いので絶対に行かないでください（４Ｆ　美術室）

　

　【書道展　～いやお前が死ねよ～】

　　書道部員が心を込めて書き上げました。みなさんぜひ来てください。ちなみに隣の美術展にはよくウンコとか死体とかが落ちていて美術部員が５分にひとり手首を切っていてすごく気持ち悪いので絶対に行かないでください（４Ｆ　書道室）

　

　【お茶会　～みんな仲良く～】

　　お茶は難しい、ってみなさん思っていませんか？　本当はそんなことないんですよ。茶道部員が丁寧に教えますのでぜひぜひご来店くださいな。本日だけのスペシャルメニュー『ミックス』をご注文された方には、世界が七色に輝いて見える粉末を特別に１パケ分混ぜてご提供、えっ？　ここに書いちゃダメなの？　ごめんなさいなんでもないです忘れてください（２Ｆ　茶道部室）





「ふうん……ウサギさん組はタコ焼きかぁ……みんな学祭賞狙ねらってるんでしょう？　ちょっとパンチ弱いわよねえ」

「そうでもないですよ。噂うわさによると才さい翁おう屋の鉄板使ってるとか」

「さいおうやって、え、才翁屋？　あの才翁屋？」

「ええ」

「あらら……。じゃあもういっそ才翁屋って名乗っちゃえばいいのに。おうまさん組なんて堂々とサラマンド襲名しちゃってるじゃない。ところで森もりくん、美術部のアレもう完成したの？」

「壁絵ですか？　それが……その……」

「まだなのね。もう。一人でちんたらやってるから間に合わないのよ。さっさと他ほかの部員呼び出して塗らせるように言いなさい」

「は、はい、でも彼はどうしても一人でやりたいって……」

　成なり田たの目がぎらりと光った。

「――いいこと？　どんなに素晴らしい作品だろうと期日までに上げられなければ何の意味もないの。１００％完成したあれを見たいお客さんなんて、それだけを目的として来るお客さんなんてまずいないと言っていいわ。あったら見てやるか、程度のもんよ」

「は、」

「『見てくれてる』のよ。『見せてあげてる』わけじゃないのよ。そこんとこ忘れないでほしいわね。五割の出来だろうが三割の出来だろうが、期日まででそれなら所しよ詮せん実力はその程度ってこと。彼、山やま村むらくんだっけ？　俺おれの芸術がどうこうだなんていうセリフはもっと世間を唸うならせるぐらいの大先生になってから言いなさいって言っておいて」

「は、はいっ」

「なに？　急にかしこまっちゃって」

「いえ……先生……別人みたいです……」

「ふふんそうよ！　なにせ私は！　はいっ！」

「ネオグランゾン成田先生！」

「お――――っほっほっほ！　いい響き！　苦しゅうないわあ！」

　それまで地べたを這はいずり回っていた成田の精神はいまや鷹たかの如ごとく空の高みに舞い上がり、あまねく周囲を睥へい睨げいするさまはさながら女王のごとき威厳と貫かん禄ろくに満ちあふれていた。

　35歳にして初の人生ピークを迎えた成田。視界は澄み切って晴れ渡り、意志の翼は力強く羽ばたき、このままどこまでも飛んでいけるような気さえする。

　しかし――

　その栄華はあまりにも短かった。



　ガッッッッッピ――――



「ぅひっ！」

　突然の不快音に成なり田たは飛び上がった。

「なに、なにいきなり」

　天井のスピーカー。校内放送だとわかったとたんに成田の腹の中にでっかくて黒い不安の塊がゴロリンコと転がり落ちてきた。慣れた者ならあんな音は出さない。誰だれだ。誰が放送しているのだ。



『――え？　あ、そうなの？　チャイムって自動的に鳴んねーの？』



　確定。素人しろうとだ。イヤな予感が入道雲みたいにもくもく膨ふくれ上がっていく。もう悪い予感しかしない。

　誰よぅ、あれ誰よぅ。怨おん念ねんと絶望のにじんだ目でスピーカーを凝視する。さっきまではたしかにあったらしい威厳とやらはとうに西の地平の彼方かなたに吹っ飛び、貫かん禄ろくとやらはすでに東の空の彼方に吹っ飛び、ネオグランゾンの凄すご味みはもはや跡形もなく流れ去り――――卑屈弱腰被害妄想ホストクラブ通い35歳の精神がおよそ２分ぶりに舞い戻る。



『あーこのボタン押すのね！　いやおれ初めて知ったわ！　（ピーンポーンパーンポーン♪）おおお面白れー！（ピーンポーンパーンポーン）（ピーンポーンパ（ピーンポー（ピーン（ピ（ピ（ピ（ピ（ピーンポーンパーンポーン♪）』



　ヒイイイイイイイ――よれよれの超音波みたいな音がどこからか聞こえると思ったらなんと自分の口からだった。無意識に悲鳴をあげていたという事実に驚きよう愕がく。もうスピーカーの向こう側で起こっていることを想像するだけでメガネにヒビが入る。噴き出した脂あぶら汗あせがせっかくのメイクを流し去っていく。

　周りにいる生徒たちもいっせいにスピーカーを見上げて固まっていて、誰ひとり口を開こうともしない。

「誰、あれぇ……」

　お願いだ。せめてどこかの出し物の宣伝であってくれ。それならばカンベンしてやる。もし重大なトラブルだったならこの私はもうどうなるかわからない。どんな奇行に走ってしまうかもしれない。そうたとえば、今晩『タージ・マハル（注：‥ホストクラブ）』に駆け込んで開口一番「ロマネコンティ！」とか口走ってしまうかもしれない。ただでさえ昨日ピンドン入れちゃって家計はとっくに火の車だというのに――

「誰よう！　あんた誰よう！」

　成田の叫びに答えるように、スピーカーから高らかに鳴り響いたのはさも気持ちよさそうな哄こう笑しようだった。



『ワッハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッッ！

　まずは自己紹介をさせていただこう！　我が名は怪盗ポメラニアン！』



「ッ」

　あまりの音量のデカさにくわんくわんと耳鳴りがした。

　周りの生徒たちもなんだ誰だれだと興味深そうにスピーカーを見上げている。



『私は学祭のパンフレットを拝見させてもらった！　ところが不思議なことに我々の予定していた出し物が載っていないではないか！　これはゆゆしき事態である！　我々の出し物を知らぬまま帰っていく客人がいるやもしれぬ――この状況を看過してはならないと我我は判断し、ゆえに校内放送にてお伝えしている次第である！』



　成なり田たは陸に打ち上げられた金魚みたいに口をパクパクさせた。

　息が。息が苦しい。誰か、じん、人工呼吸して……流星……。

「捕まえてぇ……誰かあの変人を捕まえてぇ……」



『さて……肝心の内容をお伝えする――我々高等部２年アリクイさん組の出し物は――』



　ざわっと生徒たちの気配が波打った。

　なぜならば。

　２年アリクイさん組などというクラスは存在しない。

　しかしそれは惨劇の序章に過ぎなかった。

　投げ込まれたものは、誰も予想だにしなかった超特大の爆弾だった。



『学・祭・を・……ジ・ャ・ッ・ク・し・ま・・・・・・・っ・す・！』



「ヒィアア――――――――――――――――――――――――――――――――ッ！」

　心の求めるがままに成田が絶叫したのと同時、窓の方からバララッと音がして、窓の外に何かが垂れ下がった。

　成田はそれを最初、タバコの束かと思った。

　真っ赤っかのタバコが、バナナの房みたいに束になっている。そんな塊がいくつもいくつも窓に沿ってびっしりとつり下げられていて、その光景はまるで鈴なりのバナナが自慢の果樹園のようにも見えて――

「――ちがう」

　タバコじゃない。

　タバコはこんな巻き方をしない。

　タバコはもっと大きい。

　タバコに導火線はついていない――――



　　　　爆竹の束が、いっせいに炸さく裂れつした。



　パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ――――



「ギィヤアアア――――――――――――――――――――――――――――――ッ！」

　凄まじいまでの衝撃デイープインパクト。

　燃えたぎる熱意が、爆竹に吹き飛ばされた。

　あのころ語り合った夢が、木こっ端ぱみじんに爆散した。

　頭に思い描いていた金八先生が、胴から折れ飛んで粉々に砕け散った。

　パニック。ただひたすらにパニック。腰から砕けて成なり田たは地べたに尻しりを落とし、もう必死も必死、なんでもいいからと手近にあった大きなゴミ箱へとすがりついたのだが……



　シュウウウウウウ…………



「ひ」

　神も仏もいやしなかった。

　すがりついたゴミ箱の口から、

　白い、

　煙が、

　もうもうと、



「おきょぱァ―――――――――――――――――――――――――――――――ッ！」



　あわれ成田はついに泡を吹いて気絶した。



　　　＊＊＊



「まずまずだな」



　黄こ金がね橋ばし市で一番の見晴らしと名高い高等部校舎の屋上で、リクの友人であるところの性格大ひん曲がり男天あま原はら昴すばるは、冷めた目で眼下を見下ろしていた。

　爆竹投下はうまくいったようだ。

　数日前、妙な図面をひっ提さげて突然家に押しかけてきたリク。学祭でこれこれこういうことをやりたい、と言う彼の言葉を最初は話半分で聞いていたが、聞き終わってみればちょっとどうにもオモシロすぎてほぼ反射で協力を約束してしまっていた。

　容よう赦しやなく照りつける夏の日差しが屋上のコンクリートタイルをみっちりくまなく焼いている。風はない。そのうちここも茹ゆだるほどの暑さになるだろう。

　手すり際ぎわにはずらりと並べられた釣つり竿ざおの群れ。こいつで爆竹を投下したのだ。

　じきにあのうっとうしい実行委員どもがすっ飛んでくるだろう。避難しなければ。

「ま、あとはうまくやれ、リク」

　そう言い捨て、昴は居並ぶ釣り竿たちを野ざらしに捨て置いて屋上をあとにした。



　　　＊＊＊



「くッ！」

　誰だれよりも早く立ち直り、誰よりも早く行動を起こしたのはイガグリ頭の実行委員長、森もりくんだった。気絶した成なり田たのことなどもはや捨て置いて、二階にある放送室を一目散に目指す。こんな度の過ぎた悪ふざけを起こした犯人を一刻も早く捕まえなければならない。

　ゴミ箱の白い煙の正体はドライアイスだった。

　爆竹のあとにタイミングよくきたもんだからすっかり爆発物だと思いこんでしまったが、蓋ふたを開けてみればなんのことはない、単なる脅しだった。

　しかしそれでも効果は十分すぎた。あちこちの教室からざわめきが聞こえてくる。

　見えた――放送室。

　森くんは扉の前でキキキッと急停止し、引き戸に手をかけると満身の力を込めて開け放った。だが――。

「……いない！」

　スイッチが入りっぱなしの放送機器。いくつか並んだツマミには好き勝手いじり回したであろう痕こん跡せきが見て取れ、緑ビニールを張ったパイプイスは開かれたそのままの姿で真後ろに倒れている。

　そして。

　そしてうしろの壁には――書道で使うような長い半紙が果たし状さながらに貼はり付けられ、そこにはおそらく『握る』というより『掴つかむ』というぐらいバカ太い筆で書かれた真っ黒い８文字が躍っていた。上う手まさはまるでないが、すさまじい意志をぶつけて書かれたであろうことは想像に難かたくなく、まるで訪れた者すべてにケンカを吹っ掛けるように傲ごう然ぜんと――



    

  
    
      



    

  
    
      　　　＊＊＊



　同刻――

　体育館下、一般入場口にて――



「お～お～、すんげえ爆竹の音だったなァ。な～んかハッデにやってますよォ今年は」

「おー……まあ、ンなこたどーでもいーんだ。黄金橋学園バシコーのお坊ちゃんの反抗期なんか、どーでもな」

「いっひひひ！　そっすねェ！　俺おいらの目的はお嬢ちゃんの方ッスもんねえ！　げへへへ！」

　げっへげっへと笑い合っているのは、よい子はちょっとお近づきになれない感じの人たちであった。どいつもこいつも北ほく斗との拳けんに出てくる悪役みたいな顔をしている。

　ワルの吹きだまりとして悪名高いお隣さん、その名も幼おさな女め高校の不良どもである。ちなみに高校名を音読みした奴やつは鉄パイプでボコ殴りの刑と校則で決まっている。

　しかし……彼らの姿といったら……恥ずかしいぐらいのパツキン、ハードモヒ、パンチ（もちろんそりこみ）、オールバック、リーゼント……とっくに絶滅したと思われていた80年代の不良が総勢10名。

　ふだんは昼まで寝ているくせして、こんな日ばかりは朝も早はよからきちゃない雁がん首くび並べてのお出ましであった。

「パンフレットをどうぞ～！」

　満面の営業スマイルとともに差し出された広報係の安あん野のさん（高等部一年おうまさん組・彼氏ナシ）の手をがっしと捕獲し、「え、え、」と混乱する彼女を力ずくで手元に引き寄せたのはリーゼントくんである。

「女ゲ―――――――ット！」

　ガラガラ声が受付に響いた。

　さっそくの戦果に不良たちはいきなりテンション爆上がりで、早っええだのすっげえだのさすが実み留る虎こクンだのとまあうるさいことうるさいこと。迷惑そうな他ほかの客の視線には目もくれず、げっへげっへと10人で安野さんを取り囲み、

「ねえカレシいんの？」「名前は？」「何年生？」「どこ住んでんの？」「ちょっとオレらとお茶しねえ？」「野球どこファン？」「ねえハチクロ読んでる？　誰だれ好き？　オレ山やま田ださん」「うお胸でけえな」「ねえねえマチュピチュって響きエロくね？」

　おおかわいそうに、安野さんはすっかり怯おびえて縮こまってしまっているではないか。

　この不良たちこそが、学祭における悩みの種のひとつだった。毎年毎年微妙に代替わりをしながらやってきて、せっかくの学祭をメチャクチャに引っかき回していくのだ。

　基本的にいい子ばかりの黄こ金がね橋ばし学園はそれに対抗する手段をほとんど持っていなかった。

　受付では二人のうらなり先生が「行ってくださいよ」「いやいや先生こそ」と荷の重すぎる大役のなすりつけ合いをしている。先生でさえこうなので、助けに入る勇者など皆無、ああ救いの神はいないのかと誰もが思ったそんなときに、奇跡は思わぬ方向から降ってきた。

「――――！」

　何か日本語でない言葉を発しながら、不良たちの前に立ちはだかったのは。

　一人の、少女。

　それも、とびっきりの美人だった。

　目もくらむようなまぶしい金髪。不良どものような染色によるまがい物ではない。内側からこんこんと湧わき出てくるようなそれは、本物の、陽光照り返す海のような、混じりっけなしの金色だ。

　顔の造型のすばらしさも、その髪に比べていささかも引けを取らない。ブルーの瞳ひとみは月のような冴さえ冴ざえとした光をたたえ、すっと通った鼻筋や大理石のような肌は日本人には追いつきようもない造形美を作り出している。

　またその白いワンピースがあつらえたようによく似合っていて、さりげなくしている指輪といい、まったくどこのお姫様といっても通用するような惚ほれ惚ぼれする出いで立たちだった。

　妖よう精せいの囁ささやきめいた声が、そのバラのつぼみのような口から滑り出る。

「――――――――」

　直後、不良たちの様子が急におかしくなった。

「ぬええぇ、ぬええぇ」

　不良の発した声が、ものすごく間延びして聞こえた。

「ぃひんまぁでぇしょぉ」

　そこにいた不良以外の全員がぎょっとなった。

　声だけではない。不良たちの動きが、すべてスロー再生したようにゆっくりになっている。安あん野のさんの肩をポンポンとたたく、そのポンとポンの間が10秒も離れている。異常だ。何が起こっているのだ。

　周りの視線がすべて少女と不良に集まったところで、さらにもう一人の金髪が現れた。今度は男の子だ。あわてた様子で少女に話しかけ、こちらも同じく聞き慣れない言葉だが、とにかく泡を食くって少女を説き伏せているようだ。

　それから彼は安野さん（がんじがらめ）に向いて、

「あの、もう大丈夫ですよ」

　一転、きれいな日本語で喋しやべった。

「……ふえ？」

「そこから出られます」

　安野さんはしばし混乱していたが、そのうち不良たちの動きが極端に鈍くなったのに気づいたようで、そっとしゃがんで密林のような腕の間からどうにか脱出した。

　彼はそれを見届けてからくるりと受付に向き直って、

「あの、お騒がせしました」

　またしても流りゆう暢ちような発音で言って、ぺこりと頭を下げた。

　わお。やっぱり日本語だよ。そんな驚きが周囲に広がる。

　だって金髪。だって碧へき眼がん。どう見ても異人さんである。なのに日本語がきれいで、礼儀正しくて、素直そうで、おまけに女の子といっても通用するようなかわいらしい顔立ちをしている。とても好印象である。

　彼のおかげで、周囲の空気がつかの間ほんわりと和らいだ。

　と。

「――ありがとおおお！」

　横からはっしと抱きつかれ、少年は目を白黒させた。その正体が女の子だとわかるやまたたく間に顔を赤らめて、彼は「あ、あの、そのっ！」とうわずった声で叫んだ。しかし感極まった安野さん（カレシ募集中）は彼を離さない。

「すごく怖かったのっ！　助けてくれてホントにありがとおおおお！」

「あのちっ、ちがいますっ、あなたを助けたのはぼくじゃなくて、こっ、この子ですっ！」

　金髪の少年は金髪の少女のうしろ姿を指さした。

　……うしろ姿？

　あれま。

　いつのまに、けっこう、遠くまで。

「あっ、カミラ！　待っ、ちょ、ごめんなさい、――――！」

　少年は安あん野のさんのホールドをすり抜け、慌てて彼女の元へと駆けていった。追いついたら追いついたで今度は顔色を窺うかがうように何か話しかけている。まるで忠犬である。

　やっぱり言葉はわからなかったが、その様子は、他ほかの女の子にあんなに密着してしまったことを必死に弁解しようとしているように見えて、思わず頬ほおがゆるんでしまうほほえましい光景だった。

　暖かな空気のうしろ側では、10人もの不良がスローモーションでようやく振り返ったところだった。



　　　＊＊＊



　ぷるぷる。ぷるぷる。

「あ……あの豚野郎……！」

　ぷるぷる……ぷるぷるぷる……メシャッ！（机の角を握りつぶした音）

　きれいな眉まゆを禍まが々まがしく歪ゆがめ、ご自慢のツインテールを逆立て、肩をわなわなと震わせて――一言で言うと、蘭あららぎひょうはとっても怒っていた。

　とてもとても、とっっっっっても怒っていた。

『フハハハハハハッ！　我が名は怪盗ポメラニアン！』

『学祭をジャックするっ！』

　年に一度しかない学校のお祭り日に、あの豚野郎のコンコンチキはいったい何をしでかしてくれやがっていらっしゃるのか。これはさすがに一度ちょっと叱しかってやらっしゃらねばならっしゃらないのではないか。

　ちなみにひょうの『ちょっと叱る』とは、虐殺モードに切り替わったのち数十分ないし数時間にわたって殴る蹴けるねじる極きめる折る絞める落とす埋める等の暴行を加える行為をいう。

　せめて心を落ち着けようとボウルなどを混ぜ返してみるが、

「ううう……」じゃこじゃこじゃこ。

「ううううう……！」じゃこじゃこじゃこじゃこ！

「ううううううう！」じゃこじゃこ！　じゃこじゃこ！　じゃこじゃこじゃこじゃこじゃこじゃこじゃこじゃこじゃこじゃこじゃこじゃこ――

「ちょちょちょっとひょう！　飛び散ってる飛び散ってる飛び散ってるからいやあああやめて止めてええっ！　きゃあっ！　いやあ白くてドロドロしたものが頬にぃっ！」

　とまあ、こんな案配で。

「リク……あの馬ば鹿か……！」

「え？」隣で頬を拭ふいていたハナちゃん（ひょうに求婚中）が目をパチクリ。「あれ春はる田たくんの声だったの？　いやぁ全然わかんなかったぁ。すごいねひょう！」

　それを聞いて、ひょうの顔がボッと赤くなった。いや、あの、毎日聞いてるからあのそのごにょごにょ。

「……とにかくゥ！」

「うわビックリした！　なにいきなり！」

「あたしリク連れ戻してくる！」

「あー……はいはい。シフトもう終わったし大丈夫っしょ。いってらっしゃい」

「ありがと！」

　紅ショウガの赤色がついた前掛けをむしり取ってそのへんに放ほうり投げ、ひょうはいざ決戦の面持ちで教室を飛び出した。

　とたん、

　ドンッ――――

「あっ！」

「きゃっ！」

　ちょうど走ってきていた誰だれかさんと出合い頭に衝突し、ひょうは尻しり餅もちをついてしまった。

「ご、ごめんなさい！　大丈夫？」

　慌てて謝った相手は、ひょうのよく知る人物だった。

「……ちいちゃん？」

「いった～……。あ、ひょうだ！」

　白しろ崎さきチカ――この学園でそのご高名を知らぬ者など存在しない。

　小学五年生にしてすでに天使もハダシで逃げ出す愛らしさ、そして貧乏人がハダカで逃げ出す金づるパトロン（校長）をゲットした魔性の少女。とんでもなくかわいい顔をしてその実とんでもなく性悪なのだが、恋の底なし沼にズブはまりしない限り基本的には無害である。

「ちいちゃんどうしたの？」

「えっとね、えへへ、さっきリクの放送あったでしょ？」

「……あったわねぇ……」

　思い出すだけで腸はらわたが煮えくり返る。

　だがチカは笑顔でこう続けたのだ。

「面白そうだったから、ちい、まぜてもらいにきたの！　それでウサギさん組にきてみたんだけど……リク、いないみたいだね」

「だっダメよちいちゃん！」

　言うに事欠いてこのお子ちゃまは。

「学祭をジャックするとか言ってるのよ？　一刻も早く止めなくちゃダメなのよ！」

「ね～、びっくりだよね～。ちいもまさかあんなことに使うなんて思わなかったよっ☆」

「…………」

　待て。いまなんと？

「『あんなことに』……『使う』……？　……何を？」

「うん、あのね、おとといリクに言われたの。学祭の出し物のことで、自分の組はもうタコ焼きに決まっちゃったんだけど、もうひとつアイデアがあってどうしてもそれがやってみたいんだって。だから、それをやるために、二年にもうひとつ組を作ってくれないかって。そうすればそこで出し物ができるだろって。そうやって校パ長パに頼んでくれって」

「…………………………………………………………………………………………それで？」

「お安いご用だよって言って、すぐパパに電話したの。やっぱりＯＫだったよっ☆　えへんっ！　ちいエライっ！」

「――――」

　気が遠のきかけた。

　ことの元凶が、ここに。目の前に。

　しかも平らな胸をえへんぷいと張って、さもホメてほしそうな目でこちらを見つめてくる。リク相手ならとっくに目をチョキで突いているのだが、そういうわけにもいかない。

　……とにかく。

「と、止めなきゃ」

「あ、じゃあひょうもリクを捜してるんだね？」

「え、そ、そうだけど」

「あ、じゃ～あ～……」

　チカはちっこい両手でさっとこちらの手を握った。

「いっしょに捜そうよ！　ね、ね！」

　続けてぶんぶん振りたくるこれはひょっとして握手のつもりなのだろうか。

「いっしょに捜した方がきっと早く見つかるよ！」

　そのまま背中に回ってぐいぐい押してくるもんだから、彼女の中ではすでに手を結んだことになっているらしい。相変わらず押しが強いことだ。

「あっ、ちょっ、待って勘違いしないでね！　リク見つけたら、あたし止めるからね！」

　いいよ～だなんて気軽に言いながら、チカは隣に並んでくる。もうまったく。ホントにわかってるのかしら。

　しかしそんなひょうの気持ちなど知らないチカは、隣でなぜだかうれしそうに笑っていて。

「えへへ……こうやってふたりで何かするのって、ひさしぶりだね……」

「ひさしぶり……？」

　小首をかしげるひょう。

「ええと……ちいちゃんとふたりだけで何かしたこと、あったかしら？」

　するとチカはまた笑った。

「おぼえてないよね、うん。……でも、ちいはおぼえてるんだぁ」

　うれしいな、と小さく言って、チカは軽やかにステップを踏んだ。



    

  
    
      
2nd Gate　“〝Dance in the Dark”〟





「うっひっひっひっひ！　まずは大成功！」

　四階の空き教室。

　余った机とイスがこれでもかとばかりに押し込められ、薄汚れた窓はいつから拭ふいてないのか、サッシにはうっすらとホコリが積もり、錆さびの浮いたロッカーが壁かべ際ぎわに並んでいる。空き教室というより物置部屋だ。

　そこで地震訓練のときのように身を丸めて机の下に隠れているのは例のジャック放送の張本人、燕えん尾び服ふく姿の春はる田たリク・ザ・ジェントルマンであった。

「昴すばるもい～いカンジにやってくれたよなあ！　見たかあのタイミング！　も～サイコーだったぜ！」

「……………………」

　そして隣にはわけもわからぬまま引きずり回されて連れてこられた丸まる鍋なべねこがちんまりと置物のように。

「まったく、何を考えておるのやら！」

　丸鍋ねこが、妙にジジ臭い口く調ちようで喋しやべった。あ、いや違った。ひょっこりとその肩にアリクイのぬいぐるみが現れて鼻を鳴らした。

「呆あきれたことです。先日あれだけ痛い目に遭あわれたというのに、まだ懲こりておられないご様子……。して、いつまで姫様に構うおつもりですかな？　返答しだいでは私わたくし一世一代の嫌がらせを決行する準備がございますが」

「いやまあ落ち着け。今回はお前にも手伝ってもらうかもしんねーんだ」

「お断りですな」

「ほー。いーのか？　後悔しねーか？」

「ふん、何を馬ば鹿かな」

「あー……」リクはさも残念そうにため息をついた。「じゃあしょうがねえな……。せっかく用意したんだけどな……捨てちまおうかなあ……」

「――――」

　アリクイはその言葉を聞き逃さなかった。

「……用意……？」

　するとリクは何やら悲しげな目つきでアリクイを見、

「お礼にプレゼントとかさ、用意してたんだわ。けどさ――いやっ！　なんでもねーんだ！　忘れてくれっ！」

　満を持しての告白を鉄の精神で思いとどまった少年みたく、リクは右手をアリクイに向けて広げ、空いた左手でそっと顔を覆う。ふるふると首を振る。

「へへっ、おれ、バカだよな、こんなモンであんたに協力してもらおうだなんて。どうかしてた。ああ、なんでもねー。なんでもねーんだよ。さ、こんなおれをどうか笑ってくれよ。あはっ、あはははっ」

「……ぬうう……」

　不思議なもので、そんな態度を取られてしまうと逆にその『こんなモン』とやらが気になって気になってしょうがない。果たして何をくれるつもりだったのか？　想像はとめどなく膨ふくれていく。もしや……あの伝説の柿かき羊よう羹かん？　さらに……お抹茶……付き？

　ちびアリクイはごくりと喉のどを鳴らした。

「して……その中身とは……？」

「いやいやっ」リクは畏おそれ多おおいとばかりに両手を振った。「とてもとても、こんなものあなた様にお見せするほどのものではございませんでっ！」

　ふんぬぬぬ……！

　アリクイはいっそうそわそわし始めた。あああ気になる。気になるっふゥゥゥゥ！　身をよじってくねらせて、ふぬはっ、とか、んぐっ、とかひとりで何かと戦っている。でも外から見るとただの背中のかゆい子にしか見えない。

　とっくにリクの術中にはまっていることには気づきもせず、アリクイはついに目を血走らせながらリクににじりよった。



    

  
    
      



    

  
    
      「試しにその中身を…………」

「いえいえ！　やめときます！　こんなもの持ってきてしまって恥ずかしい！」

「いやいやまだ協力しないと決まったわけではありませぬ。さ」

「いえいえ！　ホントしょっぼいですから！　むしろごめんなさい！」

「いやいや私わたくしの気が変わらぬとも限りませぬ」

「いえいえ！　アリクイ様のお目を汚けがすわけにはっ！」

「とりあえず、とりあえず見せてごらんなさいさあ」

「すみませんムリですっ」

「なぜム」「ごめんなさいっ！」「いえいえそ」「すンませんしたっ！」「いやま」「おれがぜんぶわる」「ぬああああ協力いたしますッッ！」

　人ひと気けのない教室に、その声が響き渡った。

　…………。

「……はあ、はあ、そ、それで、よろしいのでしょう、はあ、はあ」

　汗だらっだらの疲ひ労ろう困こん憊ぱいもう死にます状態で、肩で息をするアリクイ。対してリクはゲヘヘしてやったりの顔で、

「ええ？　マジっすかァ？」

「ええ……二言はありませぬ……！　姫様もよろしいですなッ？」

　見上げたアリクイの脳天に、丸まる鍋なべねこのちょっと呆あきれたような視線がざっくり刺さった。

「………………」

「なっ！　なんですその目は！　も、もしや私が私利私欲のために動いているとでも？　はっ！　ちゃんちゃらおかしくてございます姫様！　じいは、じいはもう、この胸のうちより湧わきいずる正義の思いを見て見ぬふりができなくなっただけでございます！」

「…………」

「考えてもいただきたい！　困るリク殿を見捨ててこの場を去るなど人間以下！　まるで犬畜生ではありませんか！　そして我々は犬畜生ではない！」「じいはアリク」「シャラップ！　とにかく私たちは人として恥ずべき行いをしてはならないのです！　さあ、いまこそ我々の『ぼらんてぃあせいしん』の見せどころッ！　見せっ……どころッッ……！（ぽたぽたっ）」

「じい……ヨダレ……」

「はっ！」

　はしたないヨダレに気づいた奴やつはあろうことか燕えん尾び服ふくの袖そでで口くち許もとをゴシゴシ拭ぬぐって（紳士が聞いて呆れる）、丸鍋ねこの顔色をちろりと窺うかがう。

「………………」

「んごっ、誤解しないでいただきたいィィィ！　何を勘違いしていらっしゃるのか知りませんが、これはヨダレではございません！　きたるべき戦いに備えて心身ともに充実しきったときにのみ分泌される『勝負汁』でございますっ！　本当ですぞ！　まぢですぞ！　疑うというのならそのへんの道行くアリクイを捕まえて訊きいてみるがよろしいッ！」

　……まず前提としてアリクイはそんなに道行かないと思うのだがどうか。

「あーわかったＯＫ！」

　リクはムリヤリ割り込んだ。このまま言い訳させておくときりがない。

「とにかく協力してくれるってこったな！　そうだろ！」

「その通りィ！」

　もはや即答するアリクイ。

「……だからその、すこぉしだけ、前金として、いただけませんかな？」

「ダメ」

「ううっ……殺せつ生しような……」

「よーし、じゃあいっちょやるかあ！」

　やにわに立ち上がろうとして机に頭をぶつけ、「ほがあああ！」と頭をさすりながら今度は慎重に机の合間を縫って立ち上がった。

「やるぜぇぇっ！　ガクサイジャック！」

　この意志よ天に届けとばかりに高く高く拳こぶしを突き上げて、さあみなさんご一緒に――

「お――――――――――――――――――――――――――ッッ！」

「オ――――――――――――――――――――――――――ッッ！（じゅるり）」

「…………」

　……………………この気合の入れどころに、乗ってこない奴やつが約一名。

　あのコです。

　丸まる鍋なべさんちのねこちゃんです。

「いやあちがうなあ、ちがうちがう」リクは小生意気に指をチチチと振って、「こうやるんだぜ。ほらやってみ！　お―――――――っ！」

「…………」

　見ている。とても見ているのだがそれだけでやっぱり乗っかってこない。

「んっ……と、」

　ひょっとして……。

　リクはひとつの可能性にはたと思い至り、おそるおそる訊いてみた。

「ひょっとして……やりたくない？　イヤ？」

　イヤだったら無理強いはできない。このままそっと教室に帰すつもりだったが、ラッキーなことに彼女は、

　…………ふるふる。

「あ……じゃ、協力、してくれるのか？」

　こくん。

　頷うなずいてくれたのを見て、リクはにわかにほっとした。

「なんだぁ！　なんも言わねーと思って心配してたら、ジツはけっこうやる気なんじゃーん！」

　うれしくなってその柔らかい頬ほおをプニプニプニプニ高速で突っついていると、丸まる鍋なべねこはともかく脇わきのアリクイの顔がどんどんマグマみたいな色に変わっていったのでビビって手を引っ込めた。

「――で、我々は何をすればいいので？」

「ああそうだな。いまはもうちっと待機」

「うむ？　ということは……すでに何かしら仕掛けを？」

「そーいうこと」

　へへへ、おもしろくなンぞ～。そう呟つぶやいて、リクは不敵に笑った。

　窓の外で、セミがじぃこじぃこと鳴いている。



　　　＊＊＊



　そのころ――

　三階、三年ヨルムンガンドさん組――【罪深き歯車】にて。



「うわあああっ！　りゅっ！　龍りゆうくん龍くん！」

　突然悲鳴を上げた友人に、ちょうど出し物のテーブルクロスを張っていた西にしヶが丘おか龍は思わず振り向いた。

「どうした？」

「見てよこれ！」

　三年ヨルムンガンドさん組の出し物【罪深き歯車】は、ゲーム喫茶である。ゲーム喫茶といってもゲーム台がずらりと居並んでいるわけではなく、専用スペースに一台のテレビ＆ＰＳ２が置いてあるだけ。ここで挑戦者チヤレンジヤーが１プレイ50円を払い、ヨルムンガンドさん組の誇るゲームの鬼、西ヶ丘龍と格闘ゲーム『ギルト・ギア』で対戦をするのである。

　勝てばここでの飲み食くいタダ、もしくはヒミツの賞品をゲットすることができる。ただし迎え撃つ彼、西ヶ丘龍は学業もスポーツもかなぐり捨てて高校生活のすべてをゲームにつぎ込み、その結果『ギルト・ギア』地方大会三連覇を成し遂げた男である。研けん鑽さんに研鑽を重ねたコントローラーさばきはいまや神の領域に達しており、そんじょそこらの小こ童わつぱなど束になってかかってきても負けるわけがなかった。

　ところが、である。

「……なんだこれは」

　コントローラーが、ない。

　ＰＳ２の、コントローラーのケーブルが当然ささっているべき場所で、そこにあったのはコントローラーではなく、何かのケーブルであった。

　その明らかにＰＳ２用ではないケーブルの先っぽを龍くんはまじまじと凝視した。

「……ＵＳＢ？」

　イヤな予感満載で、そいつをたぐり寄せてみる。

　机の下から釣り上げられたのは、もちろんコントローラーではなく、二台の――



　キーボード。



「………………」

　ほほう。これでＰＳ２をやれと。

「龍りゆうくん！　これ、紙……」

「よこせ！」

　ひったくったペラい紙には、こう書かれていた。



『あなたのコントローラー、頂ちよう戴だいいたします。なお代わりにキーボードを置いておきましたので、えーと、これでなんとかすればよくね？　よくね？　いや全然わかんねーけど。ププッ！　――怪盗ポメラニアン』



　ぷるぷるっ……ぷるぷるぷるっ……！

「あの、龍くん？」

「ふっ……ふざけやがってえええええっ！」

　怒ど髪はつが天を衝ついた。

　怒りの咆ほう哮こうが、西にしヶが丘おか龍の体の奥深くに眠っていた力を呼び覚ました。やにわにケーブルを二本まとめて引っ掴つかみ、体を軸にして水平にぐるんぐるんぐるんぐるん――膨大な遠心力を受けて、キーボードは重力を振り切るまでに加速する。

　窓の外はグラウンドだ。

　さあ、飛んでゆけ。

　いつぞやのオリンピックで見た、室伏広治の姿が自分に重なった。

　ばっ――



「アア―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――ッッ！」



　プラスチックの塊ふたつは一瞬のうちに第二宇宙速度を突破し、またたく間に大気を突き破って宇宙の彼方かなたへと消えていった。きらーんっ。

「はあ、はあ……誰だれだぁ……！　どいつだこんなマネしやがったのはぁ……！」

「それより龍くんどうするよ！　もうお客さん来るよ！」

「ヨースケぇ！　サテライト室行くぞ！」

「え、どうする気」

「とにかくギルギアできるようにすりゃいーんだろ！　パソコンかっぱらうぞ！」

　ヒフを突き破ってツノが出てくるんじゃないかと思うぐらい肩を怒らせて、西にしヶが丘おか龍りゆうはサテライト室へと進撃を開始する。



　　　＊＊＊



　同刻――

　三階、生物実験室――【節足動物展】にて。



「あはァ～ん、どぉしてぇ～っ？」

　ピンク色の声が部屋中に響き渡った。

「丸まる富とみくぅ～ん、アタシのローズヘアちゃんがいないのぉっ」

　アイシャドウのばっちこ入った瞳ひとみでなぜだか熱っぽい流し目をくれる彼女に、丸富井くんは頬ほおを引きつらせて後ずさった。

　生物教師――竹たけ村むら雪ゆき。

　この女、失うせ物ものが出たときでさえこれである。

「ねえ、どこいったか、しらなぁい～？」

　いったい、それが人にモノを尋ねる態度なのかと問いたい。腰をくねらせて机にしなだれかかり、腕をゆるゆると伸ばすとそれはすでにして挑発的な雌め豹ひようのポーズそのもの。艶つやのある瞳でじっとりと丸富くんを見つめ、グロスを塗った唇を舐なめる仕草がとんでもなくエロくて腰が抜けそうになる。どこからどう見ても１００％誘っているようにしか見えず、しかも実際に喰くわれた男子生徒は両手で足りないというから――この状況、いわゆる身のキケン。

「せ、せ、せんせ、そ、それ以上近寄らないでくださいっ……！」

「ん～？　なんでぇ？」

　丸富くんは己が内から突き上げる欲求に必死で抗あらがっていた。

　ちがう、ボクはそんなつもりで生物部に入ったんじゃない。虫取り網片手に野山をかけずり回った元気イッパイの少年時代を経て、そこから生き物への興味を持ち、もっともっと生物という不思議な世界を知ってみたいと思った。この高校に進学したのも、生物部があるからというのがその主な理由だったのに、いざ入学＆入部してみれば、待ち受けていたのはこの女――万年発情期フェロモン大爆発教師、竹村雪だったのである。

　マリリン・モンローが白衣を着ているようなその出いで立たち。唇の下のホクロや絡みつくような指先や溶けそうに甘ったるい声、思わず生なま唾つばを飲み込みたくなる体のラインなど、数々の核弾頭を搭載し、さらに仕草のひとつひとつがまた滴したたるような女臭さに満ちているときている。はっきし言って手に負えない。どうしようもない。

「丸まる富とみくぅ～ん、これ見てぇ～？」

　言われて昆虫飼育用の水槽（土を敷いている）を覗のぞき込めば、なるほど竹たけ村むらオキニのローズヘアがいない。代わりに何のつもりかおフロに浮かべて遊ぶあのアヒルちゃん人形が「ここはワイの家やで！」みたいな我が物顔で居座っていて――

「……なんてこった」

　すり替えられたのだ。

　一刻も早くローズヘアを見つけなければ。

　あいつは見た目のイメージよりはずっとおとなしくて毒も少ないのだが、まあ世間はそうは見るまい。さっさと見つけてやらねばホウキか何かで叩たたきつぶされてしまう。

「先生！　まずはこの部屋を捜しましょう！」

　こちらの仕事もまだ終わっていないというのに、厄介なトラブルに巻き込まれたものだ。

　ローズヘア探索と雑務を並行してこなす。テレビの下の空間をチェックし、ついでに今日流すＤＶＤの中身をチェック、

「あっ――」

　ＤＶＤが、ない。

　ケースは空っぽだった。

　やられた。

　こっちもだ。

「ん？」

　そのとき、一枚の紙がヒラヒラ舞って地面に落ちた。

　拾い上げて、読んでみる。



『あなたのローズヘアとＤＶＤ頂ちよう戴だいいたします。代わりにうちのアヒル人形、三さぶ郎ろうを預けますので、かわいがってあげてください。背中を押すとピヨピヨと鳴きます。ステキ！

――怪盗ポメラニアン』



　しかし――いったい何の目的があって……？

　とにかく報告をと、振り向、

「どぉしたのぉ……？」「――――！」

　突如として背中にしなだれかかった女の感触に、丸富くんは思わず悲鳴を上げそうになった。

「……、……あの、……く、“〝クモムラ”〟が、ありませ……」

　せ、せんせ、なぜうしろにいるのですか。

　なぜ、ボクの首に手をからめてくるのですか。

　なぜ、不必要なまでに体を押しつけてくるのですか。

「そお……困ったわねえ～……」

「ふおおっ！」

　みっ、みみみ、みみ耳の裏に息が当たるゥ―――――！

　もうひとたまりもなかった。抵抗する気力を根こそぎ奪われ、腰からはくたくたと力が抜けていった。

　生物部が、生物部の出し物が……と呟つぶやきながら、丸まる富とみくんの視界は染め上げられるように桃もも転てん（桃色に暗転）していったのだった……。



　　　＊＊＊



　同刻――

　二階、二年クジラさん組教室――【スクールシアター】にて。



「はいっ、それでは第一回“〝フレンズ×ナイーブ”〟上映会を始めます」

　カーテンを閉め切った室内は薄暗く、黒板の前につり下げたデカいスクリーンには薄ぼんやりとした光が当たっている。一般開放直後ということでまだ一般客の姿はまばらだったが、朝一番のシフトを終えて本日めでたくフリーダムになった学生たちがけっこうな割合で客席を埋めていて、この時間帯にしては上々のスタートだった。

“〝フレンズ×ナイーブ”〟と上面にマジックで殴り書きされたＤＶＤを、プレイヤーにセットする。ＤＶＤが音もなく読み込まれていくさまを眺めながら、クジラさん組学級委員長の原はらさんはこれまでの苦労を、胸をつく懐かしさとともに思い出していた。

　映画を撮ろうと言い出したのは何を隠そうこの自分だった。その時点で誰だれも心得のある者などいなかったが、なんとかなるんじゃないの、なんて鼻歌交じりで高をくくっていた。

　甘かった。

　なにごともやってみなければわからないものだ。難航に次ぐ難航、座ざ礁しように次ぐ座礁……素人しろうとのカメラ回しなんてもう見られたモンじゃなく、恥ずかしがる役者たちの大根ぶりといったらもうただごとではなく、編集作業のめんどくささといったらそりゃもう海をも割らんばかりの勢いだった。『眠る』ではなく『落ちる』という体験を何度もした。一週間でリポＤを一ダースも空けた。大変だった。

　もっぺんやるかと言われたら、首を横に振るだろう。

　けれど、やってよかったかと問われたなら、きっと迷わず頷うなずいてみせる。

　二年クジラさん組が一丸となって取り組んだこの映画は、なにものにも代えがたい宝物となった。

　みんな……ついてきてくれて、ありがとう。

　みなさん、私たちの集大成を、どうか最後まで見ていってくださいね。

　声に出すともなくそう思って、原さんはついにＤＶＤプレイヤーの再生ボタンを押し込んだ。

「上映、開始します」

　それまで薄ぼんやりとしていたスクリーンが、とたんに輝きを増す。

　最初は芝しば生ふのシーン。芝がカメラにひっつくぐらいの超ローアングルから鉛色の空を映し出すカットが、物語の静かな出だしを



『ジャッジャーン！　ジャジャジャジャン！』



　いきなり安っぽいバラエティのオープニングみたいな音が飛び出して、原はらさんはひっくり返りそうになった。

　映し出された光景は……どォ～見ても芝生なんかではなく、リノリウムの床に真っ黒い実験机がデンと置かれ、そのうしろにはカエルやらヘビやらネズミやらその他ほか諸もろ々もろの小動物がビン詰づめ標本にされてずらりと並んでいる標本棚の図――

　目ん玉出るかと思った。

　これは“〝フレンズ×ナイーブ”〟ではない。

　デジャブ。

　原さんは知っている。その光景を知っている。

　なにこれ？　実験ビデオ？　映画じゃなくて？　あちこちからそんな疑問のざわめきが聞こえてくる。

　その疑問に答えるように、スクリーンには明らかに素人しろうとがやっつけで作ったとおぼしきちゃっちいロゴが恥ずかしげもなくいっぱいに広がり――デジャブは正しかった――一度聞いたら二度と忘れられないあの甘ったるぅ～い声がそれに重なった。



『ん生物教師竹村のぉ、うふぅん、クモでムラムラ♪

　ジャッジャーン！　ジャジャジャジャン！』



　原さんはおしとやかにそっと泡を吹いて気絶した。

　ここでストップしていれば、まだ最悪の事態は避けられたのだ。だが肝心の原さんがリタイアした以上、停止ボタンの押される機会はついに失われてしまった。



『それじゃアタシのお友達を紹介するわねぇんっ。まずは一番のお友達のぉ…………“〝ローズヘア”〟ちゃんでえっす』



　竹たけ村むらが両手でお椀わんを作ってそいつをさしだした――瞬間。

「ギャ―――――――――――――――――――――――――――――ッ！」

　最前列の女の子だった。恐怖は続けざまに火を噴いた。

「うわああああああああ！」

「いやあっ！　いやああああああっ！」

「えうぇぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜ」

「……っオギャ――――！　オギャ――――！（幼児退行）」

　イスが倒れる。人が倒れる。モノが飛ぶ。這はいずって出口から逃げだそうとする生徒、その上をひとっ飛びに越えて一目散に飛び出していく生徒。一瞬にしてパニック現場となった教室では、踏むや踏まれるやの狂騒が繰り広げられていた。

　すべての元凶はスクリーンである。

　その構図のすさまじさといったらなかった。もうかわいくてかわいくてしょうがない初孫を見るおばあちゃんみたく頬ほおをフニャフニャにゆるませて、瞳ひとみからピンク色の愛情シャワーを手のひらに降り注がせている竹たけ村むら。

　そして、その手のひら。

　クモ。

　言っておくが、ハエトリグモみたいなかわいらしい奴やつでは、もちろん、ない。

　凶悪、と表現したくなるその外がい貌ぼう。

　両手のひらを使ってようやく収まるほどの巨体。まるまると太った胴の脇わきで、まるまると太った八本の足がモゾモゾと動いている。思わずえずいてしまうようなフッサフサの白い毛が足といわず胴といわずびっしりと体中を覆っており、これが犬猫ならさぞかしかわいいのだろうがクモでやられるとおぞましい以外のなにものでもない。

　英名チリアンコモン。

　和名ローズヘア・タランチュラ。

　東南アジアのジャングルとかにいるはずのそのクリーチャーを、竹村は理解しがたい恍こう惚こつの表情で手のひらに乗せ、さらになんの嫌がらせか見てよ見てよと画面にグイグイ近づけてくるではないか。

　どアップ。

　近い。

　近いよ先生。

　画面いっぱいに映し出され、全長２メートルの大怪物となって蠢うごめくタランチュラのホラー映像は、この場に集まったニッポンのコーコーセーたちをまとめて恐怖のズンドコに叩たたき落としたのだった。



　……そして、そのせいで。

　スクリーンの裏側に貼はり付けられた紙には、誰だれも気づかなかった。



『あなたのＤＶＤ頂ちよう戴だいいたします。代わりにすんごい女の子（アジアンビューティ）が全裸で映ったカゲキなＤＶＤを置いておきますので、じっくりとご堪たん能のうください。――怪盗ポメラニアン』



　　　＊＊＊



　二階、職員室――学祭実行委員会本部にて。



「先生！　壁絵のペンキが突然消えてなくなったそうです！」

「先生！　ゲーム喫茶のコントローラーがキーボードにすり替えられてました！」

「先生！　生物部のクモが誰だれかに誘拐されたそうです！　あと部で流す予定だったＤＶＤもないって……」

「先生！　クジラ組のＤＶＤがヘンなＤＶＤにすり替わってました！」

「え？　ちょっと待ってそれどういうの？」「なんか、竹たけ村むら先生がすげーキモいクモ紹介してんの」「それだ！　それ生物部のだ！」「あ、そうなの？　早く持ってった方がいいよ。クジラ組いま大パニックになってるから」「さーんきゅ！」

「先生！　ウジムシ組の焼き鳥がなぜかバカ売れしてます！」



　――――。

　やってくれた。

　二年アリクイさん組とやらの出し物。

　これか。これがガクサイジャックか。



「先生！　幼女高オサコーの不良たちが食くい物系の出し物を荒らし回ってます！」

「先生！　生物準備室で生物部の丸まる富とみくんがビックンビックン痙けい攣れんしてました！」

「先生！　書道部員と美術部員がお互いの部屋にガビョウを投げ込んでます！」

　一挙に流れ込んできたトラブルの大おお雪崩なだれに、焦りも不安も通り越してそろそろ魂が抜けそうになっているのは実行委員の成なり田た香かおる子こ先生である。はじめの方こそ「私やっぱり降りるう！」とか泣き言を言っていたが、ついにそれらの精神的ダメージを無効化する秘技『呆ほうける』を彼女は編み出した。

「へー」「ほー」「ふーん」「あそう」

　現世におけるすべての出来事を右から左に受け流し、魂を極楽浄土ホストクラブに飛ばしてしまうのだ。一切の苦はそこにはなく、優しいイケメンたちの顔を思い浮かべるとそれだけで心が安らいでゆく。

　要は現実逃避であるという事実や、問題を先送りにしているだけの現状、といったことには決して目を向けてはならない。

「ああ、大変だこりゃ……！　センセ、どうしましょう？」

　隣で焦っているのはイガグリ頭の実行委員長、森もりくんである。

「どれから当たります？　僕個人的には不良の人たちをまずどうにかしたいんですけど」

「そうね――」

　態度にたっぷりと余裕を持たせて、成なり田たはおもむろに立ち上がった。

「私に任せておきなさい」

「せ、先生？」

「ついてこないでいいわ。一人でやるから」

「先生……すごい……」

　神様でも見たように目を見開いて、尊敬のまなざしを注ぐ森もりくん。

　その視線を一身に浴びながら成田は教室を出…………………………………………………………………森くんの姿が見えなくなった瞬間、ダッシュした。

「おほっ！　おほほほっ！」

　８センチのヒールを蹴け立たてて、廊下を大おお股またで駆けていく。

「もーやってらんないわ実行委員なんて！　私逃げる！　ゴメン森くん！　あとは自分でなんとかしてェッ！」

　なんと。

　あろうことか成田は森くんをまんまとだまくらかし、積極的逃亡を図ったのである。

　これが教師。これが聖職者。ついに落ちるところまで落ちた彼女は高等部校舎の中央階段を駆け上がり……。

　たどり着いた先は四階のさらに上――最上階。本来ならば立ち入り禁止の、屋上を見渡せる一室の前だった。



    

  
    
      



    

  
    
      　ギィィ……。

『――ところでこのガッコ、一年のうちで今日だけ治外法権の場所が出現するって聞いたんですけどホントですかね――』

　――ええ。そうよ森もりくん。あなたの言ってたことは正しいのよ。

　ここが、こここそが。

「一名様ご来店よ！」

　自らそう宣言して、成なり田たはずかずかとその屋上部屋に足を踏み入れたのだった。



　　　＊＊＊



　一階廊下にて――



　あのふくらみの中にはきっとバカでかいウインナーか、さもなくば小型の魚雷あたりを収納しているにちがいない。そうでなければいまどきあんなカッコでいる説明がつかない。

　何って、その髪型である。

　雄々しくそそり立つ黒い塊を頭の上にどっかりと載せ、一いつ張ちよう羅らの英字新聞プリントシャツの襟を揺らして、幼女高校オサコーのリーゼントくんは今日も今日とて大絶賛ナンパ中だった。

「おーカワイイじゃーん！　なあ、名前なんていうの？」

　先ほどのスローモーションがようやく解けたあと、何がどうなっていたのかもわからないまま、じゃ、ナンパ対決すっか、みたいな軽いノリで五組に分かれた。しかしおかしなことに、声をかけるコ声をかけるコ片っ端から逃げていく。

「……ったく、逃げるこたねーじゃねーか。なあ？」

「ホントっすよ！」

　調子を合わせているのは子分の坊主頭くんである。同じようなことが数回続いたのち、

「――ちょっとそこのお兄さん！」

　キャバの客引きみたいな声をかけられたのは、８人目の女の子が逃げ出した直後だった。

「あん？　何の用……つーか何？　そのカッコ」

　客引き……なのだろうか。しかし出いで立たちがいささか……。

　燕えん尾び服ふく。白手袋。……そしてなぜか馬のかぶりもの。

　全体で見るとあたかも馬が人間の衣装を着ているようであり、しかしこれがなかなかどうして、いやこういうのもアリかなと思ってしまう。さしずめ馬紳士とでも呼ぼうか。少なくとも目を引くという意味ではうってつけの格好だ。

　馬紳士はひとつの教室を指し示して、やっぱりキャバクラの客引きみたいな口く調ちようでリーゼントくんを誘った。

「こっちこっち！　見てくださいよこれ！　“〝スリラーハウス”〟！」

「ンだよお化け屋敷なんかにゃキョーミねぇんだよぅ」

　にべもなく断るリーゼントくんに、馬紳士は「いやいや！」と詰つめ寄った。

「ははあお客さんひょっとして知らない？　学祭のお化け屋敷のオイシサ！」

「オイシサ……？」

「ここだけの話なんですけどね」急に声をひそめて「おさわりＯＫなんですよ……！」

「うえ？　マジ？」

「マジマジ！　なにせほとんど真っ暗ときてるし、もし女の子が悲鳴あげてもお化けでビックリしてるようにしか聞こえないですからね！　だから堂々やらしいことできるってわけ！　ひそんでるお化けの中には女の子もいっぱいいるし、だからわざわざナンパして連れ込むなんて手間もいりませんよ！」

「おおお、い～い話じゃんそれ？」

「でしょでしょ？　こりゃ行くしかないねお兄さん！」

　なんてノリのいい馬だ。リーゼントくんは思わずヨダレを垂らした。

「おお、行く行く、フヒヒ！　おい、行くぞ」

「ヘイ！」と坊主頭。

「……あっ、そうだお兄さん。せっかくだから、オトク情報イッコ、特別に教えちゃう！」

「なぁんだよゲヘヘ」

「“〝入ってすぐ右、手前から二番目のロッカー”〟」

「？」

「とびっきりカワイイコが隠れてますよ……！」

「マァジぃ？」

「行ってらっしゃい！」

　おもしろい奴やつがいるもんだ。

　ヤラシイ場所を紹介してもらい、さらに耳より情報までもらっちゃって、リーゼントくんはホクホク顔で“〝スリラーハウス”〟の入り口ドアをくぐったのだった。

　――――。

　彼らを待ち受けていたのは、居並ぶロッカーの群れだった。

　窓に黒いカーテンをびっちりスキマなく閉めきって、そのせいでひどく暗い室内。入るなり左右には高さ２メートルのロッカーがいくつも立ちはだかり、それが延々窓まど際ぎわまで続いて、逃げ出しようのない壁を形成している。

　奥のどこかで「グワアアアア」「キャ――――！」というお化けと客の二重奏が聞こえてきた。このロッカーのどれかにお化け役がひそんでいるのだ。

「……ふひひ」

　しかし、だ。

　自分たちは別に『お化け屋敷を楽しむ』ために来たわけではないのだ。

「ゲヘヘへ……襲ってやる……襲ってやるぜ……！」

　ヨダレを垂らさんばかりにニヤついた顔で、リーゼントくんはさっそく『入ってすぐ右、手前から二番目のロッカー』に手をかけ、その扉を開け放つ。

　そこに隠れていたのは――

「うひょ――！」

　馬紳士の言葉にウソはなかった。そこには目もさめるような美少女が、灯あかりのついた懐中電灯を抱きしめてちんまりと座り込んでいたのだから。

　惜しいことにリーゼントくんの好みのグラマラスな女性ではなく、どちらかというとやせっぽちな少女だったが、この際文句は言うまい。少なくとも顔はＳクラスである。長い髪に作り物のような無表情。そして手のひらには何やら動物のぬいぐるみが。

　しかし……しかしなぜにグラサンを胸に引っかけているのか。そこだけが解げせなかったが、いやいやそんなことは些さ細さいな問題だと思い直す。

　と、

　そこで計ったかのように、何かの曲が室内で鳴り出した。

　ホラーっぽい感じではなく、落ち着いているがリズミカルな、いかにもテンポのある曲のイントロのようなメロディである。

「なんだっけかなこれ……えーと……」

　そうだ。これはマイケルジャクソンの超有名曲『スリラー』のイントロだ。たとえタイトルとメロディが一致しなくても、聞いたことのない奴やつはいないだろう。

　お化け屋敷で流すのはどうかと思ったが、リーゼントくんにとってはまさにおあつらえ向きのタイミングだった。

「よっしゃあ……！　これで声上げられても気づかれねー……！」

　さあ、もうおあずけを食くらう理由はどこにもない。目の前に置かれた旨うまそうな据すえ膳ぜんに、リーゼントくんはカエルみたいにはしたなく飛びついた。

「いっただっきまっす！」

　びょいんっ！

「――やれやれ……」

　すっとぬいぐるみをかざした少女が、老人のような声で口をきいた。

　刹せつ那な。

　バチッ――



　　　＊＊＊



　いない。

　いない！

　いないいないいない！　店にも空き教室にも職員室にも階段下にも男子トイレにも、どこにもいない！

　蘭あららぎひょうは焦っていた。

　一刻も早くリクをとっつかまえねば。ただでさえあちこちでいろんな迷惑をかけているというのに、さらに野放しにしておくともうどうなるかわかったものではない。

　ところがチカときたら、

「楽しいねっ。ねっ、ひょう」

「何がっ？」

　このっ……小五がッ……！

　とか、ちょっと頬ほおなどをつねってやりたい気持ちを抑えつつ、一階キリンさん組の前を通りかかったときだった。

　教室の中から、突如として何かのリズミカルな楽曲が聞こえだした。

　聞き覚えがあった。マイケルジャクソン『スリラー』だ。

　イヤな予感が脳内をつんざいて、ひょうはとっさにキリンさん組のドアを開け放った。

　一面の薄うす暗くら闇やみの中で、壁のごとく整然と立ち並んだロッカーのうちのいくつかがゴトゴト動いている。これはちょっと怖い……と足を止めたちょうどそのとき、近くのロッカーが唐突に叫び声を上げた。

「ああああっ！　もっ！　もうガマンできないっ！」

　バァン！

　バタン！

　バタン！　バタン！

　あちこちのロッカーの扉がまるでタイミングを合わせたみたいに次々に開いていく。

　その中から飛び出してきたのは、おお恐ろしや、思わず身震いしてしまうような、体も衣服もボロボロに腐り果ててしまったゾンビ、ゾンビ、ゾンビゾンビゾンビ！　ゾンビの群れ！　ゾンビの大軍！

　しかし…………このゾンビたち、何か様子がヘンだった。

　キビキビした動作で、申し合わせたように同じ動きを――

「ああっ！　体が勝手にっ！」

「踊ってしまうっ！　ああっ！」

「とっ、とっ、止まらないいいっ！」

　読者諸君はスリラーのＰＶをご覧になったことがあるだろうか。

　一言で言うとゾンビである。ゾンビの群れである。マイケルジャクソン扮ふんするゾンビと、その他ほか大勢のゾンビたちが特有のふらふら歩きで一人の女性に襲いかかるのである――

　と、ここまでが曲の始まる前。

　いったん曲がスタートするや、ゾンビは目を見張るほどの変へん貌ぼうぶりを見せる。何がすごいって、踊るのである。ゾンビが。あのボロッボロの格好をした動きのトロいゾンビたちが一転、すさまじい体のキレと一糸乱れぬコンビネーションでいっせいに踊り出すのである。シュール。ただひたすらにシュール。そしてエキセントリック。でもすごいのだ。こんなのゾンビの動きじゃねェよ――誰だれもが一度は抱く感想である。

　一年前の文化祭で、当時中三だったキリンさん組のメンバーは、体育館の舞台上でこのＰＶを忠実に再現してみせ、割れんばかりの拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びてみごと中等部学祭賞金賞をもぎとったのだった。

　しかし――

　血のにじむような特訓を重ね、スリラーの振り付けを完かん璧ぺきに踊れるようになった彼らには、そのせいでひとつの後遺症が残ってしまった。

　街まち中なかだろうと図書館だろうと、授業中だろうと運動中だろうと睡眠中だろうと、いつでもどこでもひとたびスリラーが鳴り出したなら、無条件に体が反応して踊ってしまうという――

「これは……！」

　ピンときた。

　ガクサイジャック。

　――あんたの仕し業わざでしょうっ！

　これはもはやショーであって、お化け屋敷ではない。

　踊るダンス。ゾンビたちが一心不乱に、暗闇の中踊るダンスインザダーク。

　ひょうはひとっ飛びでロッカーの上に飛び乗り、猛もう禽きんのごとく鋭い目を走らせる。あった。音源。ちっこいＣＤコンポが、窓まど際ぎわの角のロッカーの上にこっそりと置かれている。

　たった一枚のＣＤで、たった一台のコンポで、リクはいともたやすく『スリラーハウス』の乗っ取りジヤツクをやってのけたのだ。

　しかし肝心の、例のアホの姿はすでになく、逃した悔しさにひょうは「んもおおおっ！」と地じ団だん駄だ踏んで悔しがり、ついでに天井に頭をぶつけた。

「いった……」

　中腰になって頭をさすっていると、

「ねえ」

　チカがロッカーのひとつを開けて、なにやら手招きをしている。

「ちょっと開いてたから、気になって開けてみたの。そしたら、これ……」

　大音量のスリラーの中に、キイ、とわずかな音がして、ロッカーの中には――



　リーゼントの男と坊主頭の男が、気を失ったまま詰つめ込まれていた。



    

  
    
      
3rd Gate　“〝Manhattan Cafe”〟





　四階、工作室前。



「やっ、やめろっ……！」

　また妙な声を拾ってしまい、ひょうはさっと立ち止まった。

　あらかた捜し回って実は二周目なのだが、まだリクが見つからない。どうも一ヶ所に隠れているわけではなく、あちこち移動しているようだ。しかもそろそろお昼時でお客さんが増えてくる頃ころ合あいだから、よけい見つけにくくなる。

　そこにきてこの怪しい声。ついに見つけたかと思い、すぐさま工作室の扉を開け放つ。

　学祭といっても、校舎のすべての教室を使うわけではない。いくつか物置となっている部屋があり、工作室はそういう空き教室のひとつだった。

　イスと机がすべてきれいに後ろに下げられ、空いたスペースにも学祭準備に使われた大道具だかゴミだかわからないものが散乱している。

　そこに、ふたり。

　この学校の生徒ではありえなかった。だってモヒカンである。パンチパーマである。こんな髪型して登校してきた日にゃ、体育の鮫さめ田だあたりがものっそいうれしそーな顔で飛んできて、首根っこ引きずって野球部のバックネット裏に連れ込まれ、必殺のバリカンで頭皮ごとそぎ落とされるのがオチである。

　――たぶん、隣の幼おさな女め高校のひとたちだわ。

　それがどうしたことだろう。ケンカ？　それとも仲間割れ？　パンチが棒きれを握りしめてモヒカンににじり寄り、「動くな、動くなよ……！」とかブツブツ呟つぶやいている。

　しかもパンチの頭はまっ黄っ黄だった。いや頭どころか顔や上半身もベトベトで、横にそれっぽいペンキ缶が転がっているから、きっとアレを頭からかぶったのだろう。そりゃあんなことされれば誰だれだって怒るに決まっている。

「動くなよ……いま仕留めてやるからな……！」

「待てよ……待てよ！」と後ずさるモヒカン。

　……どん。

　背中が壁についたと知るや、モヒカンの顔が絶望に染まる。

「ちょっ、助けっ、」

「ふんっ！」

　狙ねらわれたのは、頭ではなかった。棒きれはゴルフのドライバーを彷ほう彿ふつとさせるアッパースイングの軌道を描き、ああ――

　オトコノコの大切なトコロに、その、

　めっこりと。

「あお……お……」

「あっワリィ！　逃がした！」

　と、そこから何やらタワシのような物体がぽーんと飛び、机と机の間に落下。見えなくなってしまった。

　ひょうは顔をしかめてその光景を見守っていた。あんなところをやられたら、女の子にはよくわからないのだけどとっても痛いのではなかろうか。

　ともあれここにリクはいなかった。これ以上見る必要もあるまい。

　そっと扉を閉め、一息。

「……不良の人って、何するかわかんなくて怖いわよね……」

　ここにリクがいたら『それをオマエが言うのかオマエがこの口かこの口が言ったのかアアン？』と詰つめ寄っているところだが、あいにく目の前にいるのはチカである。

「おもしろかったね！」と笑うチカ。

　そこで、ふいに水を叩たたく音がした。

「……なに？　いまの？」

「プール……かな？」

　二人揃そろって首をかしげ、工作室に入ろうとして思い直し（不良がいるから）、じゃあ隣の音楽室から確認しようと、音楽室に足を踏み入れた――はいいものの。

「あ、えっ？　……えっ？」

　窓まど際ぎわでぶらぶら揺れている物体に、ふたりの目はクギヅケになった。

「「……太鼓？」」

　太鼓だった。

　町の祭りなんかでハッピを着たニーチャンがドンドコドンドコ叩いているような、あのでっかい太鼓である。そいつが、どうやって結わえ付けたのか天井から荒縄で吊つり下がって不穏な感じで揺れているではないか。

　またおかしなことになっている。音楽室も今日は空き教室のひとつだから、出し物では絶対にない。とすると、またリクが何か……？

　ともあれ太鼓の下をくぐって、窓から身を乗り出して――風が吹きつけてきて気持ちいい――真っ青な空には目もくれず、眼下のプールを確認。

「わ」

　ひょうは思わず口を手で覆った。

　大きく波うつプールに、あおむけでプカプカ浮いている人の姿。リクではない。恥ずかしいぐらいのド金髪だ。ひょっとして飛び込んだのだろうか。プールを使った催しものはなかったはずだけど……？

「ひッ、人が落っこちてきた――――――――――――――――――――――っ！」

　プールのほとりで誰だれかがわめいている。落ちた？　プールに？　どこから？　え、ここから？　まさか……まさかね。いくら学祭だからって、四階の窓からプールにダイブなんてはっちゃけるにもほどがあるわ……。

「ねえねえひょう、あれ、なに？」

「あれって？」

　チカが指し示したのは、二人が身を乗り出しているところのまさに直下――プールよりさらに手前の、生け垣のところだった。

「あれ……足だよね？」

「あし？　……わ、あし！　足ッ！」

　プールだけかと思ったらこっちにもヘンなものがあった。生け垣に人の足が逆さまに刺さっているのである。しかもＹの字で。まるでギャグマンガである。

「え？　え？　どういうこと？」

「んー……」

　ほわほわ猫かぶりモードから素に切り替わって、チカはじっとりと舐なめるように生け垣を観察する。

「ふうん……なるほどねー……」

「へ？」

　と首を突き出していると、今度は廊下側の窓から「うわああ」という悲鳴と、何かをゴロゴロ転がす音がして、ひょうは慌てて廊下に飛び出して窓にかじりついた。

「あああああああ！」

　ゴロゴロゴロゴロ――――

　一台の手押し台車が坂を下っていく。

　そしてなぜかその上には男がひとり乗せられており、台車の上でへたり込んだ彼はペンキでも頭からかぶったみたいに全身どぎつい黄色にまみれていて……って、

　さっきのパンチくん！

　いつの間に下に降りたのだろうか。

　台車はさらに勢いをつけて坂を斜めに横断し……

「あっ、たっ、体育館にぶつかるっ！」

　ひょうが口を覆ったと同時、台車はいっそすがすがしいくらいの勢いで体育館の壁に、

　びた―――――――――――――――――――んっ！

「…………」

　ああ……。

　痛そう……。

　顔から突っ込むなんて……。

　ひっくり返ってカラカラ空回りする車輪。その横で、かわいそうに顔面でハンコを押した彼は気を失ってずりずりと崩れ落ちた。

　また間の悪いことに、そこはちょうど美術部員が壁絵を描いていた場所で……。

　高さ２メートル、幅10メートルの超大作。今年の学祭テーマ“〝煌きらめき”〟をモチーフにした絵らしいのだが、周囲からは『ホロコーストの映像に見える』ともっぱらの評判である。惜しいことにまだ完成はしておらず、前日どころか今日になってもダメだダメだ何かが違う何かが足りないと苦悩していた美術部の彼に、ひょうは心の中でひそかにエールを送っていたものだ。

　それが――だ。

「キミぃっ！」

　あ、やってきた。

「いったい何をしてくれてるんだっ！」

　――そりゃ怒るわよね……。

　どっかの誰だれかさんがペンキまみれの体で突っ込んだせいで、壁絵の一部になんだか黄色いぐちゃぐちゃした汚れがついてしまったのだ。これが怒らずにいられるか。

「この絵はねぇ、ボクが何日も何日もかけて描いていたものだったんだよ！」

　そうそう。

「それを、キミは何の権利があって汚すというんだいっ？」

　言ってやれ言ってやれ。

「だいたいねえ、壁絵っていうものは…………うん？」

　うん？

「この色づかい……このタッチ………………こっ……これはっ！」

　様子がヘンだ。

　目の前に隕いん石せきでも降ってきたようなオドロキの表情。まなじりを裂けんばかりに見開いて、例の黄色いぐちゃぐちゃ部分が視線で溶けるんじゃないかと思うぐらいに凝視する。

　やがて――その口が、震えながら開かれた。

「これだ……！」

　なんだろう。なんかいきなり感極まったような声になって、あれあれ？　さっきまで怒っていたはずでは？

「これだよ……！　これがボクの求めていたものだったんだ！」

　なんと。

　彼は気絶したパンチくんの手を取って、自分の手がペンキにまみれるのも構わずがっしりと握りしめる。男と男の握手である（片っぽ気絶中）。

「何かが足りないと思っていたんだ。でも何が足りないのかわからなかった。……これだったんだよ！　ありがとう！　ありがとう！　これで“〝煌”〟……堂々の完成だああっ！」

　やっほうやっほうとマリオみたいなジャンプ力で飛び跳ねる彼を眺めながら、ひょうは唖あ然ぜんと「芸術はわからない……」と呟つぶやいたのだった。

「あ、やっぱりね」

　隣で首を突き出していたチカが言った。

「やっぱりって？」

　チカはうふふと笑って、楽しそうに、

「教えてあげなぁ～い」



　　　＊＊＊



　三階、三年ヨルムンガンドさん組【罪深き歯車】にて――



　ダカダカダカダカ！

　ダカダカッ！　ダカダカダカッ！

「…………」

　ひょうはあっけにとられていた。

　かつてこれほど奇妙な光景を見たことがあるだろうか。

　三年ヨルムンガンドさん組のゲーム喫茶『罪深き歯車』。

　開店直前にコントローラーが消えて大わらわ。ここまできて店を閉めるわけにもいかないし、さてどう解決したのかと思って覗のぞいてみると、なんだかすごいことになっていた。

　やっぱりコントローラーはなかった。

　その代わりに、二台のキーボード――

　そいつを、男子二人が猛然と叩たたきまくっているのである。

　テレビ画面には対戦格闘ゲーム『ギルト・ギア』の映像が映し出され、正統派の金髪イケメンとピンクの髪のサムライガールが食くうや食われるやの激しい戦いを繰り広げている。

　ひょうはちょっとだけこのゲームを知っていた。リクがときどきゲーセンでやっているのを後ろで見ていたからだ。それだけに、この光景は異様だった。

　格ゲーというものはふつう、レバーとボタンでやるもので。

　断じて、そう断じて、キーボードでプレイするものではないはず……！

　鬼のようなスピードでキーを叩く対戦者たち。

　アーケードで見るような対戦とほとんど変わらないなめらかさだ。それどころか見ていると、彼らはコマンドのショートカットキーを作っているようなのだ。それもいくつも。確認しただけでも『ＰＯ』で波は動どう拳けんコマンドが、『ＹＩ』で昇しよう竜りゆう拳けんコマンドが、『ＲＮＯ』で金髪キャラの超必が発動する。

　驚きながらキーボードから伸びたケーブルの先を追ってみると、ケーブルはパソコンの横によくついている縦長の箱に繋つながれており（注：‥タワー型パソの本体。ひょうはディスプレイがあって初めてパソコンと認識する）、さらにそこから伸びたケーブルはテレビにつながっていて。

「……ゲーム機は？」

　ギルギアはたしかＰＳ２のゲームだったはずだが……？

「しっ！」

　見張り役の男子がすばやく唇の前で指を一本立てる。

「詳しく言うと犯罪だから！」

「…………」

　深入りはしないでおこう。

　ともかくも、コントローラー紛失という大トラブルから、彼らは不死鳥の如ごとく蘇よみがえってきたようだった。

　ひときわ高い剣けん戟げき音が鳴って、画面が赤一色に染まる。

『――お命、頂ちよう戴だい』

　とたんに桜吹雪が画面をさらっていった。肉を斬きる音が続けざまにして、桜吹雪の色が途中から血を塗りつけたような赤に変わる。

「決まったァ―――――――――――ッ！」

　司会役の男子がにわかに声を張り上げた。

「絶ぜつ殺さつ・紅べに吹雪ふぶきッッッ！」

　画面には『絶殺』の大文字がひらめき、勝ち星が一気にふたつ点灯する。

　これが対戦格闘ゲーム『ギルト・ギア』の特徴だった。

　わざわざ苦労して二勝せずとも、ひとたび『絶殺』が命中すれば、残りライフや勝ち星の数に関係なく対戦の勝利が確定する。そんなアコギなシステムを搭載したこのゲーム、アーケードでは現在４まで出ている人気作なのである。

「ウィナー！　西にしヶが丘おか龍りゆう――――！」

　ひょうの耳がぴく、と動く。

　西ヶ丘龍。聞き覚えがあった。リク曰いわく『日本で指折りのゲームバカ』で、およそゲームと名の付くものなら格闘からパズルからレースからアクションからとにかくなんでもお強いらしい。この界かい隈わいではけっこうな有名人らしく、小学生や他校の不良からも一目置かれているとか。なんでゲームが強いだけでそんなにすごいのか。男の子の基準はよくわからない。

　すごすごと退散していった挑戦者チヤレンジヤーに代わって歩み出たのは、思いもよらぬ人物だった。

「――じゃあ次、ちいやっていい？」

　一瞬の沈黙。のち――

　爆発。

「ちいたんだ！」「ちいたんちいたん！　こっち向いて！」「か～わい～！」「デジカメどこデジカメ！」「朱雀すざく隊たい本部！　朱雀隊本部応答願う！　チカさまのご降臨を三年ヨルムン組にて確認！　至急集合されたし！」「おい売店！　かき氷イッコ追加ァ！」「ホットウーロンも追加ァ！」「バカお前、このクソ暑いのにホットウーロンって」「かき氷だけだとあのカワイイおなかが冷えるだろうが！」「はっ！　気がつかなかった！　お前……負けたぜ……」「へへっ、お前もなかなかだったぜ……」「ガシッ（友情の握手）」

　そして、その後の処置はおそろしく迅じん速そくだった。

　狭いスペースにぎゅう詰づめになっていたギャラリーの海がばっこし割れて、挑戦者チヤレンジヤー席へと続く一本道を作る。「あの、ボクの順番……」とほざいた空気の読めない男子がすみやかに口をガムテープで塞ふさがれドロップキックで廊下へと蹴けり出される。対戦席にはすでに練乳のたっぷりかかったかき氷とホットウーロンが供されており、廊下の向こうからはチカの奴隷こと白しろ崎さき朱雀すざく隊たいの「チカ様！　チカ様！」という声が……。

「わあみんな、ありがと☆」

　これぞアイドルといわんばかりの笑顔で、チカは人垣の間を悠々と抜けて席についた。

「えっとぉ、いくら？」

　ちびこいおサイフを取り出すチカの手を、西にしヶが丘おかは王者の貫かん禄ろくで遮さえぎってみせる。

「お・だ・い・は・け・っ・こ・う」

　何をイメージしているのか知らんが思わずブン殴りたくなるツラである。しかしながらチカは国宝級の猫かぶり娘。心の底からうれしそうな笑顔を浮かべ、続いてちょっと恥じらいなど含ませて、

「わあ！　やさしいんだね……。ちい、ちょっと好きになっちゃったかも……」

「マジでっ？」

　ドキュ―――――――――ンッ！

　ちょろいもんである。

　ともあれ、まずは対戦のキャラ選び。

　西ヶ丘は即決――ピンクの髪のサムライガール。

　ところがチカはいつまでたっても決まらず、かわいい小首をかしげてう～んう～んと考え込んでいる。

「ううん……どれにしたらいいのかわかんないよぅ」

「あれあれぇ？　ちいたんはこのゲームやったことないのかなぁ？」

「ちょっとだけ」

「じゃーどれでも変わんないよねぇ。見た目で選びなよ。ほら、この金髪の人なんてどう？　カッコイイよね？」

「う～ん……じゃ～あ～、ちい、この人にする！」

　ポチッとな。

「え……」

　西ヶ丘の頬ほおが引きつった。周りもおんなじ気持ちだろう。

　よりにもよってなぜ……それ？

　チカが選んだのは、上半身ばかり不必要なまでに筋肉のついた、もうムッキムキムキムキムッキ――ン！な男キャラであった。ひょっとして、ひょっとして……周囲のちいたんファンが自分たちの細っちい腕を見下ろして不安げにさする。ひょっとしてちいたんは、あんなゴツい人がタイプなのかしらん？

　いらん混乱と不安が渦を巻く中で、対戦はようやくスタートした。

「とっ！　やっ！　ほおっ！」

　いかにも手慣れていない風に、チカは人差し指二本で適当にタカタカやっている。キーを適当に押すたびにムキムキ男が一歩動いたりジャブを打ったりちょっと跳んだりする。つたない仕草のひとつひとつに、ギャラリーはもうメロメロである。

　チャンピオン西にしヶが丘おかも、さすがに子供相手に本気を出すわけにはいかず、ゆる～い感じでぺちぺちちょっとずつちょっとずつチカの体力ゲージを減らしていく。

　チカはやっぱりでたらめで、たまに偶然で技がでたりするとギャラリーから「おおお」と歓声が上がる。ラリアット。倒れ込み。レバー一回転の投げが出たときなど小さな拍手すら巻き起こった。つくづく平和な光景である。

　しかし――素人しろうととチャンプではしょせん結果は見えたもので、一回戦はつつがなく西ヶ丘の勝利。

　ンだよ勝たせてやれよ～とかあちこちからブーブー不満声が上がると、西ヶ丘は「いけねっ！」みたいな顔になってペロリと舌を出した。

「ごっめんちいたん！　次は勝たせてあげるからね」

「えっほんと？　ありがとお～」

　言ったとおり、西ヶ丘はさっぱり攻撃してこなかった。おかげでチカの独壇場となった二回戦は、もう攻めた攻めた攻めた。ぱーんち！（遠い）　きーっく！（逆向き）　らりあ――っと！（空振り）



    

  
    
      



    

  
    
      　敵はすぐそばにいるというのに、やっていることといえばまるっきりシャドーボクシングならぬシャドー格闘である。いつになっても相手のゲージが減らず、結局、制限時間の99カウントをフルに使って、やっと３分の１減ったかな～ぐらいのショボさだった。

　時間切れ。お情けの勝利。

「ありがとう」

「いえいえぇ」

「やっと憶えた」

　低い声が室内に染み入った。その声がチカから発されたものと、とっさに気づいた者はどれくらいいただろう。

　眠れる獣は、突如として牙きばを剥むいた。

　三戦目がスタートするなり、それまで人差指だけだったチカの手つきが――ブラインドタッチに切り替わる。

「――え？」

　ぼけっと眺めていた西にしヶが丘おかの前で、キーボードが咆ほう哮こうを上げた。

　ダカダカダカダカダカダカッ！

　いったい、チカはこれまでどんな思いでここに座っていたのだろう。

　踊るような指使い。

　荒々しく叩たたかれるキー。

　そして度肝を抜かれるギャラリー。

　ムキムキ男の逆襲が始まった。

　大きくジャンプしてサムライガールに迫り、小パンチで牽けん制せい、直後にレバー一回転の大技――『グラウンド・ゼロ・バックブリーカー』！

「くっ！」

　サムライガールは間合いをとって、畳返し。ばたばたと迫る畳を、ムキムキ男は回転ラリアット中の無敵時間ですり抜ける。

「……プロか！」

　かなりやりこんでいる。このムキムキキャラにしたのも偶然ではないだろう。最初から、西ヶ丘はすでに彼女のワナにはまっていたのだ。

　あっさり捕まえられて二度目のグラウンド・ゼロ・バックブリーカーを食くらい、サムライガールの体力ゲージはまたたく間に半分を割った。

「くそっ！　かくなる上はっ！　ちいたんゴメン！」

　西ヶ丘がたまらず放ったのは――『絶ぜつ殺さつ』。

　画面が一面赤く染まり、サムライガールがムキムキ男の脇わきをすり抜ける――が、それだけで、何事もなかったかのように画面は元に戻った。

　絶殺回避。

　＋Ｋキツクのコマンド。２Ｐ側のキーボードでは『ＷＪ』『ＷＫ』『ＷＬ』のいずれかである。チカは二試合目ですでにそれを見つけていた。

「絶ぜつ殺さつ？　そんなムダなことしてないでまともに戦いなさいな」

　西にしヶが丘おかの背中をつっと汗が伝った。

　これは……上級者にしか吐けないセリフだ。

　絶殺。いちど命中させれば強引に勝ち星を二つ奪うというアコギこの上ないシステム。だがそれゆえに回避コマンドは誰だれもが練習する。

　ゆえに――

　初心者の戦いは一発で片がつく。

　中級者の戦いは絶殺の応酬となる。

　そして上級者ともなれば絶殺など回避してあたりまえ――よって、当たりもしない絶殺はもはや使われない。

　セリフを受けた西ヶ丘の、一瞬の動揺が勝負を決めた。

　画面が不意に薄暗くなり――『キュンキュンキュンッ』――ムキムキ男の体から青白いオーラが迸ほとばしる。大映しの顔がカットインされ、これは――

　超必ゲージを一本まるまる使ったレベル３超必……『アレクサンダー・ホールド』！

　ムキムキ男が、いたいけなサムライガールの足をがっしり捕獲。

「うわあああッッ！」西ヶ丘の悲鳴。

　逃げられない。

　掴つかんだ足を左右に振り回し、竜巻のようなジャイアントスイング！

　猛烈な勢いで放ほうり投げられたサムライガールは、画面枠にブチ当たって高々と宙を舞う。それを追ってムキムキ男が飛び、空中で背中からがっしり組み付くと、きれいなジャーマンスープレックスの弧を描き――

　隕いん石せきのごとき超スピードで、脳天から真っ逆さまにダイブ！

　激突。

　大地が爆裂して、周囲に岩の破片をまき散らした。

「…………」

　終わった。

　キーボードの上にずるずると崩れる西ヶ丘の姿。

　クレーターのできた大地、倒れたままのサムライガール。手のホコリを払うムキムキ男。そして画面に躍る『ＫＯ』の大文字――

「しょ……」

　司会もとっさに声が出てこない。

「勝者……」

　チカはくるっと身を翻ひるがえし、司会にとびっきりの笑顔を放った。

「……はっ！」司会の瞳ひとみが蘇よみがえる。慌てて片手を挙げ、「勝者っ！　ちいたん――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――ッッ！」

　ギャラリーがいっせいに沸き返った。

　割れんばかりの拍手。差し向けられるケータイのカメラ。本格的なカメラを抱えた者も何人かいたが、こちらは写真係か新聞部だろう。「チッカさま！　チッカさま！」と応援団ならぬ白しろ崎さき朱雀すざく隊たいの野太い合唱。次々にかけられるお祝いの声。

　そのどれにも応こたえず、チカは敗者となった西にしヶが丘おかにそっと声をかけた。

「……まともにやったら、あなたが勝ってたでしょうね」

　いつものロリボイスではない。チカが対等と認めた相手にだけ発動するマジボイス――女王の声である。

　西ヶ丘の肩がぴくりと動いた。

「……ぬ」

「あなたは強いわ。安心なさい」

　そしてにわかに声をロリボイスに戻したかと思うと――

「ちいが、ついてるからねっ☆」

「お、おうううう……」

　西ヶ丘の肩はぶるぶると震え、目からは一筋の涙が流れていった。

　これがチカのやり口である。敗者を敗者のままにせず、きっちりとフォローをしてやる。こんな美少女が自分を認めてくれている。そのうれしさに打たれて、数多あまたの男子がチカの軍門に降くだっていった。

　そして、今日もつつがなく。

　懐柔――成功。

　白崎帝国に、またひとりの奴隷が誕生した。

「――さて、めでたく勝利したちいたんには、このたび賞品が贈られます！　うちの飲み食くい無料券とヒミツのプレゼント、ちいたんはどっちがいいかな？」

「う～ん」いったん小首をかしげてみせ、かわいさアピール。のち、「もうかき氷もらっちゃったからぁ、ヒミツのプレゼントちょうだい！」

「ＯＫ！　じゃーちいたんにはこいつをプレゼントだ！」

　そう言って司会が差し出したのは、きれいにラッピングされた小箱だった。

「わあい！」

　受け取るなり包みを剥はがそうとするチカ。

「おっとっとここで開けないで！　誰だれもいないとこでお願いしま―――す！」

　遮さえぎる司会。当然である。ヒミツのプレゼントはヒミツだからこそ意味があるのであって、ギャラリーの面前で開けてしまっては元も子もない。

「あっ、はあいっ☆」

　愛あい想そ良く返事をして、チカは拍手とともに送り出されたのだった。



　　　＊＊＊



「いい？　あたしたちはリクを捜してるの」

「ねえ見て見てひょうっ！　ヒミツのプレゼントっ！」

「だから、決してゲームなんかにうつつを抜かしてる場合じゃないのよ？」

「何かなあ？　びっくり箱とかだったらお笑いだよね！」

「これからはマジメにリクを捜すこと！　わかった？」

「ねえいっしょに開けようよっ！（ビリビリッ、ビリバリビリッ）」

　会話が噛かみ合わない。

　もう、この子ったら！　眉まゆをつり上げるひょうの前で、チカはうれしそうに小箱を開けてみせた。

「…………うん？」

　小さな手が取り出したのは、一枚のカード。

「なにこれ……」

　ホストクラブの看板みたいなカードだった。表も裏も真っ黒に塗られていて、その中で白抜きの文字が行儀よく並んでいる。

　チカは声に出して読み上げた。

「『宴うたげの国のアリス』。高等部屋上教室にてお待ちしております」

　それだけだった。ひっくり返しても他ほかには何もない。

「なんだろ……屋上教室って、そんなのあるの？」

「四階の上のとこでしょ。中央階段上がったとこ。ふだんは立ち入り禁止になってるはずだけど……って、いや、そんなことより！」

「ねえ、いってみようよ！」

「いってみません！」

「えーせっかくなのにー」

「リク探すの！」

「もう……」しょうがないなあ。そう呟つぶやいて、チカはにわかにいたずらな笑みを浮かべた。「……そんなワガママ言ってると、リクにばらしちゃうよ？」

「ば――」ひょうは大きく後ずさった。「ばらすって……！」

「あーもう言っちゃお言っちゃお～！　リクに言っちゃお～！」

　うれしそうに飛び跳ねるチカ。

　ひょうの顔がみるみる赤くなっていく。

「ば、ばらすって何よ！　やめてよ！」

　うろたえて口をパクパクさせるひょうを見て、ふふんとチカは笑った。これぞ思うつぼ。

　実は、まったくの適当なのである。『何を』と告げないまま『ばらすよ！』と言えば、それだけで相手は勝手に心当たりを見つけてきて勝手に恐れおののき、あまつさえ『この子、なぜそんなことを知ってるの……！』と勝手にビビってくれる。となればもう主導権はこっちのもの。

　チカはもう余裕だった。

「じゃ～あ、ちいといっしょにいってくれたらばらさない～」

「なっ！　ひっ、卑ひ怯きようよっ！」

「じゃあばらす」

「あわ、わ、待って！　ちょっと話し合いま」

「ばらす」

「落ち着い」

「ばらす」

「や」

「ばらす」

「……ぅぅぅううううううぅぅぅぅううぅぅぅぅ！」

　真っ赤な顔で、地じ団だん駄だ踏んで悔しがるひょう。まったくファン垂すい涎ぜんの光景である。

「ばら♪　ばら♪」

「待ってよ！　わかったわよ！」

「バラライカッ♪」

「んぐぅっ……！」

　完全にもてあそばれている。

　ひょうはついにがっくりと頭こうべを垂れた。

「わかったわよ……」

「なに？　聞こえなぁ～い」

　ひょうは何も悪くない。ただ、今回は少しばかり相手が悪すぎた。

「いけば……いいんでしょ……」

　蘭あららぎ城じよう、陥落。



　　　＊＊＊



　も～……。かなわないわ。ちいちゃんには。

　うふふっ。ひょうはかわいいよねぇ。

　……小五に……小五にそんなこと言われるあたしっていったい……！

　えっどうして？　『かわいい』って、イヤ？

　だってそれ、ふつうの『かわいい』とちがうもん。

　お～んなじだよぉ。こう、らぶぅ、っていうのが出てるコはみんなかわいいんだよ。

　らぶぅってなによ！　らぶぅって！　どういう意味よ！

　ちいもね、そんな風にできれば……ね。

　え？　何か言った？

　ううん、なんでもない。いこっか。

　はいはい。



　　　＊＊＊



　五階――屋上教室前にて。



　怪しい。

　なんだこれは。怪しすぎる。

　屋上教室のドア前で、ひょうは思わず後ずさった。

　高等部校舎の屋上は中央階段からのみ行けるのだが、上り切ったところはまだ屋根の下。右のドアを開ければ屋上、左のドアを開ければ教室である。そしてこの教室は普段は使われておらず、ホコリを被かぶった机とイスが雑然と詰つめ込まれている、はず、だったのだが。

　なぜだ。

　なぜ、扉がそんなにゴツい黒塗りなのだ。

　なぜ、扉の上で監視カメラが回っているのだ。

　この厳重な警戒はなんなのだ。

「…………」

　試しにと扉を引いてみるが、びくともしない。内側からカギがかかっている。

「意味がわからないわ……」

　頭を抱えるひょうの横で、チカがごそごそと懐をまさぐっている。

「こういうの、たしか……」

「たしかっ？」

　チカが取り出したのはさきほどゲットした黒カード。扉の前で背伸びをして、そいつを監視カメラに近づけていく。すると――

　カチッと音がして、鍵かぎが開いた。

「やっぱり！」

　扉を引く。あっさり開く。

「開あいたよー☆」

「うう……なんで経験者なのよぅ……」

　ちょっとデンジャラーな日常を送ってらっしゃる白しろ崎さきチカさんは今年で11歳になります。

　おそるおそる足を踏み入れた室内は、外とは比べものにならないほどの怪しさだった。

　窓という窓に黒カーテンが引かれ、薄暗い室内。外は楽勝で30℃を超しているというのに、ここは寒いくらいに冷房が利きいている。

　天井にともされた灯あかりはあのライトセーバーみたいな蛍光灯ではなく、どこぞのインテリア専門店で仕入れてきたような本格的なやつである。

　灯りの下にはテーブル席。長方形のが全部で五つ。はてここはレストランなのかしらとひょうは思ったが、どうも様子が違う。なぜって、レストランならテーブルのど真ん中でルーレットが回っているはずがない。

「――ノーモアベット」

　ルーレットを囲んだ人たち（みんな大人だ）が、身を乗り出すようにしてボールの行く末を見つめている。

　さらに隣のテーブル二台では何やらトランプゲームをしているようだ。いい大人が火のついたような顔をしてコールだとかレイズだとか叫んでいる。それだけならまだしも、何が気に入らないのか震える手でカードを握りつぶす人までいる始末だ。

　なによ……なによこの人たち……。

　そんな異様な雰囲気の中に、ひょうはようやく見知った顔を見つけた。

「せ、先生！」

　体育の鮫さめ田だである。

　こんな近くに居たのに気づかなかった。

　というか、その服装はなんだ。

　いつも上下どピンクのジャージで生徒に笑われているくせに、今日の格好ときたらまっ白なシャツに黒ベスト、ネクタイはきらめく赤――執事？　そのくせ髪型だけはいつもの角刈りで、おまけに、おまけに……………………ネコ耳。

　ひょうは全力で脱力した。

「先生……何やってるんですか……」

　すると鮫田は口にそっと人差し指をあてて、

「しっ、お嬢さん、お静かに」

「…………」

　何そのキャラ。

　角刈りの頭上でネコ耳が揺れている。気になってしょうがない。

　なんだろう。何かのメッセージだろうか。ひょっとして助けを求めてるのかもしれない。はやく気づいてやらないと自殺とかしてしまうのではなかろうか。

　ひょうは小声で問うた。

「（ヒソヒソ）先生！　これどういうことか説明してください！」

「先生とはどなたのことですか」

「先生ですよ！」

「私はチェシャ猫キヤツトでございます。先生などという名ではありません」

「…………」

　開いた口がふさがらなかった。

「そちらに支配人がおりますので、まずはそちらでお聞きください」

　あくまでもていねいな物腰を崩さない鮫さめ田だ（腹立つ）が指し示したのは、蝶ちようネクタイをした品の良い老紳士……っていうか、あの…………………………教頭先生？

「きょっ、」

　教頭だった。

「きょもごっ！」

　チカに口をふさがれた。

「大声出しちゃダメ☆」

　やってくる。教頭がやってくる。鮫田と同じく執事っぽい服装をして、あのバーコード頭にウサギの耳を装備して、教頭がやってくる。

　もつれ合う高二と小五のペアに、教頭はうやうやしく一礼してみせた。ふっさりとしたウサ耳が目の前で上下する。もはやドン引きのひょうである。

「――当カジノへようこそ」

「カジもごっ？（ふさがれた）」

　…………カジノとな。

　カジノといえば賭かけ事ごとである。ギャンブルである。すなわちイケナイコトである。マジメなひょうはそう思うのである。

「……あの、誰だれが主催してるんですか？」

　教頭はあっさり答えた。

「私です」

　倒れそうになった。

　こんな無茶な話があるか。教育者の鑑かがみであるはずの教頭が、ギャンブル集団の元締めをやっているとは。まったく、なんという……なんという……。

「申し遅れました私、支配人の白兎ホワイトラビツトと申します。なにとぞよろしくお願いいたします」

　……お前もか。

「こ、校長先生はご存じなんですか？」

「もちろん」

「…………」

「『赤信号、みんなで渡れば怖くない』という諺ことわざがあります」

「…………」

　教育者がゼッタイ口にしちゃいけないことを言っている。しかも先生、それたしか諺じゃありません。

「教育委員会に知られれば我々一同そろってクビですので、どうかご内密に願います」

「…………」

　大丈夫なのかこの学校。

　以下、聞かされたことを列挙してみると、

・このカジノは毎年学祭のときにやっている

・生徒には基本的にヒミツ

・当然非合法

・主な客層は保護者

・ディーラーは教員のシフト制

・負けたからといってケーサツにタレ込もうなんて人は、消しちゃうぞっ☆

　……という具合である。

　うやうやしく一礼して去っていく教頭の背中を呆ぼう然ぜんと眺めつつ、がっくりと膝ひざをついたひょうであった。

　しかしつくづく思いもかけない場所に作ったもんである。

　高台にある黄こ金がね橋ばし学園のさらに最上階。地下カジノならぬ天上カジノ。まさしく天空の城。カジノはあったんだ！とリクならまちがいなく叫んでいただろう。

　……とか考えていると、脇わきから声が飛んできた。

「あかぁっ！　つぎはぜったいあかがくるのー！」

　ぎょっとした。

　成なり田ただった。

　英語教師35歳独身ホスト狂い、学祭実行委員の成田香かおる子こだった。

　でっかいビールジョッキをルーレットテーブルに持ちこみ、他ほかの客の迷惑かえりみずぐびぐびぐびぐびぐはー。げっぷ。……おうっぷ！とかやっている。もはやただの飲んだくれである。

　しかし――

　こんなところで油を売ってて大丈夫なのか。実行委員は当日いっちばん忙しくて目が回りっぱなしの役どころのはずなのだが……？

「……せんせ？　実行委員のお仕事は……？」

「赤に５枚！」

　ダメだ聞いてない。

　ノーモアベット、とディーラーが告げ、しばし……

　ルーレットの周りを、小さなボールがくるりーん、くるりーん、くるりーん……ぽとっ。

　無言でジョッキを床にたたきつける成田。

「せ、せんせ、せんせ落ち着いてくださいっ！」

「あー、あー、も～かれこれ五万円もスッちゃったぁ……。へいディーラー、アウトぉ！」

「当カジノではそのようなシステムはございません」

　ちなみにアウトとは雀じやん荘そう用語で、カネのなくなった客が店からカネを借りる行為を指す。この女、本格的にどうしようもない。

　ふふ、ふふふふ……。ついにヘンな笑いが漏れだした成田の肩を、ひょうはもういてもたってもいられず揺さぶった。

「先生！　先生！　あの、大丈夫ですか！」

　すると成なり田たはとろーんとした目でひょうをゆらゆら見つめ、

「あ～、なんだぁ蘭あららぎさんじゃなぁい。ねぇちょっと聞いてよぉ」

　ばんばんと隣のイスを叩たたき、座れと命じてくる。

「いや、あの、」

　遠慮するひょうの前で、そのイスにどっかと腰を下ろしたのはチカだった。

「あの、ちいちゃん？」

「……黒に50枚！」

「ちいちゃん！」

　この子やる気まんまんである。

「しかも……なにその大量のチップ！」

　チカの横には、おおいつの間に、ジオラマとみまがう巨大なチップ山脈が……！

　しかも成田の持っていたやつとは色が違う。成田のは白だったのに対し、こちらは目の覚めるような赤。当然同じレートではあるまい。

　チカは朗ほがらかに言い放った。

「指輪イッコ売ってみたっ☆」

　卒倒しそうになった。

　いやいや。



    

  
    
      



    

  
    
      　売ってみた、じゃない。売ってみた、じゃ。

「まー聞いてよ蘭あららぎさん！」

　前門の酔っぱらいと後門のギャンブラーに囲まれて、もういかんともしがたいこの状況。

　構わずさっそく語り出す成なり田た。昨日のタージ・マハルホストクラブがなんちゃらかんちゃら。

「――そんでね？　どっかのバカ女がチョーシこいてドンペリとか入れちゃってさあ！　あいつ、そんなにドンペリコール聞きたいわけェ？　いいわよやればいいわよ知ったこっちゃないわよ。けどね、うちの流星まで持っていくのはやめてもらいたいわけ。あんまり寂しくてさあ、思わず手元のグラス一気にあおって、おまけに手て酌じやくしちゃったわよ！　はあん！　ホストクラブで手酌！　泣ける！」

「…………」

「それでね？　戻ってきた流星がごめんごめんなんて頭下げてるわけ。オレほんとはああいう騒がしいのニガテなんだよね～って。……でもね、私思ったの。ひょっとして流星もそういう高いの入れてほしいんじゃないかって。誰だれだって目指すのはナンバーワンでしょ？　売り上げ欲しいじゃない？　だから、こっそりそう聞いてみたの。そしたら彼……なんて言ったと思う？」

　……こっちに振らないでください。

「えーと……別にそんなことないよ、とか？」

「ちがうの！　彼ったらさ、にっこり笑ってこう言うワケ！『オレは香かおる子こが来てくれるだけでうれしいよ』って……」

「…………」

「ンもおおおお！　ねえどう思うっ？　そんなこと言われたらさあ、もういてもたってもいられないでしょ？　応援したくなるでしょ？　やるしかないでしょ？　人として！　だから私は言ってやったわよ！『私が流星をこの店の一番にしてあげる』って！」



　～回想モード～

　　『一番……ったって、』

　　　『入れていいわよ』

　　『え？』

　　　『――ピンドン』

　　『いや、ムリしなくていいよ』

　　　『私がムリしてるように見えるわけ？』

　　『………………マジ？』



「んんんんムリしてたわァッ！

　どぉ考えてもムリしてたわァッ！

　見栄張りすぎたわ私のバッッカァァァッッ！」

「……あの、ピンドンって？」

「ピ・ン・ク・の・ド・ン・ペ・リ！　知らないの？　ふつーのドンペリより高くてすごくてエラいやつ！」

「……ふつうの高校生はあまり知らないと思います……」

「じゃあ期末に出す！」

「……わかりました」

　ひょうは律りち儀ぎにメモ帳を取り出した。ピンドン＝ピンクのドンペリ。ふつうのドンペリより高くてすごくてエラい。

「だって一本50万よ？」

　メモメモ。一本50万。……ごじゅ？

「ごじゅうまんっ？」

「そうよ！　50万ったらアンタ、私の給料ひいふうみいよう、ひい！　五ヶ月分！」

「えっ、先生そんなにお給料少ないんですか？」

「聞かないで！　理由は聞かないで！」（注：‥度重なる授業放棄による減給）

「…………」

「おかげでいまカラッケツよ。逆さに振ったって何も出ないわ。ほんとよ。もうアパートの畳まで売っちゃってな～んにもないの」

　……この人どうやって生活してるんだろう。

「あれ？　でも、あの、ここでルーレットしてたんですよね？」

「それでさ……一発逆転狙ねらってさ……ちょっとサラ金いって五万借りてきたわけよ……」

「――――」

　気の毒すぎて声も出ない。

「それもスッちゃってさあああ！」

　知ってます見てましたとはとても言い出せない。

「あの、それでお財さい布ふにはいまいくら……？」

「……五円玉が二枚」

「ちなみにお給料日まであと？」

「……51日」

　すでに前借りしてるこの人。

「だから、ね？　そのうち私、服も売っちゃって簀す巻まきでガッコ来ることになるかもしれないけど蘭あららぎさんお願いだからそのときは笑わないでね？」

　なぜか手を握ってくる成なり田たに身の危険を感じ、「ち、ちいちゃんそろそろ行こっか！」と振り返ると……。

　ドザ―――――――――――――――――――。

　……チップ山脈が３つに増えていた。

「ちいちゃん……ナニコレ……」

　その山の中から声がした。

「あ、もういくの？」

「生きてるっ？　ちいちゃん生きてるっ？」

「すみませ――ん！　換金してくださ――――い！」

　すると向こうから、ウサ耳支配人（教頭）が真っ青な顔をして飛んできた。

「換金はッ……換金はどうかッ……いましばらく……お待ちいただけませんでしょうかッ……」

　まあ、そうよね……とひょうはあきれ果てた。チカの持ってた指輪はたしか、最低でも２０００万クラス。それをチップに換えて、三倍に増えて６０００万。差し引きカジノは４０００万のマイナスだ。学校にそんな大金あるわけない。

「えっとぉ、じゃ、いつまで待てばいいのぉ？」

「ええ……後期の授業料が入れば……ご用意できるかと……！」

　……そんな裏側見たくなかった。

「もお、しょうがないなあ。じゃあ、ちい待ってるからね！」

　チカは貸した金を強引に取り立てることはしない。なぜならば、彼女は借りた側の負い目をこそ利用するのである。完済されない限り、その負い目は彼らの背中に岩のごとくのしかかって離れない。

　こういう状況だと、チカの要求がふだんよりずっと通りやすくなるのだ。圧力をかけるのもカンタン。指輪ひとつの犠牲で教員を統すべる権力が手に入るのならむしろお買い得――チカはそう考えているにちがいなかった。

「……うー」

　しかしなんだ。

　ぶっちゃけ、ひょうは疲れていた。

　この慣れない環境。先生主催の天上カジノ。刺激が強すぎる。

　水の一杯でももらって、ちょっと休憩したいところである。

「ちいちゃん。あたし……ちょっと落ち着きたいかも」

「いいよ～。あっちにバーがあるよっ」

「……も、このさいどこでもいいわ。ソフトドリンクあるかなあ……？」

　席に着くなり今度はシルクハットがやってきた。

「おやおや、かわいいお嬢さんが二人紛れ込んだようだにょ」

　バーテンをやっているのはこれまた物理教師の体育会系男盛り30歳鳴なる子こ花はな三さぶ郎ろうで、ひょうは膝ひざから崩れそうになった。

「先生……」

「先生？　それは誰だれのことだにょ？　私は帽子屋だにょ」

　鳴子はそう言って、かぶったシルクハットのフチをくいと上げた。この語尾でこの格好。どういうキャラで通すつもりなのかさっぱりわからない。

「慣れないと……慣れないと……」

　必死に自分に言い聞かせて、よっこらしょとイスに腰掛けウーロン茶を注文。「じゃあちいも～」と言ってチカがウーロンハイを頼んだのでそれを遮さえぎってウーロン茶を二つにする。

　メニュー表がないのでお代はいくらかと尋ねると、お代は頂きませんと言われた。ここに来て初めてうれしさを感じた瞬間だった。

　ともあれ飲み物が運ばれてきて、まず一口。ふとようやく安あん堵どの長い息をつく。あー疲れた。

　と。

「ギッヒッヒッヒッ！　どうしたねお嬢ちゃん！　元気ないねえ！」

　魔女みたいな笑い声とともに、横にどかっと無遠慮に座ってきた人物がいた。ばんばん肩を叩たたかれてひょうは思わずむせる。

　その顔を確認して、

「あ、あわ」

　ぶったまげた。

　ババアである。

　しかし――ひょうはこの人を知っている。

　あっちは知らないだろうが、こっちは知っている。

　なんでこんなところに。

“〝グランシェフ・エミリー”〟。

　この界かい隈わいでは、いまやマックもモスもはるか後方に置き去りにして、ぶっちぎり一番の人気を誇る個人経営のハンバーガー店『サラマンド』。

　そのオーナー“〝グランシェフ・エミリー”〟とは、何を隠そうこの人のことだった。

　こんな人間はふたりといない。

　女だてらに１８０はあろうかという長身。けれどゴツいわけではなく、手足はモデルみたいに長くてすらりとしているし、胴にもムダな肉などいっさいついていない。そろそろ70にもなるというのに真っ黒いライダースーツにグラサンという弾はじけたファッションで、これがまたよく似合っているのだ。もしゃもしゃした金髪を豪快にかき上げる。その瞳ひとみや表情にはとても老人とは思えないエネルギーが満ちあふれている。

「どうだい？　稼いでるかい？」

　ババアは一台のチップ台を引き連れており、その上にはチカほどではないが山と積まれたチップが凶悪なカネの光を放っていた。だいぶ荒稼ぎしてきた模様だ。

「あの、グランシェフ・エミリーさんですよね」

　こわごわそう言うと、ババアはまたギッヒッヒと笑った。

「ンな堅ッ苦しい呼び方するなァ記者さんだけでいいんだよゥ。何がグランシェフなもんかね。こんなのただのババアだよババア。お嬢ちゃんもそう呼んでくれて構わないよ」

　ひょうはぶるぶる首を振った。ババアなんてとんでもない。

「じゃあ……エミリーさん」

「ヒッヒッヒ。まァいいやね」

　エミリーは懐から一本の葉巻を取り出すと、その先っちょを折りたたみナイフで切って火をつけた。

　つっと吸って、がっはーと盛大に煙を吐き出す。そんな姿がつくづく様になっている。

「……それで、今日はどうしてここにいらっしゃるんですか？」

「おんやあ。アタシみたいなババアがこんなとこにいちゃいけないってのかい」

「いえっ！　そういうわけじゃっ！」

「ヒッヒ、冗談だよゥ。いやね、うちの弟子が学祭で店出すなんてことを言い出したモンだからさァ。どんなもんかと思って、ひとつ拝みにきたってわけさ」

「へえ……」

　そう言われればそうだ。一年おうまさん組【サラマンド学園店】。堂々と名乗ったものだと思っていたが、彼女の弟子が出していたとは知らなかった。

「あの、ところで、えっとお一人で？」

「いんやあ。それが懐かしい顔とバッタリ会っちまってねえ。ええとどこ行ったんだ。あァいたよ。お～いジジイ！」

　現れた“〝ジジイ”〟の顔を見て、ひょうはまたもやぶったまげる羽目になった。

「さ……才さい翁おう親方！」

「なんだい。アンタ有名人なのかい」

「……知らねえよ…………」

　不機嫌そうに呟つぶやいてエミリーの隣に腰を下ろしたのは、まごうことなきあの激ウマタコ焼き屋『才翁屋』の店主、才翁親方その人であった。

　きれいに禿はげ上がった頭。カタブツを絵に描いたような四角顔。いまどきこんなバカボンのパパみたいな腹巻きをしている奴やつはそうはいないだろう。ずんぐりむっくり胴長短足の、これぞ日本のオヤジという風ふう体ていである。

　席につくなりため息をついて肩を落とした親方を見て、エミリーがまたギッヒッヒと笑った。

「おんやまあ。あんたそれっぽっちかい？」

「やかましい！」

　見ると彼の手元には一番安い白チップが二、三枚っきり。あとはきれいさっぱりスッてしまったらしい。

「ギッヒッヒッヒッ！　あいかわらず金かね儲もうけがヘタだねえ！　ホラごらんよこのチップの山！」

「は、見たくもねえや」

　ぷいと顔を背ける親方と、おかしくてしょうがないといった顔でその肩をバンバンたたくエミリー。

　ひょうは思った。

　ひょっとしていま、自分はとんでもない場面に出くわしているのでは……？

　考えてみれば、黄こ金がね橋ばし市の誇る二大有名個人店のオーナーが、肩を並べて話をしているのである。こんなの、めったに立ち会える状況ではない。

　恐縮しながらウーロン茶をすすっていると、また背後から声がした。

「――おーいバアさん！」

　っ？

「またなくなっちったよー！　おれポーカーメチャクチャ弱えー！」

　……聞き覚えがある。すごく。

　そっと振り向いた。

　馬がいた。

　あと、グラサン娘がいた。

「ヒッヒ。だから向いてないって言ってんのにねぇ」

「うっせーよ」

「アンタそれ、いつまでかぶってるつもりだい？　見てると暑苦しくてしょうがないよ」

「ふっふっふ。これをかぶるとおれは怪盗ポメラニアンになるのだ！」

　楽しげに会話を交わす二人の横で、ひょうはすっくと立ち上がった。

　ひょうの存在に気づいたのはグラサン娘の方だったが、かまわず手を伸ばして馬マスクをむんずとつかみ、

「お？」

　引っこ抜いた。

「あっ」

「…………リク」

　目が合う。

「…………」

「…………」

　まだ何もしないうちから、リクの額から汗がだらんだらん流れ始めた。

　ヤッベ見つかったヤッベどーしよヤッベこれヤッベ、って顔に書いてある。

　馬マスクをぺしっと投げ捨てて、ひょうの言語回路と行動回路がリク専用のそれに切り替わる。

　ダァンッとウーロン茶のグラスを置いて、

「なぁにマヌケヅラさらしてんのよこの重犯罪者があっ！」

　あんなに疲れていたはずなのにバネ仕掛けのようにぴょんと立ち上がり、空いた席にリクを力ずくで座らせる。

「いいことジャック犯は蘭あららぎ刑けい法ほう13条で体中の穴という穴に錆さびた釘くぎを打ち込んで死刑と決まってるのっ！　何日も何日もかけて傷口が化か膿のうしてゆっくり死んでいくのよあはははお似合いの末路だわっ」

　こんなところにいればストレスもたまるだろう。肩はこってないか？　顔色は悪くないか？　水分足りてる？　チェックチェックチェック！　熱は？　おでことおでこをくっつけて、

「うおあっ！」

「抵抗するなこの豚！」

「人間！　おれ人間！　せめて豚のうしろに野郎ってつけて！」

「抵抗するなこの豚野郎！」

「よろしい！」

「水っ！　水分っ！　ウーロン茶っ！」

「単語でしゃべんなっ！　何言ってっかわかんねえ！」

　リクの背後に回り、左腕一本で首をがっちりロック。身動きがとれないようにしてから空いた右手で自分の飲んでいたウーロン茶のグラスを引っ掴つかみ、リクにムリヤリ飲ませようとする。

「ちなみにあたしの口つけたとこはココ！　ココね！　外すんじゃないわよっ！」

「指定してんじゃねえよ―――おうむっ！」

　ざっぱぁぁんっ――――

　岩肌に打ち寄せた大きな荒波が砕け、白い泡が舞い飛んだ（イメージ）。

「ふ……」

　キス・オブ・ザ・間接。

　ミッション…………コンプリート。

　ごく、ごく、ごく――

「……ぷはっ！」

　カラになった。

「あー、溺おぼれるかと思った……。……おらっ！　飲んでやったぞっ！　離せっ！」

「…………」

　ロックを解く。

「……………………」

　リクそっちのけで、リクが飲み干した空っぽのグラスを両手でちょこんと持つ。

「………………………………………」

　グラスをじっと見つめる。

　ドキドキする。

「……、」

　口をつけてみようと、

「だあああああッ！」

　横からひったくられた。

「なっ、何するのっ！」

「てめーこそ無抵抗のグラスさんに何してやがんだあああっ！　へいマスター！　これすぐ洗って！　ものすごくキレイにして！」

「だめよもったいないっ！」

「おめーは黙だあッてろォッ！」

　叱しからなきゃいけないはずなのになぜだかこうなってしまう。理由はカンタンで、別にリクは不ふ埒らちな行為に及んでいるわけじゃないからいまいち虐殺モチベが上がらないのだ。これはいけない。叱らねば。

「リクっ！」

「アーハァン？」

　殴った。

「リクっ！」

「はいっ！」

「とりあえずみんなの前で謝りなさいっ！」

　学祭をジャックするだなんていうバカげた行為で方ほう々ぼうに迷惑をかけたことをみんなにお詫わびするのだ。

　もうリクの返答も聞かずに首根っこ掴つかまえて引きずっていこうとして、

「お待ちを。お嬢さん」

　物理教師ならぬ帽子屋バーテンが声をかけてきた。いましもリクの渡したグラスを洗い終えようとするところで「――ここでは彼は無実だにょ」

「はい？」

「ゆえにお嬢さんにそのような行為に及ぶ権利はないにょ」

　洗ったグラスをていねいに拭ふく。きゅっきゅと小気味良い音がする。

「下界の罪はここでは一切問うことができませんにょ。なんとなればここは治外法権であるからで……日本の法律がまかり通る場所ではないのですにょ」

　拭き終わったグラスを棚に戻し、帽子屋バーテンはひょうに冷ややかな流し目をくれた。

「当店の名をお忘れですかにょ？『宴うたげの国のアリス』――そう、ここは『宴の国』なのですにょ。下界のしがらみをきれいさっぱり忘れていただき、お客様に心より楽しんでいただくことが当カジノの本意なのですにょ」

「…………」

　つまりなんだ、要約すると、ここではリクをぶっちめることはできないと。手は出せないと。そういうのは外に出てからやれと、そういうことか。

「うう……」

　なんだかイライラする。

　だってリクは悪いことをしたのだ。悪いことをしたからには、どこにいようとしかるべき報いを受けるのが当然なのではないか。しかも他ほかの人ならともかく先生がそれを言うのか。この、この、ブツブツ。

　……とかなんとか考えていると、

「蘭あららぎさぁんっ！」

　後ろから誰だれかに抱きつかれた。

「わ、お酒くさいっ！」

　もう匂においでわかる。成なり田たである。さっきルーレットのところで轟ごう沈ちんしていた成田である。

「あらぁ増えてる？　まあ、春はる田たくんに丸まる鍋なべさんもいるじゃないのぉ。えへへえ元気ぃ？」

　すでに脳みそまでアルコールに漬かっている顔で、成田はへらへらと笑いかけた。

「元気、じゃないです先生！　リクはあのジャックの、張本人なんですよ！　ほら先生！　先生として！　実行委員として！　何かガッツーンと言ってあげてください！」

　正論である。

　先生として実行委員として、成田はリクにしかるべき処置をなす義務があるのではあるまいか。

　ところが成田ときたら、空いた席に腰掛け、めんどくさそうに髪をかき上げてこの一言。

「ぶっちゃけねえ、私、学祭とかどぉでもいいんだぁ～」

「………………………………………………………………………」

　……せんせ、それは、言っちゃ、ダメ。

　しかも生徒に言うだけならともかく、ここにはバーテンのカッコした先生もいるではないか。

　冷や汗を垂らしながら帽子屋バーテンを窺うかがうと、

「治外法権ですにょ」

　……アリらしかった。

　自由の国である。

　さらに成田は増長する。

「春田くん？　ジャック？　あ～もうドンドンおやんなさいよ。私止めないから。い～わねえ若いって。青春よねえ。私もそーゆーの、やってみたかったぁ」

「治外法権ですにょ」

　聞いてないのにわざわざ無実だと念押ししてくるバーテン。間接的に「いまの発言、アウト」と言っているに等しい。

「まー上の人にとっちゃ迷惑この上ないんだけどさ、そーやってバカばっかやってるコの方が、のちのちステキな大人になっちゃったりすンのよねぇこれが。勉強に明け暮れてたって楽しい経験なんかこれっぽっちも増えないんだから。社会人になったらもうバカできないし。やったらクビ切られて終わりだし。だからいまのうちよいまのうち。いっぱい大人にメーワクかけて、それで大人になったら、今度は子供のメーワクがっちり受け止められる人になんなさい。いい？　わかった？　春田くん」

「お、おう」

　いつになくマジメモードの成なり田たに、リクはたじたじ。

　それにしても成田先生、たまにはいい話をする――と思ったら、次の瞬間にはびと――んと頬ほおをカウンターに落として、

「そして私は今日もタージ・マハルに行くのよ……」

　何が『そして』なんだか知らないが、もういつもの成田である。賢者モードはエネルギーの消費が激しいらしい。

「もう……何も見えないわ……流星の顔ぐらいしか……」

「流星？」とリク。

「新人」

「ホストかよ！」

「21歳。二ふた月つきめ。福ふく山やま似。Ｏ型。しし座。水星人。誕生日は８月31日」

「そんな箇条書きでプロフィール言われても知らねぇよ……」

「やさしいの～。すっごくやさしいの～」

「…………」

　そんなんカネ払ってんだから当たり前である。

「……ま、なんだ」

　そろそろ相手するのがめんどくさくなってきたようで、リクはいかにもやっつけな感じで成田の肩をばんばん叩たたいた。

「元気出せよセンセー！　まだ間に合うって！　ほら周り見てみろよ！　ホスト遊びより楽しいことなんていっぱいあるって！」

　成田の体が一瞬ぴく、と動いた。

　……が、それっきり沈黙。

「……あのさぁリク」

　代わって口を挟んできたのはチカだった。

　いつものアイドル口く調ちようではない。冷静で、じっとり観察しているような素の声だ。

　その声で、彼女は思いもかけない発言をした。

「あの不良やっつけたのってさ、リクでしょ？」

「知らねー！」

「ほらビンゴ」

「いやいや聞けよ！　知らねーって言ってんだろが！」

「そうやって自信満々に即答するときはだいたいウ・ソ。リク自分で気づいてないの？」

「うっ、うぐ、……！　……！　！」

　おまえそおやってなあ、ひとのこおどおをいちいちかんさつするなんてなあ、いけないんだぞお、とムキになった小学生みたいな口調で絡むリクの横で、ひとり話についていけてないのはひょうである。

「え？　え？　どういうこと？」

「ひょうも見たでしょ？　あのお化け屋敷のロッカーに入ってた人たちとか」

「…………」

　いた。詰つめ込まれていた。リーゼントと坊主頭の二人組。

「他ほかにもさ、いかにも不良っぽい人見かけたよね」

　いた。パンチにモヒカン、ド金髪、その他。

「あれみーんな幼女高オサコーの人たちだったから、ヘンだなーと思ってたの。それで、オサコーの人たちって毎年ちょっかい出しに来るんでしょ？　だからそれをうまく撃退して、みんな安心して学祭楽しめるように……とか、そんなこと考えてたんじゃないの？」

　ひょうは口をパクパクさせる。うまく言葉が出てこない。

「でもリクが、その、お化け屋敷とか、ゲーム喫茶とか、あと、あとほかにもいっぱい迷惑かけてたのは事実じゃない！」

　チカは動じなかった。

「んと……ここからはわたしの勝手な空想なんだけど……」

　横目でリクを見て、

「あれ全部、不良撃退するための道具だったんじゃない？」

「……なんで？」

「クモとかビデオとかは何に使ったか知らないけど、あのお化け屋敷で流れた『スリラー』はたぶん、あの人たちの呻うめき声を消すため。じゃなけりゃそれか、気絶させたときに出た、何か大きな音を誤ご魔ま化かすため」

「っ！」

「リク、どう？　違う？」

　リクは答えなかった。

　ただ気まずそうに目をそらして、すねたように下唇を突き出している。その姿が、チカの言葉が真実であることを告げていた。

　チカはふふっと笑った。いつもの子供らしい笑いではない。グラスを傾けながら漏らすような、大人の笑み。

「学祭をジャックするとか言って、爆竹まで使ってあんなハデなパフォーマンスしてさあ、何やってるかと思えば陰でコッソリそんなことして、はぁ、ホント素直じゃないよねえ」

「うぐぅ……」

「お化け屋敷ジャックしたりさぁ」

「…………」

「同士討ちさせたりさぁ」

「…………」

「四階からプールに放ほうり込んだりさぁ」

「…………」

「ペンキまみれで転がしてみたりさぁ」

「…………」

「女子トイレで水浴びさせてみたりさぁ」

「……え？」

　リクがふいに顔を上げた。

「なに？」

「その、最後の」

　その顔はあっけにとられていた。

　やがて、その口から、うわごとのように。

「最後の……おれじゃない」

　――――。

「え？」



　　　＊＊＊



　三階廊下にて――



「わあ……きれい……」

　すれ違った小さな女の子が憧あこがれるように呟つぶやいた。

　ザッ。

　目も醒さめるような金髪。透き通るように白い肌。こんなにきれいな顔をしていながら、しかし愛あい想そなどどこかに置き忘れてきたようにぶっすりと少女は口を開いた。

『失礼よあれは』

　さきほどの奴やつらのことを言っているのだ。

　金色の髪というものが珍しいのは周りの反応を見ていてわかったが、声をかけてきたのはあいつらが初めてだった。気持ちの悪い顔を近づけてきて、ゲヘヘと下品に笑う。嫌けん悪お感かんばかりつのっているところに、頼みもしないのにハインツが『かわいいって言ってるよ！』とうれしそうに訳してきて、そんなの心底どうでもよかった。続いて肩に手を置かれたあたりでついに嫌悪感が限界に達したので、ちょろっとひねってトイレの便器に突っ込んでやったというわけだ。

『ハインツもそう思うでしょう』

　隣に忠犬のようにくっついてきている少年――こちらもきれいな金髪だ――が、ぱっと花咲くような笑顔を見せた。

『そうだね！　カミラ！　好き！』

『…………』

　脈絡もなくそんな言葉が飛び出して、彼女はがっくりと肩を落とした。

『はあ……』

『どうしたのカミラ？　疲れたの？　お姫様抱っこしてあげよっか？』

『ええ……本当に疲れるわ……あなたといると……』

　こめかみを押さえるカミラ。

　窓から見える空は雲ひとつなく晴れ渡っている。眼下に見下ろす街は夏の太陽を浴びて魚の腹のような銀色に照り輝き、緑あふれる林の中からはアブラゼミとツクツクボウシの大合唱。

　夏だ。

　ときおり吹く風はドライヤーみたいに熱く、日陰にいても自然と汗がにじんでくる。

　脇わきを子供たちがどたどた走っていく。それを追って母親が「こらっ！　走っちゃダメ！」と叫んでどたどた走っていく。教室の入り口では「タコ焼きタコ焼き～！　納豆チーズ明めん太たい子こなんでもござれ！」と客引きの生徒の声。隣では「アイスフライどっスか！　外さっくり中ひんやりアイスフラァ～イ！」と別の客引きが声をからしている。

『それにしても妙ね……』額の汗を指で拭ぬぐうカミラ。『ガッコウって、勉強するところじゃなかったの？　たくさんの人がモノを売り買いしているけれど』

『きっとお祭りの日なんだよ！　ワルプルギスの夜みたいなさ！』

『それにしても暑いわ……もうちょっと涼しいときにやればいいのに』

『ねえカミラ、あれ食べていい？　さっきからじゅうじゅう音がして、いい匂においがしてるんだ！』



    

  
    
      



    

  
    
      『……ハインツ』

『なに？』

『私たちの目的は？』

　そんなのわかってるよう、とハインツは口を尖とがらせる。

『“〝禍まが姫ひめ”〟の回収でしょ？』

『わかってるなら余計な道草は食くわないこと』

　左手の指輪をいじりながら言う、そんなどこまでもそっけないカミラに対して、ハインツはどこまでも屈託がなかった。

『うん！　わかった！　じゃあ、あれ食べていい？』

『駄目』

『ええ～？』

　不満げな声を上げて物欲しそうに指をくわえながらも、おとなしく従う少年。つくづく忠犬のようだ。

　通りがかった親子が、カミラをひとめ見るなりはっと息を呑のんで、

「すごおい！　ママ、あのひとお人形さんみたい！」

「ほんと、きれいな子ねえ……」

　それを当たり前のように無視してカミラは歩き、少ししたところで、

『訳して』

　と一言。

　ハインツはまるで自分がホメられたみたいに、うれしさいっぱいの顔で答えた。

『えっとね、カミラはとってもきれいでお人形さんみたいだって！』

　しかしカミラはひどくつまらなさそうな顔をして、まるで時間のムダだったとでも言いたげに『くだらない……』と呟つぶやいて歩き出す。

『何がダメなのさ？』

　少年は追う。

『カミラはすごくすごくきれいだよ！　僕もそう思うもの！』

　むすっとした少女。笑顔の絶えない少年。妖よう精せいのようでありながら対照的な二人が、隣り合って学祭の空気の中を泳いでいく。



　　　＊＊＊



　最上階【宴うたげの国のアリス】にて。



　天上バーマンハツタンカフエでの邂かい逅こうより10分。

　バーカウンターにヒジをついて、ひょうは考えを巡らせていた。

　なるほど、ここでリクを引っ捕らえられないことはわかった。

　となると、リクが自らここを出て行くのを待つしかない。

　つまりは――持久戦である。



　カウンターには、ひょう、チカ、リク、ねこの順番で座っている。

　ひょうが注文の先陣を切る。

「マスター、ウーロン茶ロック！」

「ちい、ウイスキーロックで」

「ちいちゃんお酒はダメ！　ウーロン茶２コ！」

「じゃおれは……スクリュードライバー！」

「何それ？」

「オレンジジュースだ」

「そ……その目はウソをついてる目ッッ！」「ちィッ！　なぜわかったッ！」「お酒でしょ！　冗談じゃないわ！　マスター、ウーロン茶３つ！　……丸まる鍋なべさんは？」

「……ウイスキーダブル」

「なんでみんな呑のむ気まんまんなのよっ！」

　カウンターにはウーロン茶が４つ並び、その端っこではひょうがグラスを鬼のような目で睨にらんでいて、のっけから剣けん呑のんな雰囲気である。

　耐えるのよ……ここを出るまでの辛抱よ……。そんなことを呟つぶやきながら、ウサギぐらいならそれだけで殺せそうな視線をグラスにガッツンガッツンぶつけている。そろそろグラスもビビって割れそうである。

　隣ではチカとリクが呑のん気きに談笑していて、ワレなに楽しそうに喋しやべっとんのじゃコラおどれの立場わかっとんのかいアアンそろそろエエ加減にせんとコンクリ詰づめにしてそこの25メートルプールに沈め「パリーンッ」「ひいいいっ！　何もしてないにょにグラスが勝手にぃっ！」「……すみませんお代わりください」「殺さないでにょっ！　まだ家のローンが22年もっ！」「お代わりください」「はいいいっ！」

　……というとっても有意義な時間が５分ほど経過し。

　――いつまでダベってるつもりなのっ！

　依然として事態は動かず、楽しそうなチカの笑い声が聞こえてくる。

「わあ、ちい妬やけちゃう～っ」

「ステキでしょう？　こういうカレシ」

「うんうん！　こうやって、何もかも隠さないでさらけだしてくれるって、やっぱり安心できるよね、せんせ」

　……せんせ？

　ヘンだ。

　がばっと顔を上げた。猛然と振り返った。

　リク――じゃない！

　いったいいつの間に入れ替わったのか。

　お前は……生物担当の竹たけ村むら雪ゆき！

　マリリン・モンローが白衣を着たようなその出いで立たち。滴したたるようなフェロモンを全方位にまき散らし、カジノ仕様のウサ耳をフリフリさせて（やっぱり何かの役をもらっているらしい）デフォルトで悩ましげなポーズをとっている。正直ひょうの手には負えない相手だ。

「リクはっ？」

「なぁにぃ？　どうしたの蘭あららぎさぁん。そんなコワいカオしちゃってぇんっ」

「リクはどこいったんですかっ！」

「もう、やぁねえ。春はる田たくんよりステキなオトコなんてたぁ～くさんいるのよぉ？　例えばぁ、ほぉ～らここにもひとり……」

　そう言って脇わきからサーフボードみたいに担ぎ上げたのは……あの……その……できれば目の錯覚であってほしいのだが……、

「…………………………………人体模型……？」

　そう。アイツである。

　小学校の理科室の隅っこに置いてあるアイツ。寡黙でおとなしくて、右半身はすべすべのお肌を持っていて、左半身はそのすべすべお肌を丸ごと引っぺがして内臓から血管から全然見せてほしくないあぁ～んなところからこぉ～んなところまでダイタン露出！　ていうかグロい！　ぶっちゃけキモい！　やめて近寄らないで！

　……そんなアイツを、

「それ、何ですか？」

「カレシ」

　…………。

　シュゴゴゴゴゴゴゴゴ…………！

　奈な落らくが口を開けていた。

　――だっ……ダメよひょう！　これは入ってはいけない世界！

「えっと、ところでちいちゃん！」

　臭い物にフタをするごとく竹村をスルーし、

「リクどこいったのっ？」

「ん～？　出てったよ～？」

　…………なぜ言わない。

「もう……！」

　さすがにそろそろ頭に来ていた。

　トラブルというのは、こんなにもままならないものなのか。リクはロクに説明もしないまま消えるわ、チカはちっとも協力してくれないわ、「どぉお？　アタシのカレシ。ねぇねぇ感想募集中」あとついでに竹村はウザいわで、正直なところひょうのガマンはかなり限界に達していた。

「……じゃあ……そろそろお暇いとまします……」

　怒りを抑えて立ち上がる。またリクを捜さねばならない。校舎の広さはさほどでもないというのに、ことリクを見つけ出すとなると何倍にも広くなったように感じる。

「ちいも行く！」

　呑のん気きにそんなことを言って、ぴょこんとイスから下りるチカ。つくづくいい気なものだと思う。ちょっとリクを押しとどめる気さえあれば、こんな余計な手間はかけずに済んだというのに。

　ガマンガマンと自分に言い聞かせる。こんな小さなコに当たり散らすなんてそれこそイジメだ。いまはガマンして、リクをとっつかまえたら、全部まとめて晴らさせてもらおう。

【宴うたげの国のアリス】を出る。夏の熱気が体を取り巻く。怒りの足跡を一歩一歩刻んでいく。

　窓から見上げた太陽は、少し傾きつつある。



    

  
    
      
4th Gate　“〝Native Dancer”〟





　ちょっと遅めのお昼ごはんをハンバーガーで済ませ、そろそろ２時になろうかという頃ころ。

　ひょうはイライラとしていた。

　どこに行くにもチカはついてきて、どこに行ってもリクは見つからなくて、セミがうるさくて、暑くて、もう色々うんざりして、それでも隣のチカはノーテンキに楽しそうで。

　ガマンはそう長く続かなかった。

「もうっ！」

　ついにやってしまった。

　あれだけ自分に言い聞かせていたというのに、ついチカにかんしゃくをぶつけてしまったのだ。

「ねえ！　なんでリクを捜してるかわかってるの？　なんでそんなに楽しそうなの？　マジメに捜す気あるのっ？」

「あるよ～」

　焼き鳥の串くしについたタレをなめながら言われてもなんの説得力もない。

「ないんでしょ！　だったらちいちゃんもう置いてく！」

「え～？　置いてかないでよぅ」

「なら態度で示しなさい！　まずその串くし捨てて！」

　びしりとゴミ箱に指を突きつけて、ひょうはチカを睨にらんだ。

　チカは串を目の前に持ってきて、じいっと見つめていたが、やがて、

「しゅっ」

　フェンシングでひょうを突くマネをした。

　ぶちっ。

「こっ……これはっ！　炎をコインでサンドイッチにしている！」

　しかも、串を見つめてよーわからん一人芝居。

　ぶちぶちっ。

　さすがに限界だった。

　ひょうは右手を振り回して叫んだ。

「もうっ！　ちいちゃんのバカっ！　もう知らない！」

　するとチカは謝るどころか、ペロッとピンクの舌を出してあかんべーをしたではないか。

「べ。ふんだっ。もういいもん。ひょうの言うことなんてもう聞かないもん。ベロベロべ」

　このコったら。

　いつもならこんなのだってかわいらしい仕草なのだろうが、こといまに限っては堪忍袋がもう破れる破れる。中身がボロボロこぼれ出る。

「そもそもあたしの言うことなんて聞いたことなかったでしょうがっ！」

「しらな～いっ」

「いいわよもう！　ついてこないで！」

「ふんだ。ちいもひとりでリク捜すもん。見つけたらいっしょに遊ぶもん。ひょうの見てないところで～」

　かわいさ反転、憎さ百倍。

　頭の中が真っ赤になって、もう怒りでわけがわからなくなって、気がつくと小学生みたいな罵ののしり合いをやっていた。

「ばか！」

「毛虫」

「ばーか！」

「ダンゴムシ」

「っ！　……ちび！」

「ミドリムシ」

「んぐっ！　……その、ばーか！」

「大腸菌」

　……ダメだ。ボキャブラリーに差がありすぎる。

「うううううううううっ！」

　ついに耐えかね、小学生相手に実力行使に及ぼうとしたそのときだった。



「そのケンカ、ちょおっと待ったァ！」



　いきなりハッピ女が割り込んできた！

「な、なっ！」「わっ！」

　ハッピだ。

　三つ編みだ。メガネだ。そばかすだ。

　……びっくりだ。

　まさかこの二人の戦いを体を張って止めにくる輩やからがいるとは――周りもお天てん道とさんも本人たちでさえも予測していなかったようで、まずはその驚きが周囲を包み込んだ。

「えっと、あの？」

　ひょうも思わずタジタジ。

「へい！」

　彼女は勢いよくひょうの方に振り返った。あまりに勢いがよすぎて、その長い三つ編みが弧を描いて飛び、ぺち――ん「あうぷっ」とチカの顔面を直撃。それに気づいているんだかいないんだか、ハッピの彼女はガニ股また気味に腰を落とし、気持ちのいい声で叫んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「おひけえなすって！」

　まったく人柄が表れたようなすがすがしい声だ。丸メガネの奥のぱっちりした瞳ひとみがこれまた男顔負けの不敵さを放っており、叩たたいても叩いても跳ね返ってきそうな印象を受ける。

「横から割り込みかましちまいまして、まずは申し訳ございやせん！　あっしァ一年ゾウさん組の笹ささ川がわきつねと申すケチな野郎でござんす！」

　笹川きつね。

　笹川きつねといえばあの新聞部の有名部員ではないか。はちきれんばかりのバイタリティを武器に学園内のあちこちに座ざ敷しき童わらしのごとく出没し、ハイエナのような嗅きゆう覚かくでいくつものスクープをすっぱ抜いてきた名物記者である。

　その彼女が、なぜチャキチャキの江戸っ子口く調ちようでひょうに迫ってきているのか。

「あの、あたし特に記事になるようなこと、」

「いえいえご心配には及びやせんっ！　本日ばかりは新聞部員の笹川きつねもお暇いとまをいただいて、いまここにおりやすのは一年ゾウさん組の一組員でござんすっ！」

　組員て。

　ヤーさんじゃないんだから。

　せめて一生徒とか。

「その一組員さんが……あたしたちに何か……？」

「ええ！　先ほどから拝見しておりますれば、お二方、どうも仲なか違たがいをなさっていたご様子！　そこで！」

「あっ、そっかごめんなさいっ。店の前で迷惑だったよね？」

「いえいえめっそうもございやせん！　あっしァそちら様の事情は知るよしもありやせんが、いったん振り上げた拳こぶしを黙って下ろせなンっつう野暮なことを申すつもりは毛頭ございやせん！」

「……？」

　話が見えない。

　その疑問に答えるように、謎なぞのハッピ女、笹川きつねは、

「ただ……決着をつけるおつもりならば、手前どもはそいつにふさわしい場を用意しておりやす！」

「!?」

　な、なんだか話がおかしな方に……！

「どうぞ！　目ン玉カッ開いてとっくりご覧なせえ！　――あちらですッッ！」

　両手で掬すくうようにして示されたのは、教室の中。

　それをひとめ見て、ひょうはすべてを理解した。

　今年の学祭でもっとも開催が危ぶまれていた企画。できない。無理がある。こんなものどこから手に入れるんだ。どうやって持ちこむんだ。山積みの難題を抱え、しかし彼らはみごと実現にこぎ着けてみせた。

　人呼んで――黄こ金がね橋ばしのプロジェクトＸ。

　ひょうの見ている前、高い支柱のてっぺんから、二人の屈強な男がもつれ合いながら宙を舞った。

　ダァァンッッッッッ！

『決まったァ――――――――――――――――――ッッ！

　雪崩なだれ式ブレ――ンバスタァァ―――――――――――――――ッッ！』

　立ち上がる男。大の字のまま動かない男。

　カンカンカァ――ン！

　勝敗を告げるゴングが、耳に痛いほどに打ち鳴らされる。

『ウィナァァァッッ！　赤あか土どゴウキィィ――――――――――――――――ッッ！』

　いっせいに沸き立つ観客。

　教室の床をでかでかと占領する四角いマット。四本の支柱。張り巡らされたロープ。勝者と敗者。男どもの血と汗と涙の交錯する、ここは――

　そう。

　ここは一年ぞうさん組――【闘魂スクエア】。

　漢おとこたちが己おのれの意地とプライドと肉体をかけてぶつかり合う、熱き戦いの場である。
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　同刻――

　高等部校舎最上階、天上カジノ『宴うたげの国のアリス』にて。



　オトナな雰囲気漂う中――

　シックなバーカウンターに突っ伏して、潰つぶれている女がひとりいる。

　英語担当の泥酔教師、成なり田た香かおる子こ35歳である。

　しかしよーく見てみると、潰れているわけではない。

　突っ伏した体勢のままわなわなと肩を震わせており、その口からは、

「あ、あ、あ、あのガキ……」

　頭の中では、『あのガキ』が何気なしに言ったであろうセリフがさっきからずっとぐるぐる走り回っている。

　曰いわく――

『ほら周り見てみろよ！　ホスト遊びより楽しいことなんていっぱいあるって！』

「…………」

　奥歯をぎりりと噛かみしめる。

　左手でビールジョッキを割れんばかりに握りしめ、余った右手はさっきから何の罪もないカウンターにごんごんボディブローを食くらわせている。

「ホスト遊びより楽しいことがいっぱいあるですってえ……？　冗談ぶっこいてんじゃないわよ……」

　成なり田たは断言する。

　ホストクラブより居心地のいい場所はこの世に存在しない、と。

　あの空間は現世にあって現世にあらず。乙女の夢と幻想をついに現実のものとした、地上で唯一の楽園なのである。

　あそこに行けば、自分はお姫様になれるのだ。幼いころから憧あこがれていたお姫様に。カッコイイ男たちが、ふだんなら鼻も引っかけてくれないイケメンたちが、諸もろ手てを挙げて自分を迎え入れてくれるのだ。こんなすばらしい場所が他ほかにあろうか。いやない。絶対に！

「…………ふ、ふふ」

　学祭なんてのは、正直どうでもいい。

　ガクサイジャックなんてのは、もっとどうでもいい。

　ただ。

　ホストクラブを軽んじられたのだけはガマンがならない。

　ジョッキに残っていたビールを一気にあおった。

　ダンッ！

　乱暴にジョッキを置いて、成田はゆらりと立ち上がる。

「――おいしいビールをありがとう。鳴なる子こ先生、いえ、帽子屋さん」

　帽子屋バーテンはおどけたように片かた眉まゆを上げ、

「おや、宴うたげはもうおしまいかにょ？」

「やることができたの。だからもう、行かなくちゃ」

「結構なことだにょ。僕には何もできないけれど、せめて、幸運を祈らせてもらうにょ」

「十分だわ。ありがとう」

　何か映画の一シーンみたいな会話を交わして、成田は天上カジノ『宴の国のアリス』を後にする。

　またたく間に夏の熱気が襲ってくる。お昼時はとっくに終わって、そろそろ客足も遠のいてくる頃ころだ。

　負けやしない。

　目的ができたのだ。

　前を見据えて、肩で風を切って歩く。勇ましく。堂々と。

　――ちょっとだけ、かっこよくない？

　いまの私、かなり、ネオグランゾン。



　小粋なステップ（千ち鳥どり足あし）で階段を下り、向かう先は職員室、学祭実行委員会大本営。

　前衛的な足取り（千鳥足）でそろそろ空すいてきた廊下を進み、目的の扉を開け放つ。

　職員室に一歩踏み入るなり、成なり田たは叫んだ。

「森もりくんっ！」

「あっ、せんせい！　いったいどこ行ってたんですか？　もー大変だったんですよ色々。売り上げ報告もそろそろ上がってきますし、もう、やること山積み……」

　成田は返事の代わりにげーふと酒臭いゲップを堂々吐いて、

「ごめんなさい。けれど私もサボっていたわけじゃなくってよ（大おお嘘うそ）。ひとつ、ステキな手みやげがあるわ」

「手みやげ？」

「“〝ガクサイジャック”〟――あの馬ば鹿かげた出し物の犯人よ」

「えっ！　見つかったんですかっ？」

「ええ……」

　あっちから勝手に転がり込んできた情報だというのに、成田はさも『つきとめたのは何を隠そうこの私！』みたいなとんでもない顔して傲ごう然ぜんと胸を張った。

「その正体は……二年ウサギさん組！　春はる田たリクくんよっ！」

「っっ！」

　森くんの顔に走る衝撃。この人（ちょっと顔赤くて千ち鳥どり足あしだけど）ただ者じゃない……！　そんなことを考えているにちがいなかった。ひどい。かわいそう。

「ああ……。春田くんかぁ！　たしかにやりそうだ……。それで？　捕まえたんですか？」

「それがね、森くんごめんなさい」残念そうな顔を作って、「がんばったんだけどね……逃がしちゃったのよ（またしても大嘘）」

「あちゃ……それはそれは」

「でも、なんとしても彼を捕まえなければと思うの。だからね、森くん。私の権限において――特別緊急指令ハイ・スクランブルを発動するわ」



　放送室。

　機器の前のパイプイスに陣取って、成田はアルコールにまみれた息をつく。

　教員は全員屋上教室アリスに出払っている。あの教室にはスピーカーはないから、この放送を聞かれる心配はない。

　放送スイッチ――ＯＮ。

　チャイムを鳴らす。

『ピーンポーンパーンポーン……』

　ＯＫ。正常だ。

　深く息を吸って、成田はマイクに呼びかけた。

『生徒全員全軍に通達』

　外のざわめきが、一瞬にして水を打ったように静まりかえる。

　皆ただごとではないと悟ったのだろう。続く言葉を、固かた唾ずを呑のんで待っている様子がありありと伝わってきた。

　ただ、セミの声だけが、遠く、遠く。

　緊張が高まるようにたっぷりと間を取って、それから成なり田たはおもむろに命令を発した。

「特別緊急指令ハイ・スクランブル発動。特別緊急指令ハイ・スクランブル発動！　春はる田たリクくんを引っ捕らえなさい。手段は問わない。私成田のところまで連れてきてくれた生徒には、ご褒美として――ラクガキをしてあげるわ」

　それだけ言うと、終わりのチャイムも鳴らさずに放送を断ち切って、成田は放送室を出た。

「くっくっく……くっくっくっくっくっ……見てなさいよ春田くん……！」

　思わず笑みが漏れる。彼が捕まるのも、もう時間の問題だ。しかしその笑みの邪悪さときたら尋常ではなく、すれ違う子供が片っ端から泣き出していくのがはたからみると異様な光景である。いたいけなお子様の泣き声に満ちた阿あ鼻び叫きよう喚かん地獄を、成田はしかし振り返りもせず魚雷のごとく進撃してゆく。

　なんとしてもあのガキをとっ捕まえねばならない。

　とっ捕まえて、速やかにタージ・マハルに引きずっていかねばならない。

　タージ・マハルに放ほうり込んで、思う存分ホストクラブのすばらしさを知らしめてやらなければならない。

　使命だ。これは使命なのだ。ホストクラブを軽んじた輩やからをむざむざ捨て置くことはできぬ。この心地よさ、その身をもって味わうがいい。

　ジャック犯を捕らえるという名目のもと、その実思いッきりの私わたくし事ごとで全軍を動かした彼女だった。

　成田香かおる子こ、35歳。

　これでも一応、聖職者。
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　再び一階一年ゾウさん組――【闘魂スクエア】にて。



　むっとするような熱気が空間を包み込んでいる。

　教室の中央には５ｍ×５ｍの四角いリング。その中では作業員役の生徒が、前回の対戦で飛び散った汗を拭ふき取る作業を行っている。

　観客席は最初に並べていたパイプイスなどとうに取り払って、入れるだけ入れた立ち見客がみしみしに詰つまった満まん員いん御おん礼れい状態。

　作業員が退場したのを見計らって、実況席から声が飛ぶ。

『さあ！　今回も大盛況！　おかげさまで本日８戦目のバトルになります！　時間的にこれがラストバトルになりそうだっ！』

　――特別緊急指令ハイ・スクランブル発動。特別緊急指令ハイ・スクランブル発動――

『あん？　ハイ・スクランブル？　ンなモン知ったこっちゃね――――！　俺おれを止められるのは猪いの木きだけ！　ほっといて続けます！

　さあ、今回はなんとなんと、この【闘魂スクエア】始まって以来の特別カードスペシヤルマツチ！　なんとっ！　高等部二年ウサギさん組とッ！　初等部五年ペガサスさん組からっ！　なんとなんとっ！　女二人が殴り込みをかけてきたァ――――――――――――――――――ッ！』

　割れんばかりの怒号と拍手の中、外にも増してアツイ室内で、汗だくで実況解説をこなしているのは現在左腕骨折中の金かな谷やくんである。肩から吊つったギブスが痛々しいが、この空気、気にする者などもはや存在しない。

　しかしこんな適材適所もまたとないだろう。胎教代わりにプロレス中継を聞いて育ち、幼稚園では保母さん相手に技をかけようとしてウザがられ、小学校では空手とムエタイとボクシングにハマり、中学校でＫ―１にすべてを捧ささげると誓い、そして高校に入ってからはなぜかボブスレーに目覚めてしまったという……まあ最後のやつは置いとくとして……筋金入りの格闘技マニアである。

　ゆえに客を煽あおるのなんざお手の物。

『前ぜん代だい未み聞もんッ！　前人未踏ッ！　学祭レスリングで女どうしがガチンコでやっちゃうぜっ！　いいのかいいのかっ？　お前ら、いいのかァッ？』

　いいとも―――――――――――――――――――――っ！

　茹ゆだるような暑さと暴動寸前の熱狂のせいで、男も女もみんなおかしいくらいにノリッノリなのだ。

『しッかも両方超絶カワイコちゃんときてやがるッ！　こんなのいっぺん見たかったッ！　そう思ってるのはオレだけかっ？　違うよなァみんなァ―――――ッ！』

　み――――――――た―――――――――い―――――――――――！

　もう、思うがまま。

『それではさっそくっ、各選手の入場だああああっ！』

　黒板側にあるふたつの入場口のうち、青く色づけされた方からフシューフシューとドライアイスの白煙が立ち上った。

『まずは青コーナーよりの入場ッ！　さあて誰だれだ誰だっ？　ウサギさん組のツンデレちゃんと言えば、あれぇ？　もうわかっちゃったかなあっ？』

　それだけでピンときた奴やつはやっぱりいたようで、蘭あららぎさん？　蘭さんだ、という声があちこちで交わされる。

『……ＯＫ！　お前らの気持ちはじゅ―――ぶん伝わったぜ！　そんじゃあいっちょ……』

　ギブスの左腕を勢いよく天に突き上げ――

『彼女に膝ひざ枕まくらされたい奴はいるかああああああッ！』

　オオオ――――――――――――――――――――――ッ！

『踏んづけられたい奴やつはいるかあああああああッ！』

　オオオオオオオ――――――――――――――――――――――――ッッ！

『罵ののしられながら弁当を食くわせてもらいたい奴はいるかあああああああああああッ！』

　ウウウウウウウウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオアアアアア―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――ッッッ！

　びりびりと震える会場。かくも凄すさまじきアホどもの咆ほう哮こう。

　客のテンションが最高潮に跳ね上がったところで、ドライアイスの向こうから満を持して彼女が登場する。

『黄こ金がね橋ばしの猛たけきユキヒョウとは何を隠そうコイツのことだァッッ！

　あぁお――――――コォナ――――――――ッッ！

　あら―――――ら――――――――ぎィ――――――――――ッ！

　ひょう――――――――――――――――――――――――――――ッッ！』

　ブッシュゥゥ――――ッとひときわ激しく煙が吹き上げられ、その中から彼女が一歩を踏み出す。

　全身が現れた瞬間、男どもはいっせいに「うおあっ！」と叫んで凝視し、女たちは「きゃああっ！」と黄色い悲鳴を上げた。

　その姿。

　見せ物であるからには、もちろんあのおとなしい制服などではあるわけがなく。

　一言で言って、ひょうの纏まとっている衣装は悪役ヒールのそれであった。

　色は毒ガエルの警戒色を思わせるどぎつい赤と黒。肩からはパットが突き出ており、上半身はいかにもな衣装でガッチリ固められている。それに比べて下半身は黒ブーツに黒タイツという軽装で、男心をそそるあのすらりとした脚線美が丸出しになっている。ゴスロリと女王様とサイヤ人の戦闘服を足しっぱなしにしたようなこの出いで立たち。誰だれの仕事か知らんがあっぱれという他ほかない。

　しかし顔はいささかげんなり気味で、『やっちゃった……』という後悔が客席にまで聞こえてきそうな胸中ダダ漏れの表情である。

　彼女はその顔でリング外をうろうろ見回して、周りのすべての視線が自分に集中しているとわかるやとたんに顔を赤らめ、ぽそっと、

「あ……あんまり見ないでください……」

　たったそれだけで、男子数人が続けざまに鼻血を噴いてノックダウン。

　それもそのはず、『恥ずかしがる蘭あららぎさん』なんて、リクが絡まない限りめったにお目にかかれるもんじゃないのだ。ほらその証拠に、部屋の隅っこでは、さっき「今日は休業」とか抜かしていたハズの新聞部のハッピ女が、どこから出したかバズーカみたいなカメラを構えて鬼の首でも取ったようにフラッシュを焚たいているではないか。明日の一面これにて決定である。

　しかし、おお、羞しゆう恥ちに頬ほお染めるその表情のなんとすばらしいことよ。こんなステキなものをいただいて、こちらは何もお返しするものがない。心苦しい。ならばせめて鼻血のひとつでも。プシュッ。そうやってひとりまたひとり兵つはものどもが夢のあと。

　さらに実況がたたみかける。

『さぁ～てまだひとりしか登場していないぞっ！　もうひとり忘れちゃいませんかぁ

っ？』

　もしかしてオレか――っ？　と観客席から声が飛ぶ。ちげーよオレだよ！　と別の客。

『お前ら……そんなに彼女とくんずほぐれつやりたいかぁっ！』

　や――――り―――――た―――――い―――――――っっ！

　きれいに揃そろった野郎どもの声に、爆笑の渦が巻き起こる。

『いやいや……お前らの気持ちはよーくわかったぜ！　しかァし！　あいにく対戦相手はこちらのお嬢さんと決まっちゃってるんだなぁぁっっ！』

　ふしゅ―――――――――っ。

　赤い入場口のまわりに白煙が湧わき起こる。ぴゅーぴゅーと口笛が乱れ飛ぶ。

『このマッチ……正直オレは心配だっ！　このコはホントに戦えるのかっ？　大丈夫なのかっ？　なんならオレが代わりに戦ってやってもいいぞおおおっ！』

　ずるいぞぉ―――――っ。やっぱてめーも蘭あららぎさんとやりてーんだろォッ！

　うらやむ声はいくらでも飛んでくるが、このギブス野郎の腕を心配する声は皆無。まったくもってすばらしい観客たちである。

『さァ続いて登場するのは、ファンクラブの会員数３００人以上！　ご存じ学園のアイドル！　こんな美少女がこの世に二人といるものかァッ！』

　ファンクラブの会員数、あたりで早くも気づく奴やつが続出。黄色い声もガラガラ声も混じってちぃ―――た――――ん！　ちぃ―――た――――んっ！　本部！　朱雀すざく隊たい本部！　チカ様のご降臨を一年ゾウさん組にて確認！　至急集合されたし！

『地上に舞い降りた天使！　どうかケガだけはしないでくれ！

　あぁかァ―――――――コォナ――――――――――ッッ！

　しろォ――――――――さ―――――――――きィ――――――――ッッ！

　チ――――――――――――――カ――――――――――――ッッ！』

　ブッシュゥゥ――――ッとドライアイスが焚たかれ、煙の中からは愛らしいただひたすらに愛らしい天使のご尊顔が――

　にゅっと。

『おうっ？』

　とたんに実況がつっかえた。

『なんだ……ありゃ……？』

　その物体に対して、実況は次に続く言葉を見つけられないでいた。

　にゅっと現れたもの。

　それはかのアイドルの麗しきご尊顔ではなかった。

『はく……ちょう……？』

　まさしく。

　ドライアイスの白煙の中からほっそりと突き出しているものは、白鳥の頭部に他ほかならなかった。

　さらに、続いて胴体が現れ、

『ああっ！』

　実況席から大きく身を乗り出して、彼は叫んだ。

『なんということだ！　これは……なんということだァッッ！』

　なんということだ。なんということだ。

『こんなことが許されるのかッ！　白しろ崎さき嬢、ついにご乱心ッ！　まさかの……まさッかのかぶりものでご登場だぁッ！」

　小さな体に纏まとうは純白のバレリーナ衣装。歩くたびに腰のフリフリが柔らかに揺れ、あたかも水辺を泳ぐ白鳥のごとき優雅さを演出する。背中にはミニサイズの翼がちょこんとついていて、ここらへんだけを見るとああなんてカワイイんでしょうとため息を漏らしたくなる。

　だが。

　頭のかぶりものが、そのすべてを完膚無きまでにぶち壊しにしている。

　まるでコントである。

　上ににゅっと伸びた白鳥の頭部。その首もとにはちょうど顔が出るくらいの丸い穴が開いており、そこから例の麗しいご尊顔とやらがお目見えしている。

『ご乱心』とは、まったくもって正しい。

　まるでっていうか、もはやコント以外の何物でもないこの姿。

　最大の武器である愛らしさを自らかなぐり捨て、さながらちゃぶ台のごとくアイドルのイメージをひっくり返した、白崎嬢、まさに捨て身のご登場であった。

『うおっ？』

　実況が何かに気づいた。生なま唾つばを飲み込んで、

『これは……！　みなさんご覧下さい……彼女の表情を……！』

　そういえば、いつもあれだけキャピキャピしているチカが、まだ一言も声を発していない。

　全員の視線がその顔に集中した。

「――――！」

　驚いた。

　マジ顔である。

　マジ顔なんである。これが。

　猛もう禽きんのごとき瞳ひとみ。一文字に引き結ばれた唇。アイドルの面影などすでに跡形もなく、漂うオーラは生きて帰れぬ血みどろの戦地に赴く兵士のそれである。



    

  









    
      　ガシッと両りよう拳こぶしを打ち合わせて、その姿は紛れもないファイター。小さな体が何倍にも大きくなったように感じる。人はここまで変われるものなのか……！

　――――。

　蘭あららぎひょう。

　白しろ崎さきチカ。

　白と黒の二人がリング中央で相対する。

　ひょうが「あの、適当にやって終わらせましょうか。ね？」みたいな困った笑顔を向けているのに対し、チカは首をこきこき、手をぶるぶる、そして頭ひとつ分ほども違う相手にギロリとガンづけ。完全にヤる気である。

　審判がおきまりの注意事項を説明する。バーリトゥード――格闘技の種類は問わない。噛かみ付き、金的、武器の使用は禁止。15分一本勝負。途中で気絶orタップで勝敗確定――などなど。

「それでは離れて！」

　会場がしだいに熱を帯びていく。この空気。いよいよだ。黄こ金がね橋ばし学園、女子頂上決戦の幕がいよいよ上がる。

「レディ――――…………ファイッッ！」

　戦いのゴングが、高らかに鳴る。
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　冗談じゃなかった。

　ここまで大おお事ごとになるなんて。

　見渡せば四角いリング。その向こうには人の海。みんな目をギラギラさせて、アドレナリン出まくりの顔をこちらに向けている。

　何よりわからないのはチカだ。顔は真剣そのもののくせに、あんなふざけたかぶりものなんてしちゃって、もう何を考えているのかさっぱりわからない。

　ひょうの願いは、できるだけ穏便にこの対戦を終わらせることだった。適当にやって、適当に終わればいい。負けても全然かまわない。こんな、バカげた試合。

　でもさすがに、いきなり「まいった」をしたら観客はガッカリするだろう。だからちょっとだけ、闘うフリぐらいはしておく。

　そう思って、てんで気合の入ってないゆる～い蹴けりを放った。これならチカだってよけられるだろう。

　なんて。

　直後、ひょうは己おのれの考えがヌルすぎたことを知る。

　チカはよけなかった。

　それどころか、ひょうの足を両腕でがっしり捕獲、自らマットを蹴けって、サイコクラッシャーのごとく回転してヒザをねじ切りにきた。

『ドッ……ドラゴンクラッシャ―――――――――ッ！』

　二人してマットに倒れ込んだところに、度肝を抜かれたような実況の声。技の名前なんて知ったことじゃないが、驚いたのはひょうとて同じだ。

「……やるね……」

　チカの声がした。

　本当に危なかった。とっさに身をひねったからなんとかなったものの……。

　すばやく飛び起きて、ロープ際ぎわに後退する。

　――このコ、本気なんだ……！

　てっきりお遊びかとばかり思っていたのに、あの目、あの動き。完全にそっちのスイッチが入っている。やらなければ、やられる――！

　……パァン！

『おおっとひょう選手、自分の頬ほおを張ったぞおっ！　気合だっ！　自ら気合を入れているっ！　本番はここからだあっ！』



　しかし、その後の攻防はやはりチカ有利だった。

　絞め技の外し方すら知らないひょうに、チカは獣のように襲いかかった。

　関節技だけはなんとか逃れているものの、いったん捕まると容よう赦しやなく投げられる。

　一度だけ手をついた。その瞬間に腰から引っこ抜かれてパワーボムを食くらった。

　さすがに倒れた。直後、チカがトップロープから降ってきたのが見えて、死に物狂いで飛び起きた。

　サブミッションと投げ技の連続に加えて、さらにやっかいなのが、意外なことにあのかぶりものなのだ。

　ひゅっ――

　白鳥のクチバシが頬をかすめて、最初は偶然だと思った。

　ひゅっ――

　ひゅっ――

　二度三度と顔面を狙ねらってきて、さすがに偶然じゃないことに気づいた。

　恐ろしい子供だ。この道どう化けめいた格好すら作戦のひとつだったなんて。かぶりものだって衣装に含まれているから、いまさら反則だなんて認められない。考えている間にもクチバシは執しつ拗ように顔を狙ってくる。

　ついクチバシに意識がとられた瞬間、足をとられて引きずり倒された。

「ぐっ！」

　両足を抱えたまま、チカは渦を巻くように回転を始める。

　プロレスにうといひょうだって知っている。これは――ジャイアントスイング！

　ぐいん。

　ぐいん、ぐいん。

　ぐいんぐいんぐいんぐいんぐいんぐいん――

「ええええええええいいいいっっ！」

　ブン投げられた。

　支柱めがけて。

「っ！」

　激突！

「……くあっ」

　ぐったりして、我知らず支柱に抱きつくような格好になった。

　頭からの直撃は免れたものの、胴体へのダメージが著しい。

　そして、チカの攻撃はまだ終わっていなかった。

　腰に回された手の感触。

　血の気が引いた。

　それと同時に、記憶のどこかにひっかかるものを感じた。

　この状況。どこかで見たことがある。

「どうしたの？　なにか思い出した？」

　耳元で楽しげに囁ささやくチカの声に、記憶が誘発される。

　あっ――

　さっきの格闘ゲーム。

　チカの使っていたムキムキ男のレベル３超必――

　アレクサンダー・ホールド。

　チカは……あれをなぞっているのかっ？

　ならば……ならば！

　次の技は……！

『――持ち上げた持ち上げた！　白しろ崎さきチカ、トップロープの上で蘭あららぎひょうを背中から持ち上げた―――――――――――――――――ッ！

　スパイダー・ジャーマン！　コーナー上から背後のマットめがけて投げ落とす、変形スープレックスだあっ！　まさか小学生でこの技の使い手がいようとはァッ！』

　後ろに向かって、ぐらりと傾いていく体。

　せめて歯を食くいしばる。

『……なに？』

　ところどころにシミのついた天井が見えて。

『……ち、違います！　これはスパイダー・ジャーマンではないっ！』

　ふっと体が浮いた。

『跳んだァ―――――――――――――ッ！

　スパイダーではない！　これはッ！　そう、まさに……隕石！　さながら隕いん石せきのごとく大地に降り注ぐ、メテオライト流星・ジャーマン・スープレックスだァ―――――――――ッ！』



　ズッダアアアァァァァァァァンンッッッ！



　衝撃が背骨を突き抜ける。

　声も上げられなかった。

　リングの真ん中で大の字に倒れて、ひょうは指一本動かせない。

　視界が白く染まっていく。

　観客の声が遠のいていく。

　ああ……これであたしが気絶したら、試合終了なのね……。

　まあいっか……どうせ負けてもいいつもりだったんだし……。

　これで……おわ……り……。

　意識の崖がけっぷちに食くい下がった、残り一本の指を、いま、離す――

　――いいの？

　声が響いた。

　――ずっと負けっぱなしで、いいの？

　はっとなった。

　――あなた、今日はずっとちいちゃんに負けっぱなしじゃない。いいように振り回されて、リクも逃がしちゃって、口ゲンカでもかなわなくて、それで、なに？　このマットの上でまで負けるっていうの？

　…………。

　――それで、いいの？

　よくない……。

　――いいのね？

　よくないよ……！

　これだけメタクソにやられて、やられっぱなしで終わるなんて、そんなの、ない。せめてあのコに一泡吹かせてからでなきゃ、今日はきっと悔しくて眠れない！

　崖っぷちに手をかけた。

　一喝。

　残った気合を総動員して、体を引きずり上げた。

　蘇よみがえった視界に、喝かつ采さいを浴びる白しろ崎さきチカの後ろ姿が見えた。



　立ち上がる。

　蘭あららぎひょうが立ち上がる。

　レベル３超必『アレクサンダー・ホールド』をその身に受けてなお。

　ボロボロの体にすさまじいまでの闘気を纏まとい、不屈の意志をその瞳ひとみに宿して、蘭あららぎひょうは立ち上がる。

　実況が何かを叫んでいる。

　チカが不意打ちを食くらったようにこちらを振り向く。

　それ、見たことか。

「……ゲームみたいにくたばると思ったら……大間違いよ……！」

　立ち上がることのできた自分が、いまはただ、うれしい。

　奥歯を強く噛かむ。足を踏み出す。



　戦いは終わらない。



　　　＊＊＊



　リクは必死だった。



　猛然と振り回されたホウキの先を、決死のスウェーで避ける。

　額めがけて飛んできた焼き鳥の串くしを、指二本で受け止める。

　闘牛のようなタックルを、跳び箱の要領でかわす。

「おおいおいおいっ、いったいなんだっつーんだよっ！」

　状況がさっぱり理解できなかった。それまで気さくに話しかけてくれていた同級生や先輩たちが、あの成なり田たの放送――特別緊急指令ハイ・スクランブル――を聞いたとたん豹ひよう変へんした。

「その首いただいたァ―――――――――――――ッ！」

　数学の授業で使うあのバカデカい三角定規のブーメランが、うなりを上げて飛んできた。

「うおおおっ！」間一髪よけ、壁に突き立つブーメラン。

　あっぶねー……と呟つぶやきながら、視界の端で丸まる鍋なべねこを確認。よし、無事だ。ドアの後ろに避難させといてよかった。

　まだまだ。続いて切り込んできた１メートル物差し二刀流を、両腕に仕込んだトンファー代わりの30センチ物差しで同時に受け止める。

「ちょっ先輩ッ！　こりゃいったいどーいうことッスかっ！」

「悪わりいなリクぅ！　おめーに恨みはこれっぽっちもねーが、内申にゃ代えられねー！」

「内申？」

「成田センセーもたまにはイイコト思いつくじゃねーかあ！　まさか校内放送でラクガキ宣言するとはなァ！」

「なんスかラクガキって！」

「内申さあ！　おめーを捕まえりゃどこの推薦も思いのままよォ！」

「んだと……！」

　謎なぞが解けた。

　――なんてこった。

　成なり田たの言っていた『ラクガキ』。

　それは――内申書の改かい竄ざんを意味しているのだ。

　そういえばおかしいと思っていた。

　成績が特に良くもない奴やつが、毎年まいとし推薦でばんばか有名大学に受かっていく。そのカラクリがこれなのか。

　見ればたしかに襲ってくるのは三年生の連中ばかり。二年がちらほら交じっているのはむしろ珍しく、推薦枠を狙ねらった成績の亡者どもが内申目当てでリクを追っているというのが本当のところらしい。しかしそんなことをよりにもよって校内放送でブチ上げる成田もたいしたタマである。

「――なんだリク、忙しそうじゃねェか」

　聞き覚えのある声。

「……親方！」

　リクは目を剥むいた。

　なぜあの『才さい翁おう屋』の親方が、我らがウサギさん組教室でタコ焼きを食くっているのか。しかもそれまで閑散としていた室内には長蛇の列が並び、いまや押せや押せやの大盛況。

　親方はできたてのタコ焼きをぽいっと口に放ほうり込み、

「……まあまあだな」

　それはそれは、ありがとうございます。

　しかし悲しいかな、リクにはそれにかかずらっている余裕はない。そうこうしているうちにも追っ手の姿が続々と……！

「まー見てのとおり追われてんだわ！」

「ほお」親方は亀かめのようにのそのそと廊下に出、追っ手とやらを確認する。「――どれ」

　その手元がヒュッと動いた。

「ぷおっ！」

　追っ手の一人が突然、ラリアットを食らったみたいにひっくり返る。

「あうぁうぁうぁうぁうぁうぁ！」

　のたうち回っている。

　熱々のタコ焼きを、追っ手の口めがけてシュートしたのだ。そうリクが気づいたときには、さらなる散弾銃シヨツトガンが追っ手を襲っていた。

　ヒュヒュヒュヒュ――――

「うぽっ！」「ぼっ！」「ふぶっ！」

　親方はカラになったパックをゴミ箱に捨て、口内の熱源に身もだえする生徒たちの元に歩み寄る。熱さのあまり吐き出そうとした奴のあごをガッと掴つかみ、ドスのききまくった声で、

「まさか……吐き出すつもりじゃァ……ねェだろうなァ……？」

　才さい翁おう屋はその店の味もさることながら、親方の恐ろしさでも有名である。

　味に文句をつけた客にソースを浴びせて追い返したり、熱々のタコ焼きを頬ほおに押しつけて根性焼きを作ってあげたりとその手の武勇伝は枚挙にいとまがない。

　だから、もし吐き出したりすれば……！

　この危機的状況で、いの一番に動いたのは思考ではなく生存本能だったようだ。

　生への意志は、『食べる』ことを選択した。

　唇を震わせ、涙を流しながら。

　もぐ……もむ………………もぐ…………………………ごっくん。

「どうだ？」

「お……おいし……かた……です…………」

　息も絶え絶えに呟つぶやいて、彼らは端からぶっ倒れていった。

「うおお……ありがとう親方……！」

　まさかこのピンチに才翁親方が参戦してくれるとは。

「へん、ヒマだからな。気まぐれだ。それより……うしろのそいつらはいいのか？」

「な――」

　青ざめた。

　気づかなかった。

　いつの間に、背後には二人の三年生が忍び寄っていたのだ。

　床を蹴ける音。何かを振りかぶる気配。そして。

「「死ねやあ―――――――――――――――――――っ！」」

　間に合わない。

　ついに諦あきらめて目をつむったそのとき――



「――ギッヒッヒッヒッ！」



　あの声が響いた。

　振り返った。

　そこには、ああやはり、あのライダースーツの長身ババア、グランシェフ・エミリーの立ち姿が……！

「ぐえ」「うぐぅ」

　しかも左右の腕で男子二人の首を同時にスリーパーホールドにかけていっぺんに持ち上げている。このすさまじい腕力。

「なぁんだい楽しそうなことやってるじゃないかい！　アタシも交ぜとくれよぅ！」

　両手に握りしめたハンバーガーを、腕をクロスさせて男子二人の口にねじ込む。

「っ？」

　二人の顔がみるみる火がついたように赤くなり、

「ごっふぉぉ――――――――――っ！」

　口から同時に高く炎を噴き上げた。

「ギッヒッヒッ！　どうだいウチのご自慢“〝激辛サラマンダーバーガー”〟のお味はァ？」

　口の中で爆発したハバネロ爆弾に、二人はあっさり撃沈。

「うおお……やってくれるじゃねーかババア！　さーんきゅ！　メチャメチャ助かった！」

「ボウヤ、楽しんでるかい？」

「おお、わりとな！」

「ギッヒッヒ！　そいつァよかった！」

　あんたらすげえよ、と心の中で礼を言って、リクは再び逃げる。

　丸まる鍋なべねこの小さな手を引いて。



　まだだった。

　追っ手がようやく減ってきて、そろそろ振り切ったかという頃ころ合あいになって立ちはだかったのは、目も醒さめるような金髪の少年少女だった。

　リクは怪訝な顔になった。明らかにここの生徒ではありえない。

　その姿をひとめ見たとたん、丸鍋ねこが青ざめたのがわかった。

「どーしたんだよ？」

「――――」

「――――」

　リクにはわからない言葉で、少女と丸鍋ねこが何やら会話をしている。突き刺すような目と冷ややかな声こわ音ねで迫る少女に対し、丸鍋ねこは不安げな顔で何度も何度も言いよどみ、いやいやをするように首を振った。

　リクから見ると、少女は丸鍋ねこを説得しようとしているように見えた。そして丸鍋ねこはそれに抗あらがっている。少年の方は手出しはしてこず、困ったような顔で見ているだけだ。

　そのうち、少女が盛大な舌打ちをした。

「――！」

　ああもう、煩わしい！

　そんなところだろう。顔にはいらだちがありありと表れ、丸鍋ねこを見る目はもはや敵意のそれだ。

　交渉決裂。

　そんな言葉がよぎったと同時、少女が耐えかねたように足を踏み鳴らした。

「――！」

　頬ほおを引きつらせて身を引いた丸鍋ねこに、少女は握った手をかざした。

　とたん、丸まる鍋なべねこの動きが極端なスローモーションになった。目を剥むくリクの前で、まるで水の中にいるみたいに、その手がゆっくりと宙を掻かいた。

　また少女が何かを言って、丸鍋ねこにズカズカ近づいてくる。

　丸鍋ねこはゆうっくりとリクに振り向いて、その顔が見たこともないような焦りと不安の表情で、リクはにわかに状況を悟った。

　その深海のような瞳ひとみで、丸鍋ねこはたしかに、助けを叫んでいた。

「おお――」

　胸に炎がともった。

　あんな目を向けられて、それでものほほんと見物を決め込んでいられる奴やつなんざ男じゃない。誰だれだか知らんが、丸鍋ねこのあのスローモーション。キケンだ。撃退すべしと本能が声を上げていた。

「まあ待てや」

　少女が初めてこちらを向く。

「ついにこいつを解き放つときがきたようだな……」

　何やら意味ありげに呟つぶやいて、リクが背中から取り出したのは、ふたつのＰＳ２コントローラー。

　ゲーム喫茶【罪深き歯車】より失敬してきたアレである。

「残ってた不良たちをこいつでカッコよくやっつけてやろうと思ってたんだが……ふっ！　次のエモノは、貴様らだっ！」

　シュバシュバッ！

　空中でまたたく間にコントローラーのコードどうしががっちり絡み合って結ばれる。それからリクは両手にコントローラーを持ち、ぴんとコードを引っ張った。

　コントローラーヌンチャクの完成である。

「フゥゥ」

　口をすぼめ、細く長く息を吐く。

　用意はととのった。さあ、降臨せよ――チャイニーズ・ドラゴン！

「ホワタァッ！」

　まったく自分のものとは思えない甲かん高だかい声が、口から飛び出した。

　目にもとまらぬ速さで白いヌンチャクを振り回す。

「ハタァッ！　ハタッ、ハタッハタッ、痛っ、ハタァァァッ！」

　一回頭にぶつけたけど気にしない。

　だって、いまのおれはチャイニーズ・ドラゴン――ブルース・リーなんだから！

　しかし悲しいかな、リクがやるとどう見てもブルース・リーよりはジャッキーチェン寄りである。５回に１回はコントローラーを頭にぶつけるため、ほっといてもどんどんタンコブが増えていく。そんなリクに、相手の少女は恐れおののいたようだった。

　リクの胸にとまどいはなかった。あんなものを見せられればこっちも吹っ切れるというものだ。男も女もない。やらなければ、やられる！

「オァタァ！」

　リクがヌンチャクの一方を飛ばしたと同時に、少女もバッと拳こぶしをかざした。あれはヤバいもんだとわかっていたから、とっさに体をズラした。

　左腕に違和感。

　動きが急に鈍くなった。

　だが――結論から言えば、少女はそんなことをする必要はてんでなかったのだ。今回のリクの攻撃は、５回に１回のドタマぶつけターンであり、ほっといてもヌンチャクは少女には空振りしてリクの頭を襲っているはずだった。

　しかし、状況は変わってしまった。

　左腕の動きが鈍くなったため、ヌンチャクは予定外の軌道を描き、なんと少女のアゴを急襲したのだ。

『ぶっ――』

　少女の意識が逸それたとたん、左腕の金縛りが解けた。

「へっ――」

　容よう赦しやなどしない。

「ホアッッチョウッ！」

　ぶっ飛ばした。二人まとめて。



　ぶっ飛ばした先には、ある教室があった。

　教室の中では、大勢の人がひしめき合っていた。

　少女と少年は高く舞って、わーわー熱狂する人たちの上を飛び越え――

　落下。

　一瞬だけ静まりかえる教室内。

　だが、この突然の闖ちん入にゆう者しやに、それまで盛り上がっていた人たちはさらなる盛り上がりを見せた。

　なんとなれば、二人が落下した場所は――人ひと混ごみの中でも、教室の床でもなく――リングの上。

　そう。ここは一年ゾウさん組、【闘魂スクエア】。

　周りから見れば、二人はリングに乱入した予定外のファイターに他ほかならない。ハプニング大歓迎の観客はよりいっそうの熱を帯びて盛り上がっていく。

　また、タイミングも悪かった。

　対戦していたのが男たちだったなら、金髪の少年少女相手に多少なりとも踏みとどまっていたことだろう。

　だが。

　現在のカードは――――

　美少女頂上決戦。

　蘭ひょう　ＶＳ　白崎チカ。

　野獣と化した二人の間には『容よう赦しや』なるものの一欠片かけらとて存在せず、ましてそこに立ち入るなどはさながらせめぎあう二つのハリケーンの間に突っ込むがごとき暴挙であり、すなわちあれ？　死？　的な予感が金髪少女の中を走り抜けたのはまったくもって正しく、

「ジャマ」

　鬼が振り向いた。

「してるんじゃ」

　魔が振り向いた。

「「ないぃぃぃッッ！」」

　バッキィ――――――――――――――――ンッッ！

　ひょうの空中二連蹴げりが少年を――

　チカのアッパーが少女を――

　リング外に、高々とはじき飛ばした。



　転がる。

　禍まが姫ひめの隣のヘンな奴やつにぶっ飛ばされ、状況もわからぬままもっぺん今度はチビガキにぶっ飛ばされ、床に転がったところにさらにハインツが背中めがけて降ってきて、カミラはもうボロッボロのヨロッヨロであった。

『は……ハインツ』

『ご、ごめんカミラ、すぐにどくから』

『回収できなかったらたしか……消していいのよ――ね？』

　もううんざりだった。

『カミラ？』ハインツの顔色が変わる。『待って！　待ってよ！　まだ早いよ！　もっと話し合ってからでも遅くないって、』

『うるさい』

　もともとこの任務だって乗り気だったわけではない。禍姫は世界を壊す力だ。こんなものはさっさと処分してしまうに限ると思っていたのに、欲に目のくらんだ上の連中は回収回収の一点張りで意見を曲げようとしない。口答えでもしようものならその場でカエルにでも変えられて無惨に踏みつぶされてしまうに決まっているし、戦っても逃げても生きてはいられないだろう。本当に忌いま々いましい。あの化け物どもが。

　けれど、もういい。

　他ほかの勢力も同時に襲ってきたとウソをついて、回収できなかったことにしてしまうのだ。

　左手にはめた指輪をゆらりと掲げる。

　この宝石には、長年月かけ、雨あま雫しずくのように少しずつ少しずつ溜ためた魔力が宿っている。

　こいつをいっぺんにぶっ放す。

　禍まが姫ひめどころの話ではない。こんな建物ごとき、跡形も残らない――――！

『さよなら』

　最初からこうしていればよかった。

　確かなる意志を込めて、指輪を、かざした。

『か……カミラ！』

　うるさい。

『カミラ！　指輪が――――壊れてる！』

　うるさ……え？

　――――。

　がばっと手を翻ひるがえした。

　見たものは――

　宝石が砕けて、台座だけになった指輪。

『…………』

　どっと汗が噴き出した。

　長年かけ、雨あま雫しずくのように少しずつ少しずつ溜ためた魔力が。

　もう、跡形もなくなって。

　いつ。どこで。誰だれに。どうやって。

　わからない――！

　うちひしがれるカミラの前に、影が差した。

　顔を上げた。

　男がいた。

『…………ッ！』

　禍姫の隣にいた、あいつ。

　あいつが。

　ものすごい笑顔で。

　ものすごい勢いで白い何かを鎖くさり鎌がまのごとくぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶと振り回していて。

『ま、待っ』



「――ホワッチャアッ！」



　　　＊＊＊



　互角の戦いだった。

　足技のひょう。

　サブミッションと投げ技のチカ。

　当初はチカ有利に思われたが、戦いながら進化する獣ひょうはこの５分やそこらの間に多くの技の外し方を覚え、いまやビハインドはほとんどないも同然だった。

　――戦えてる……！　あたし、戦えてる……！

　最初はあれほど食くらっていた投げ技もめったにかからなくなっている。途中で妙な人影が乱入してきたような気もするが、一瞬で消えてしまったのでよく覚えていない。

　そんなことより、さっきから感じている違和感だ。

　何かおかしいと思っていたが、ようやく判明した。

　チカの繰り出す拳こぶしの中に、ときおり一瞬のきらめきが混じるのだ。

　拳できらめきといえば、思い当たるものはひとつしかない。

　ヒュゴッ――

　チカのストレート。

　あごを引いて紙一重でかわして、

　眼前に、その拳。

　見えた。

　やはり。

　推測は正しかった。

　チカの右手には、指輪が嵌はめられていた。それもひとつではない。親指を除く指にひとつずつの計四つ。どれもものごっつい宝石を載っけた、カネのオーラあふれる一品。

　その名も――人生の勝ち組ビクトリーナックル。

　本来の用途などどこ吹く風、装飾品であるはずの指輪をメリケンサック代わりに使用し、ありあまるマネーパワーで相手のマインドをこっぱみじんに打ち砕く悪魔のナックルである。

　それが、ほとんどインパクトの瞬間にだけ現れ、手を引っ込めたときにはもう跡形もなく消えている。どこに隠しているのかはわからないが、とにかく――

「審判ッ！」

　ひょうは手を挙げた。これは禁止事項だ。

「ちいちゃんは武器を使用しています！」

　周りがざわと波打った。

「なにっ？」

　審判は即刻試合を中断し、チカに鋭い目を向けた。

「本当かね？」

　するとチカはここぞとばかりに猫をかぶり、にわかに目をウルウルさせて、

「ぶ、ぶき？　ブキなんて……そんなコワイの……もってないよぅ……」

　うっと審判は後ずさった。10歳の女の子にウルウルされて強く出られる人間はあまりいない。その代わり審判はちらとひょうを見て、

「……本当かね？」

「ほっ、本当ですっ！」……まさかこっちを疑いにかかるとは。「その体のどこかに、ちいちゃんは指輪を隠しています！」

「どこかと言ったって……」

　困惑する審判。

　チカはバレリーナ衣装なのである。体にぴったりフィットしていて、モノを隠せる場所はほとんど見あたらない。唯一可能性があるとすれば……その……フリフリの腰回り……ぐらい……なのだが……。

　これはゆゆしき問題である。

　だって、ねえ？　確かめるのは審判さんである。別に兄妹きようだいでもなんでもない高校生（♂）が小学生（♀）の腰回りをぺたぺたぺたぺた触っている図を想像してみよう。

　うん。

　それ、犯罪。

　審判の彼は苦悩していた。

　審判としての責任感と保身が、頭ン中でズンドコ相撲をとっていた。

　するとチカはそんな彼の苦悩をくみ取ったのか、にわかに弱々しげな表情を作り、

「わかった……ごめんなさい……ちい、審判さんを困らせちゃってたんだね……」

　それから何をするのかと思いきや、ぺったり座り込んで、すすすと足を広げ……ああ、この体勢は、俗に言う……Ｍ字開脚とかいう……！

「あの、で、でも……」

　とか恥じらいながら、

　股こ間かんが。

　丸出し。

　白い布に包まれているとはいえ、股間が丸出し。

　疑うなら調べてみろ――この体勢で、チカはそう言っているのだ。

　だが、高校生（♂）の前で股またを広げる小学生（♀）――まごうことなき犯罪の絵である。

　しかもその上「い……痛くしないでね……」とか、いかにもこれからカレにオイタされちゃいますキャッ！　みたいな顔で頬ほお染めちゃっているではないか！

「ちっ、違うんだこれは！」

　時すでに遅し。あちこちから飛んできたモノ＆罵ば声せいにボコボコにされる審判。

　このロリコン！　はんざいしゃ――――っ！　うらやま、はんざいしゃ――――っ！

「わ、も、モノを投げないでくださいっ！　へぶぅっ」

　紙くずや紙コップに交じって飛んできた砲丸の一撃を食くらってぶっ倒れる審判。その脇わきで、チカがニヤリと笑ったのをひょうは見逃さなかった。

　間違いない。彼女はたしかに指輪をあのあたりに隠している。なのに指摘されて動揺するどころか、堂々とあんな格好をさらけ出して難を逃れた。

　――ちいちゃん……恐ろしいコ……！

　そしてその悪魔の笑みサタン・スマイルに気づいたのはひょうだけではなかったようで、唐突に実況が『わああああっ！』と怯おびえた声を上げた。

　見ると、その顔が恐怖に塗り潰つぶされていた。

『そっ、そうなんだ……！　人間ってのはみんなウソつきなんだよ……！』

　落ち着きなく、しきりにギブスの腕をさすっている。何かヘンなトラウマの扉が開いたらしい。

『オレのオヤジだってそうだった……。いつまでたってもスピニングバードキックが出せないオレに、「高校生になったら使えるようになるぞ」だなんて言いやがって……！　ああ、信じたオレがバカだったよ。二階のベランダから飛び出したって、オレの体はちっとも浮きやしなかった。おかげでコンクリの地面に落ちて……この腕が……へへ、全治二ヶ月だとよぅ……！』

「…………」

　馬ば鹿かだ。

　馬鹿がいる。

　その骨折、ひょうはちょっとだけ心配してたっていうのに、よりにもよってその理由がゲームの技をリアルに体得しようとして失敗したからとか、もう馬鹿の極みである。

　とにかく。

　わかったことは、チカのあの凶器を引っ込めさせることはできないということだ。審判は沈没。実況も沈没。もう頼れるのは自分だけ。

「じゃあ、続けましょうか。ちいちゃん」

「わお。ようやく乗り気になった？」

「乗り気ってわけじゃないけど……止めてくれる人いなくなっちゃったじゃない。だからもういいの。心ゆくまでお相手してあげる」

「そう――」チカがうっすらと笑った。「じゃあもう……隠さなくていいんだね……」

　ちゃりっ――

　フリフリスカートの中に左手を入れ、もったいぶって掴つかみ出したのは、ああ、やはり、あの指輪たち。

　チカは恐怖の呪じゆ文もんを唱えながら、悪魔の指輪をひとつひとつ指に嵌はめていく。

「小指のイエローダイヤ５５００万……

　薬指のアレキサンドライト３４００万……

　中指のピンクダイヤ６０００万……

　そして人差し指のブルーダイヤ８６００万……！

　総計ついに二億超え！　すべては校パ長パの貢ぎ物！　新ネオ・人生の勝ち組ビクトリーナックル！

　……食くらっちゃうぅ？」

　これだ。

　校長パトロンの財力に物を言わせて買い占めた、輝かしき勝利者の象徴。「10カラット以下は宝石じゃないよ？」との一言で世の中流階級の女性たちをまとめてなぎ倒し、白しろ崎さきチカは今日もその手に合計１０６カラットのメリケンサックを握る。

　カミラの陰謀と宝石をいっぺんに打ち砕いたメリケンサックを。

　バイキルトのかかった彼女を相手に、しかしひょうは敢然と胸を張った。

　戦いが始まる。

　誰だれにも止められない戦いが。

　ひょうのハイキックとチカの腕ガードが、空中で交差する。

　スピーカーから放送音が鳴る。不思議なほど気にならない。

『――うやく、学祭賞の発表です――』

　そういえばそんなものもあったかな、と心のどこかでぼんやりと。

『学祭賞、銅賞っ！　一年ゾウさん組、【闘魂スクエア】！』

　流れた瞬間、客がいっせいに沸き立った。

　――ああ、ここなのね。よかったじゃない。

　飛び上がって喜んでいる客がいる。新聞部のハッピ女が誰彼構わず抱きついている。そんな光景を視界の端に収めながら、心はチカとの戦いに没頭していく。

『銀賞っ！　二年ウサギさん組【フリースタイル】！」

　――わあ。うち二番目なの。すごい。がんばったよねみんな。

　カポエラのような体勢で、足を刈り取るローを二連撃。転んでくれれば万々歳だったがあっさりかわされ、逆襲のジャンピング人生の勝ち組ビクトリーナックルをすんでのところで避ける。

『金賞っ！　三年ウジムシ組【百も舌ずの早はや贄にえ】！』

　――――。

　もうほとんど聞こえていなかった。

　踊るように。歌うように。軽やかに。それは戦いのダンス。リングという舞台上で、二人の天性の踊り子ネイテイヴダンサーが繰り広げる狂想曲。

　しかし――何事にもいつしか終わりの時は訪れる。

　チカが低姿勢から這はうようなタックル。蹴けりで牽けん制せいしようとして――いない！　フェイントだ！

　背後に回り込まれていた。気づいたのは右手をねじられたあと。次いで左手が取られ――

『――さらに、今年は特別にもうひとつ賞を設けました――』

　マズい。このまま後ろに向かって投げる気だ。両腕をがっちり取られているから受け身すらとれない。ついに終わりかと腹をくくって、ああ、くやしいな、けどここまでやれたからいいのかな、なんて、

　

『学祭賞、特別賞！　二年アリクイさん組――【ガクサイジャック】！』

　

　――え。

「え？」

　チカの手が、止まった。

　すべての時間が、止まった。



    

  
    
      
5th Gate　“〝Marvelous Sunday”〟





　第一体育館はざわめきに満ちていた。

　中等部の演劇がすべて終了し、有志のバンド演奏などもすべて終了した３時過ぎ――にもかかわらず、一面に並べられたパイプイスには多くの客（生徒含む）が残っており、そのほとんどは帰る気配すらなかった。

　それもそのはず、いまから行われるのは本日最後の大イベント、“〝学祭賞授与式”〟なのだ。

　二階席の窓はすべて開け放たれているが、風がほとんど入ってこないせいで館内はいまだ30℃越えの熱気。シャツやスカートをばたばたやっている生徒は一人や二人ではない。

　壇上にはすでに受賞したクラスの代表が並んでいる。学祭賞の栄誉に与あずかるということで、皆晴れがましい笑顔である。

　きィん―――――――

　マイクのスイッチが入れられる。

　小指を立ててマイクを握るのは皆さんご存じ生徒会長。

『はい！　えーみなさんお待たせいたしました！　これより今年度学祭賞の発表を行いまっす！』

　緊張のとれた声。司会というよりむしろＭＣだ。慣れたもんである。

『それではまず……特別賞から！　二年アリクイさん組…………え、何？　まだ全員集まってない？　うそ？　誰だれ？』

　おっしゃるとおり、壇上に並んだ受賞席にはひとつだけ空席があった。

　それはいままさに発表されようとしていた二年アリクイさん組――【ガクサイジャック】――の席。

『あっちゃあ、こりゃ参っちゃったな……』頭を掻かく生徒会長。

　たしかに初っ端から受賞者がいないのでは格好がつかない。なんかいきなり雲行きが怪しくなってきたぞ、と客席がざわざわしてきたところで、突然、



「お待たせしやっした――――――――――――――――――っ！」



　でっかい声が、後ろの二階観客席から響いた。

　照明係があわててスポットをそちらに向ける。

　丸いスポットライトに照らし出されたのは、やはり例の二人だった。

　右。燕えん尾び服ふくに馬のかぶりもの――馬紳士。

　左。制服ベストにでかサングラス――グラサン娘。

　美女と野獣。でもどっちもヘン。

　この珍妙なペアを初めて見たという人は大勢いたようで、あちこちから笑いや驚きの声が上がった。特に馬の方は指さして笑っている奴やつ多数。

　馬は二つの照明を同時に指さして叫んだ。

「ライト！　ピンク！　ピンクにして！」

　スポット係は「しょうがねぇな」という苦笑をして、がちゃがちゃと色フィルターを切り替えていく。緑、黄色、そして――ピンク。体育館があっという間にストリップ劇場に早変わりする。

「おほー！　いいねいいね！」

　そして悪ノリはこれだけにとどまらず、

「じゃあ次、音響！　なんかムーディなやつ！」

　こちらもすぐに乗ってきた。それまで無音だった計４つのスピーカーが、ムーディというよりしっとりエロティックなメロディを奏で始める。よくわかってらっしゃる選曲だ。

　そして馬は馬でなんかウネウネした気持ちの悪いダンスを披露し始め、ノリノリの観客からはピューピュー口笛が飛んでくる。

　そこで馬がやおらバッと燕尾服をご開帳、花魁おいらんのごとく肩（白シャツ）を出してイヤ～ンな体勢。まともな感覚からすれば、しなをつくって誘ってくる馬なんぞブキミ以外の何物でもないのだが、このテンションの上がりきった館内、むしろ常識こそがおかしいのだと言わんばかりの盛り上がりぶりで、いまややんややんやの大だい喝かつ采さいだった。

　まともなのは馬の隣のグラサン娘ぐらいで、スポットがピンクに変わったあたりで馬から距離を置き始め、そのうちすすすとスポットの外に退場していってしまった。かなり引いていたみたいだが、こんなモン正気に戻った奴やつの負けである。

　馬はひとしきり踊り尽くしたあと、隣のグラサンがいないのに気づき慌ててあたりを見回す。イスのうしろに隠れていた彼女を見つける。そこから引っ張り出そうとするが彼女は抵抗している。「ごめん！　もーやんねーから！　だから出てきて！　オネガイ！」そのひとつひとつに笑いが巻き起こる。

　まったくもって楽しい空間だった。

　しびれを切らした生徒会長が『じゃーそろそろ下りてくるか？』と言わなければ、いつまでもそんなコントまがいをやっていたことだろう。

「はーい下りまーす！」

　威勢よく返事した馬は、いきなりグラサン娘の腰を抱いて「っ！」

「とうっ！」

　え？　ジャンプ？

　二階から……飛び降りっ？

　……なかった。

　ガッ！

　いったいいつから張られていたのだろう。馬は空いた手を頭上のロープに引っかけ、壇上めがけてルパンよろしく一直線に伝っていく。まさに怪盗紳士にふさわしい演出、そしてそれに合わせてスピーカーからは『ヨ～ロヨ～ロッレッイッヒ～♪』とアルプスの少女なメロディが流れ……この音響、できる！

　無事に壇上までたどり着いた二人は、進路上に突っ立っていたウジムシ組の代表を蹴けり倒して止まった。

「ごっふぉおっ！　……な、なにをするんだねキミは！」

「うん！　ごめん！」

　謝るのに胸を張る奴もそうはいない。

「ま、まあいいけどね。キミたちみたいなバカな連中はそういう低脳な行動しかとれないんだ。いいさいいさ、許してあげるよ。なんといったってこっちは金賞なんだからね！」

　イヤミな言い方でメガネを上げる彼に、隣の二人（銀賞＆銅賞）の顔がビキビキッと強こわ張ばった。なんでウジムシ組なんかが……と思っているのは何もこの二人だけではない。

　ウジムシ組――もと三年三組。他人を見下すこと山のごとし。空気の読めないこと山のごとし。別に山に罪はないのだが、とにかくそのいちいちムカつく言動ですべての学年クラスから忌み嫌われているクラスとは彼らのことである（だからチカにウジムシ組と名付けられたときはざまあみろと皆で舌を出したものだった）。よりにもよってそんな奴らが金賞を獲とるなんて……と、口にこそ出さないが、みな同じことを考えているはずだ。

『じゃー全員揃そろったところで授与式始めるよー！』

　険悪になりそうな空気を、しかし生徒会長は鶴つるの一声で払ってみせた。

『授与してくれるのはこの人！　実行委員長の森もりくんです！』

　パッとスポットが当たり、トレードマークのイガグリ頭があらわになる。

　スタンドマイクを脇わきに置いて、少し緊張しているのか表情はやや硬かった。

「えっと、まずは、特別賞からいきます。二年アリクイさん組の代表は前に」

「は～い！」

　馬紳士はぴょんぴょん跳ねて前に出た。

　その格好を見て、森くんはあきれ果てたという顔をした。

「……そのかぶりものはなんとかならないの？」

「バカ言えこれが正装だ」

　馬はえへんと胸を張る。

「……ま、まあいいけどね。それでは、えー……二年アリクイさん組、春はる田たリク殿」

「ちがうちがう」

　馬はチチチと指を振って、

「怪盗ポメラニアン！」

　またえへんと胸を張る。



    

  
    
      



    

  
    
      「――だからポメラニアンって言って？」

「き、君は春はる田たくんじゃないか！」

「言ってくんなきゃ、やだ」

「どっちでもいいだろそんなの！」

「じゃあ受け取ってやんないもーん」

「く……ぽ、ポメラニアン……」

「どの」

「うぎぃ！　ポメラニアン！　どの！」

「もっと優しくぅ」

「ぬぐぐぐぐぐぐ……！」

　客席からクスクス笑い声が漏れ始める。馬ごときにおちょくられているイガグリくんがどうにもオモシロいのである。

　こんな奴やつにこれ以上構ってられんと、イガグリくんはさっそく賞状を読み上げにかかった。あなたのクラスはうんぬんかんぬん。知恵と努力がどーたらこーたら。その栄誉をなんたらかんたら。

「はいっ！」

　けっこうな早口で読み終わって、さっさと持っていけとでも言いたげに賞状を差し出す森もりくん。

「さんきゅ―――――――！」

　リクはさっそくそいつをひったくった。

　いや、ひったくろうとした。

「お？」

　握ったはいいものの、森くんが……手を離さない？

「おお？」

　逆にぐいと引っ張られ、

「おおお？」



　がちゃん。



「…………」

　ははっ、と森くんが笑った。

「…………おおおおおおおおおおおおっっ？」

　がばっと手元を見て――

「なんじゃこりゃあっ！」

　まさしく、なんじゃこりゃ、であった。

　だって、手錠。

　なんか、手錠が、手首にばっくり噛かみついてるよ？

「やりましたよ先生！」

「なにっ！」

「ふふ……ふふふふ……かかったわね……！」

　声は奥に下げられていた教壇の中から聞こえた。

　そこから音もなく蛇のように現れたのは、やはりあの女――！

「このときを待っていたわ！　さあ観念なさい春はる田たく……ぅフッ！　ぅげっほげっほげっほ！　フゲッホげっほげほ！　ほ、ホコリが……」

　髪と肩にうっすら白いホコリをまぶし、フケにも見える雪化粧を施して立ち上がったのは、かの校内放送の主、英語教師成なり田た香かおる子こ35歳であった。

「おおおいセンセエ！　これどーいうこったよ！」

「なぁに？　ワナにかかった獲物にきく口はなくってよ？」

「ワナ、だと？」

「ふふん。特別賞？　なあにそれ？　そんなものありはしないわ。あなたを捕まえるために作った偽の賞よ」

「じゃ、じゃあ……おれの受賞ってのは……」

「うっそぴー」

「…………」

　とんでもない教師だ。春田リクたった一人をとっつかまえるためだけにありもしない賞を捏ねつ造ぞうし、それでおびき寄せて捕まえるだとか、いったいどこの詐欺の手口だ。目的のためなら手段を選ばない非情な女（別名後先考えない女）とは何を隠そう彼女のことである。見さらせ校長。クビにするならいまだ。

「さあ森もりくん！　春田くんをタージ・マハ、えっと校門前まで引きずっていくのよ！」

「アイサー！　……うん？　校門前……ですか？　職員室じゃなくて？」

「あっあのほら、なんていうのかしらね、お灸きゆう？　そう、外でお灸を据えてやるのよ！」

「……了解しました！」

　この二人は目を輝かせて楽しそうだったが、ついていけないのはその他ほかである。

　学祭賞の授与式のハズが、一転してリクの逮捕劇となったこの壇上。

　あまりの急展開に生徒会長すらも目を白黒させており、観客はなんだなんだどうなるんだとざわめいている。

「さ、連行していくわよ！　はい、照明さん！　見てる？　ここ！　ここ思いっきり照らしてちょうだい！」

　ばっすんだっすん。

「……ぎゃああああ暑いいいいい！　汗っ汗っメイクが落ちるうううう！　ちょっ何考えてんのよ！　ばか！　弱めて！　弱めてえええ！」

　自分で言っといて何考えてんのよとか理不尽も甚だしいのだが、照明さんはとてもイイ人だったので一方を逸そらしてくれた。

「はあ、はあ、はあ……。そ、それじゃ森もりくん改めて！　いくわよ！」

「はい！」

　壇上中央にかけられたミニ階段を下り、ざわめきと人いきれとパイプイスの海を割って、成なり田たは後方出口へと勇ましく進撃していく。後ろに続くイガグリくんは胸を張り、とぼとぼ歩く最後尾の馬紳士を引きずっていく。

　そこですれちがったタカラヅカ風の麗人が馬に何かを握らせたことには、誰だれも気づかなかった。

「お？　いまのひょっとして昴すばるか？」

　馬は手元に目を落として、

「へへ……あいつ……ヘンなカッコしてるわりにはちゃっかりやることやってくれてンじゃねーかよぅ……！」

「ん？　何か言った？」

　言葉の代わりに返ってきたのは、こんな音。



　がちゃん。



「――――！」

　森くんはぎょっとして後ろを振り返った。

　そこには。

　もぬけのカラになってぶらぶら揺れる手錠と、

　素早く後方に飛びすさる馬紳士の姿――――

「なっ！　いったいどうやって！」

　慌てているのは成田もいっしょで、唾つばを飛ばして「捕まえなさい！　誰か！　春はる田たくんを捕まえて！」と叫んでいる。生徒たちがひとりまたひとりと立ち上がっていく。

　オオオオオオオオオオオオオ―――――――――

　幽鬼のごとく向かい来る生徒たちの群れ。体育館がたちまちホラー映画に様変わり。

　暗くら闇やみにいくつもの眼光が灯ともり出す。欲にまみれたオレンジ色の眼光が。

　彼らの思惑はただひとつ――

『ラ　ク　ガ　キ　し　て　ほ　し　い　！』

　内申がかかったとき、人は亡者になる……！

「おお……こりゃちょっとヤベーんじゃねえの……！」

　前後左右から迫り来る成績亡者ゾンビども。四方八方敵だらけ。ちょっとヤベーどころではない。まさしく四し面めん楚そ歌か。まさしく打つ手なし。ついに進退窮まったかに思われた――そのとき。

「ぎゃっ」

　右手から短い悲鳴――とともに、ひとりの男子生徒のエビぞった姿が高々と舞い上げられた。

　……どさ。

「はっ！　ごっ、ごめんなさいっ！　ごめんなさいいっ！　庶民でごめんなさいいいっ！」

　これは。

　さらに２、３人が続けざまに殴り倒される音が響き、そのあとにやっぱり悲鳴じみた「ごめんなさいいっ！」が折り重なって聞こえてきた。

「――なぁ～んか、またリクだけでおもしろそうなことやってるんだもん」

　鈴を転がすような声がして、また数人がぶっ飛ばされる。

　並みいる野郎どもを、あたかもススキ野原に分け入るごとくばったばったとなぎ倒して現れたのは、そのふるまいからは想像もつかない容姿、これぞ絶世の美少女――白しろ崎さきチカ。

　そして、さらに。

「がっ！」「ぐっ！」「ぐはっ！」

　今度は左手、男子５人が軽々と吹っ飛んで――

　その中心では、言わずと知れたある女の子が、暴風じみた旋風脚で次々にゾンビどもを蹴け散ちらしていた。

「リクッ！　やぁっと見つけたぁっ！」

　こちらもこれまた美しいお姿。しかしその体のキレはいったいなんなのか。その体にまとったオーラはなんなのか。まったく人類とは思えないスピードでまたたく間に十数人をその場に叩たたき伏せ、神の足ゴツド・フイート――蘭あららぎひょうは眼光鋭くリクを射る。

　美少女の皮をかぶった怪物が二体、リクの前に歩み出る。

「お前ら……」

　しかし二人ともなんという格好をしているのだろう。

　まるでいまから白鳥の湖でも踊るのだとでもいうような、真っ白バレリーナ衣装のチカ。

　戦隊モノの悪の女幹部とかにいそうな、赤と黒のバリバリ武闘派悪役ヒール姿のひょう。

　いったいどういう経緯を辿たどったらこうなるのか。特撮？　特撮なんですか？

「その格好、何？」

「黙れ死ね」

「似合ってるぅ？」

　反応がまったく正反対なのがおもしろい。

「まーいいや。ンなことより助けてくれよ！　お願いします！」

　あな情けなや、女二人（しかも片っぽ10歳）にすがりつく男の図。

「この人たち、何？」と周りを見渡してチカ。

「いやそれが、なんか、推薦がどうとかって……」

「あーわかった。ラクガキね。そうでしょリク」

　……この理解の速さはいったい何なのだろう。

「それで？　こじ開ければいいの？」

「……話が早くて助かります」

「報酬は？」

「サラマンダーバーガー！」

「３つで」

「３つ!?　……くそぉ足あし下もと見やがって！」

「じゃあ４つ」

「なんで増えるのっ!?　あわわわわかった３つで！　３つでお願いします！」

「りょうかーい☆」

　交渉のやり方をよく心得ている10歳だった。

「さて、あとはひょうだな……」

「カァ～ンタンだよリク。そんなの一言『頼む』って言えばいいんだよ。こう、あまぁ～いカンジで！　『頼むぜ……ひょう……』って！」

「おっしゃわかった！　うひひ！」こんな状況だというのに、リクもチカも心底楽しそうである。

　リクは、ううん、おほん、あーあーとかやったあと、さっそくひょうに向かって、斜め45度の角度から抉えぐるように――ロマンチック・ショット。



「頼むぜ……ひょう……」



　トキュ――――――――――――――――――――――――ンッ！



　何かを撃ち抜いちゃった音がした！

「はううぅぅぅううぅぅ……！」

　馬ごときにハートブレイクされる美少女の図。

　顔が一瞬でまっかになり、動どう悸き息切れその他ほか恋の病がいっせいに発動。さらには照れ隠しなのかむーむー唸うなりながらそのへんの誰だれかをとっ捕まえてしきりにビンタを食くらわせている。かわいそうだ。

　――――。

　かくて二体の巨獣が動き出す。

　人生の勝ち組ビクトリーナックルと暴風脚で、ゾンビの群れにみるみる風穴が開けられていく。

　泡を食ったのは成なり田たである。

「あっ蘭あららぎさん！」

　しかしひょうの目はとっくにハート型になっていて見るからに聞いていない。ラブ＆ピース＆デストロイヤーな彼女――説得不能。

　成田は慌ててもう一方に向き直った。

「しっ白しろ崎さきさん？　あなた何をしているかわかってるの？」

　チカは残酷ビクトリーフックで敵を昏こん倒とうさせたのち、くるりと振り返りかわいらしく小首をかしげた。

「う～ん、人助け？」

　茶化しているが、話は通じる――説得可能。

「許しません！　先生の権限において命令するわ！　ただちにその活動をやめなさい！」

　とか言ってる間にもチカは裏うら拳けんでひとりをブッ飛ばして、

「う～ん……こういうことあんまり言いたくないんだけどぉ……」

　愛らしい笑顔で、恐ろしいことを呟つぶやいた。

「成なり田たせんせいの権限とぉ、パパの権限とぉ、いったいどっちがおっきいのかなっ？」

　それを聞いた成田の顔がさっと青ざめる。

　思い出したようだ。そうだ。白しろ崎さきチカのバックにはあのロリコン校長がついているのだ。天てん秤びんにかけられれば、成田のクビなどひとたまりもなく空の彼方かなたに吹っ飛んでいってしまうだろう。

　チカはふふっと余裕ありげに笑って、ゆっくりと拳こぶしを突き出した。

「せっかく『そういうのナシでやりましょう』って言ってあげてるんだからぁ……」

　その目がすっと細められる。声のトーンが急落する。

「堂々と――かかってきなさいな？」

　その冴さえ冴ざえとした声が骨にまで染み渡ったとたん、成田はヒザから崩れ落ちた。

　否、

　ひざまずいた。

　――帝王。

　そんな言葉が成田の頭を埋め尽くす。

　勝てない……この御方に、私は勝てない……！

　小学生？　美少女？　とんでもない！　ぬいぐるみの皮を被かぶった、彼女はまぎれもない――支配者だ。

　成田はビクトリーナックルを食くらうまでもなく、チカの発する圧倒的な王者の風格に呑のまれたのだった。

「先生？　先生、しっかりしてください！」

　横で懸命に肩を揺さぶるのは森もりくんである。

「先生！　ネオグランゾン成田先生！」

「やめて！」

　成田はその手を振り払った。

「その名で呼ばないで！　私はもう、ネオグランゾンなんかじゃないの……！」

「先生……」

「私なんて、そう、せいぜいボールよ。なんの力もないのに前線に投入されて、気力を上げるためだけに撃ち落とされる……そんな引き立て役の女なんだわ……」

「先生たとえが偏かたよりすぎです。もうちょっと一般的なものでたとえてください」

「そんな……そんなこと言ったらそもそもネオグランゾンだって一般的じゃないわっ！」

「たしかに！」

　この状況で漫才やってる二人のうしろで――



　バガァンッ！



　後方出口のドアが、外に向かって蹴けり倒された。

　光。

「っしゃっ！」

　ガッツポーズをとったのはリクだ。

　この瞬間を、彼は待っていた。

　ひょうが切り開いた、出口へとつながる一本道。直線。滑走路。

　飛び立つ。あの光の果てまで飛んでいく。

「おっしゃああああ！」

　リクは馬マスクを顔から剥はぎ取り、

「せんせえっ！」

　びく、と強こわ張ばる成なり田たに、

「お返しだァ――――――――――ッ！」

　思いっきり投げつけた！

　べっちこ―――――――――んっ！

「フぽぉっ！」

　のけぞって倒れる成田。

　いやああゴム臭いいいいっ、と悲鳴が聞こえたが、知ったことではない。

　ついに――

　離陸テイク・オフ。

　リクは丸まる鍋なべねこの手を取って、累々と連なる死体の間を駆け抜け、何もかもを置き去りにして光の彼方かなたへと消えていった。



　　　＊＊＊



　リクに手を引かれ、駆け足で坂を下りながら、丸鍋ねこは今日の出来事を思い出していた。

　すごかった。

　リクは、あっという間に不良たちをやっつけてしまった。



　まず、お化け屋敷。

　言われたとおりにロッカーの中に隠れ、ロッカーが開いたから言われたとおりにじいに電撃を撃ってもらった。すると二人の男の人が倒れた。リクはその二人をすばやくロッカーに詰つめ込んで閉じてしまった。

　これで計二人。



　工作室。

　まず囮おとりにＤＶＤ『フレンズ×ナイーブ』を流してそのテレビの上に馬のかぶりものを置いておき、馬の頭がちょっと見えるぐらいの高さまでカーテンで覆う。教室に飛び込んできた不良は、『フレンズ×ナイーブ』の中のセリフでからかわれてると勝手に勘違いして、テレビを棒きれで殴った。するとそこにまっ黄っ黄のペンキがぶちまけられて、ひとりがペンキ浸しになった。

　リクは動揺しているもうひとりの体にこっそりクモを這はわせた。

　クモに気づいたペンキ男は、ちょうど相方の股こ間かんの位置にきていたそいつを退治しようと渾こん身しんのアッパースイングを放ち、結果、相方を悶もん絶ぜつさせただけに終わった。

　ペンキ男はその後さんざんリクにからかわれたあと、まんまと一階に誘導されて、台車に乗せられ坂を下って体育館の壁に激突した。

　これで計四人。



　音楽室。

　言われた位置で待っていると、まずリクが飛び込んできて、窓の外にロープを垂らしてすーっと下りていってしまった（輪になっていたロープをそのあと下から切って回収した）。続いて不良が二人飛び込んできて、リクが外に逃げたと知るや、できすぎのように置かれていたロープを使い、ひとりが上で持って支えてひとりが下りていった。そこで下から「いいぞー！」とリクの声がしたので、言われたとおり目の前に張ってあったヒモをハサミで切った。直後、太鼓が横殴りに飛んできてすごくびっくりした。太鼓はロープを支えていたひとりを窓の外にホームランし、プールにばしゃん。支えを失った下の人はそのまま落っこちて生け垣に突っ込んだ。

（このあと教室にひょうとチカが入ってきてあわや見つかる寸前だった）

　これで計六人。



　レスリング。

　しばらく二人に追われてどたばた走り回っていたリクだったが、【闘魂スクエア】のマットに飛び込んで、そこにいたムキムキの人にたった一言、

「こいつらお前より強つえーらしーぜ」

　それだけでムキムキの人が二人を瞬殺した。

「ウィナー！　赤あか土どゴウキィ――――――――――！」

　これで計八人。



　これらすべての出来事が、丸まる鍋なべねこの目の前で起こったことだった。

　合計八人もの不良を、リクはカンタンに手玉にとってやっつけてしまったのだ。

　さらに、あの金髪二人組まで撃退してくれて、もう感謝の言葉も見あたらない。

　手を引かれながら、思う。

　――何か、お礼、しなくちゃ。



　　　＊＊＊



「先生！　プールに人が浮かんでます！」

「先生！　生け垣に人が逆さに刺さってます！」

「先生！　お化け屋敷で不良二人が気絶してます！」

「先生、空き教室で――」「下駄箱で――」「壁絵のところで――」



　職員室の一角――学祭実行委員会大本営にて。

　続々と舞い込んでくる不良撃退報告に、成なり田たはただ困惑していた。

「なに？　これどういうこと？　ねえ森もりくん！」

「うーん、ひょっとして……なんですけど……」

　森くん、ちょっと考え込むそぶりをして、

「これ、春はる田たくんの仕し業わざじゃないですかね？」

「……なんですって？」

「不良たちがやっつけられてるまさにその瞬間を見た人が何人かいるんですが、そのところどころでコレが目撃されてるんですよ」

　回収した馬マスクをぽんと叩たたく。春田リクはずっとこいつをかぶっていたのだ。

「しかもそこで使われていた道具は、ほぼすべてジャックのときに持ち去られたものときています。ここまでくればもう……間違いないと言っていいんじゃないですかね」

　はあ、とため息をついて、けれど森くんの表情は晴れやかだった。

　イスの背に深々ともたれかかって、イガグリ頭に手をぺったり乗せて。

　窓から差す西日。

「春田くん……彼、ジャックだなんて言って、いかにもな悪巧みに見せかけて……裏でこっそりこんなことしてたんですねぇ……」

　しみじみと。

「ねえ先生……彼、いろいろな出し物に迷惑かけちゃったかもしれませんけど……ここは、このお手柄に免じてひとつ、帳消しにしてあげちゃう……ってことでどうでしょうか？」

「…………」

「ね？　それがいいですよセンセ！　うん、そうしましょう！　ようし、春はる田たくんはこれにて無罪！　おめでとう！」

　ぱん、と手を叩たたいて、いかにも名案だというように森もりくんは立ち上がった。

「やあ、これで彼も喜ぶぞ！　いいですよねセンセ？　僕、さっそくみんなに伝えてきますね！」

　そう言って、肩を弾ませてドアに手をかけたときだった。

「……ダメよ……」

　うっそりと呟つぶやいた声が、森くんの背中を刺した。

「はい？」

「捕まえなきゃ……タージに連れてかなきゃ……あそこの良さを思い知らせなきゃ……」

　振り返った森くんはびくっと跳ねてドアに後頭部をぶつけた。

　なぜならば、成なり田たのその両肩には、すさまじいまでの怨おん念ねんがせめぎあいぶつかりあって渦を巻いていたからだ。

　ゴゴゴゴゴと効果音を発しながら、成田は立ち上がる。

　ブラックホールにも似た吸引力。もはや目を離せない森くんの前で、成田は――

「じゃなきゃ……私の……私の明日はやってこないのよォォォ―――――――――ッ！」

　絶叫。

　それは魂の慟どう哭こく。

　心が裂けて、血のしぶくような真紅の叫びクリムゾン・クライ。

　あまりの声量に生み出された衝撃波ソニツクブームが、職員室中のイスや机を洗いざらいなぎ倒していく。そしてそれは森くんとて例外ではなく、扉に叩きつけられてそのまま気絶してしまう。

　成田の身に何があったのかなど、彼は知るよしもなかったのだ。

『――ホストクラブより楽しいことなんていっぱいあるって――』

　許せない。

　成田の価値観における比類なき頂いただきを、あのガキは土足で踏みにじったのだ。

　是が非でもとっつかまえて、あのガキをタージ・マハルに引きずっていかねばならない。そしてホストクラブのすばらしさをあの寝ぼけた頭に叩き込んでやらねばならない。

　少なくともいまは、それが彼女の存在理由レゾンデートル。

　ゆえに。

　ことここにおいて、成田は一歩たりとて引き下がりはしないのだ。

「追うのよ……！」



　学校中のスピーカーが二度目の吼ほえ声ごえを上げたのは、その１分後だった。
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　黄こ金がね橋ばし学園校門そば――桜さくら坂ざかにて。



「なんか……増えてね？」

　後方を確認して、リクはぎょっとしながらそう呟つぶやいた。

　この傾斜のクソきつい坂の上から、雪崩なだれをうつようにして生徒の集団が転がり下りてくる。まさか急にマラソンを始めたわけでもあるまい。

　追っ手だ。

　すべて。

　こんなもの、撃退できるわけがない。こちらはリクとねこの二人。あちらはパッとみ百人ぐらいはいる。ボヤボヤしているとあっという間に飲み込まれて終わりだ。

　だが、まだ希望を捨ててはならない。

　この状況をひっくり返す、最後の手段……！

「はっはァ！」

　リクは最終兵器を取り出した。

　小ぶりの四角い箱。

　黒い紙製の包みに同じく紙製の抹茶帯が巻かれていて、いかにもな和菓子のパッケージである。こいつをイケニエにささげ、奥の手の召喚獣を喚よび寄せるのだ……！

　リクはグッフッフと笑って召喚呪じゆ文もんを唱えた。

「いでよ……貧ひん歯し目もくッ！」

　…………。

　しばらくして、丸まる鍋なべねこのベストの肩がもぞりと動いた。

「……それはもしや私わたくしのことで？」

　そこから現れたのは狙ねらい通り、例のぬいぐるみ詐さ称しよう動物、手乗りアリクイの姿だった。

「さあ！　お前の出番だぞ！」

「これはこれは……みなさま血ち眼まなこになっていらっしゃる」

「だろ？　だからいっちょ頼むわ！」

「ふん。なぜ私が」アリクイはせせら笑った。「ご自分で蒔まいた種ぐらいご自分で刈り取られてはいかがですかな？」

　リクは慌てなかった。

　和菓子っぽい箱をそっと地面に置き、

「……待たせたな」

「そっ……それはもしや？」

　アリクイの顔色が変わる。

「今日つきあってくれた報酬だ！　たぁ～だぁ～しぃ～……」

「た、ただし？」

「あいつらを撃退してか」「お任せあれェッ！」

　即答だった。

　むしろフライングだった。

　その眼めはにわかにギラギラと輝き出し、発作のように全身を震わせて、アリクイはいまこそとばかりに力を込めて自己アピールを始める。

「ふううううう……！　とくとご覧なされませ……！　この胸より湧わきいずる、清く正しく美しい正義の心をッ！　いまこそかの悪鬼どもを粉こな微み塵じんに打ち砕くときッ！」

「いや粉微塵はちょっと……」

　丸まる鍋なべねこの肩から軽やかに飛び降りて、アリクイはその気持ち悪いぐらいに長い舌でベロンチョベロンチョと空中をなぞった。何か文字を書いているらしいのだが、さっきから足あし下もとに飛び散っているそれはひょっとしてヨダレか？

「ぬふはははは！　正義！　正義ィ！」

　ジジッ……ジジジジジッ……

　リクの左右の地面に青白い光が這はい回る。

「見ませい！　この二点同時召喚を！」

「ふたつ？　マジで？　うおおおおお……！」

　まず左。

　光の中から小さな物体がいくつか舞い出てきた。

　ぶ～ん……。

　ぶ～ん……。

　その物体がリクの前をかすめて、リクはうわっとのけぞった。

「うわ！　蜂ハチかよ!?」

「その通り……！」

「これ……ちょっとヤバくね？　あっ、でもスズメバチじゃねーな。ちっちぇえし」

　たしかに牽けん制せいにはなりそうだな、と思っていた矢先、さらに光の中から直径50センチはあろうかという巨大なハチの巣が浮き上がってきた……！

「うおおおおド迫力！　こいつは逃げ出すしかねーぜ！　いいぞアリクイィ！　ヒャッホ―――――ッ！」

「まだまだァッ！」

　続いて、右。

　目の覚めるような青白い光の中から現れたのは……

「おあッ！」

　クマ？

　マジか。

　見上げるばかりのデカさ。全身を覆う茶色の毛。ぶっとい手足にごっつい爪つめ。

「今度こそヤバくね――――――っ？」

　やりすぎだ。

　日本最大級の哺ほ乳にゆう類るい――ヒグマ！

「おい！　これさすがにマズいだろ！　ヘタすると人死ぬぞ！」

　慌てふためくリクの前で、しかし――

　ヒグマは、くるっと左を向いて、蜂はちの巣を発見した。

「…………？」

　それから何をするのかと思えば――

　のっしのっしと歩いていき。

「…………」

　おもむろに、蜂の巣にチョップを食くらわせ。

「…………」

　割れたところに手を突っ込んで、ハチミツをペロペロなめ始めた。

「……………………」

　周囲を飛び回る蜂たちは当然お怒りで、『アタシたちの家に何すんのさ！』というカンジでぶんぶんヒグマに決死の特攻を仕掛けていく。ところがヒグマの野郎ときたらまるでハエか蚊でも追い払うように、空いた手でときどきぱちんぱちんと体を叩たたくだけでいっこうにこたえない。

「…………」

　これはその、いわゆる、同士討ちとかいう…………。

「………………」

　リクはくるうりと首を巡らせてアリクイを見た。アリクイは気まずげに目をそらし、

「……うむ……なんというか……あれですな……その……」

「っっっとによォ――――――――ッ！

　これだからアリクイはよォ―――――――――ッ！」

　ここぞとばかりヤンキーよろしくのしかかるリクである。

「おっ、お待ちを！　どうか挽ばん回かいの機会をっ！　ぬむむむむレロレロレロレロ…………」

　またもやベロで空中をなぞる。直視するとちょっとウエッてなるこの光景。

「お前……そのやり方どーにかなんねーの……？」

「ふんはアァァァァっ！」

　アリクイが慌てて用意した手。

　効果はすぐに表れた。

　追っ手集団の中から、突然パトカーのサイレンが鳴り響いたのだ。

『クオ―――――――――――――ンンン……クオ―――――――――――――ンンン』

　周りがびっくりして、音源を探す。

　サイレンは、一人の女子生徒のヒザから聞こえていた。

　ヒザがなんとナイフで切ったみたいにぱっくり裂け、そこから音が鳴っているのだ。

「やだあっ！　なにこれっ！」

　続いて、隣にいた男子のヒザも同じようにぱっくり裂け、

『そこの暴走車両そこの暴走車両、止まりなさい』

　警察の声。

　それを見て、リクは先日の出来事をまざまざと思い出していた。“〝呪のろい”〟の正体を確かめるために丸まる鍋なべねこにいらん手出しをしたとき――あのときは右手の指が順々に裂けて喋しやべり、しかもなんでだか夫婦ゲンカをしていて、あげく子供も絡んできて、結局家庭崩壊という悲惨な事態になっていた。

『ガッシャンッ！』

　そんなことを考えている間にも、車どうしの激突音が。

　あちこちのヒザが。

　もう、止まらない。

『おんどれらァ！　何さらしてけつかんねんッ！』

『っ痛つう……おやっさん大丈夫ですか……』

『あらァ？　誰だれか思うたら西にし署のスガさんやないっスかあ』

『くぉのガキどもォ……！　少年院ネンシヨー一回ブチ込まれたぐらいやとまだドタマのネジは飛んだままらしいなあ……！』

『いやいやオレらもね、好きでやっとるわけやないんですワァ。ちょォ他ほかのシマの連中にナメられとってねえ、ここらで一発、何やるかわからんとこ見せとかんとまたナメられるでしょう』

　なあに？　家庭崩壊に続いて今度は暴走族ですか？

『ンならお前らどうしでやっとれやァ！　見てみいコレ！　おろしたてやぞ！　まだ１５００キロしか走ってへんのやぞ！』

『ゆーたってウチのアホどもはもう火ぃついてますよ。ホラ』

『歩眼羅尼庵ポメラニアン参上じゃ――――――――――っっ！』

『ドゴォッ！』

『ミナミの暴走族ゾクナメんなやあああああっ！』

『グシャッ！　グシャッ！』

『やったるああああああああっっっっ！』

『ガッシャ―――――ンッ！』

　次々に破壊音を発するヒザ。大パニック。

　リクを追う――そんな目的なんてもう残らず頭から吹っ飛んでいることだろう。腰を抜かして気絶する奴やつ多数。自分のヒザを叩たたいてなんとか黙らせようとする奴多数。パニックのあまりガードレール（転落防止用）を飛び越えて斜面を転がり落ちていく奴若じやつ干かん名。

　そしていまだ鳴りやまぬヒザたち。

「……アリクイお前さー」前回（家庭崩壊）といい、今回（暴走族）といい……「テレビとか、見る？」

「“〝どきゅめんたりい”〟とやらを、よく」

　うんよくわかった。

「さて……お望みどおり追っ手を撃退してさしあげたわけでございますが……」

「わーかってるよ！　ホラ！　プレゼント！　ココ置いとくぞ！」

　地面に置かぬうちから飛びついてくるアリクイ。

「ホホォ！　ホホホォ！」

　目を血走らせ、ヨダレをはしたないぐらいにこぼしながら、包みのヒモをむしるようにほどいていく。

　と――

　坂の上から、また新しい集団が下ってきた。

「っ！　あれで終わりじゃなかったのかよ！」

　体力がありあまっているらしい、気絶している奴やつらの頭上をハードル走よろしくびゅんびゅん飛び越えて、さっきよりずっと数は少ないが――一難去ってまた一難。

「おいアリクイ！　もっぺんなんか頼むわ！」

　しかしアリクイは無情にも耳をぱたっと閉じてプレゼントの包みをがっしり抱え込んだ。もらうモノもらったら後のことなんて知ったこっちゃないらしい。

「ンにゃろう……！」

　蹴けっ飛とばす手間も惜しかったので、リクはそのまま丸まる鍋なべねこの手を引いて身を翻ひるがえす。

「あ……」

　――すんませんねー。もう少しおつきあい願いますよっと。

　走り出す。

　手と手を繋つないで。



　背後から、包みを開けたアリクイの女子高生みたいな黄色い悲鳴が響いた。

　ま……、喜んでもらえて何よりだ。
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　ところ変わって、体育館。



　さきほどの騒動にも一段落ついて、ようやく主導権を取り戻した生徒会長が改めてマイクを握っている。

『さーようやくハプニングも収まりましたね。じゃー続けて銅賞から発表していくよ

～！』

　拍手と口笛の中で、ひとり、壇上とはまったく違う方向を向いている人物がいた。

　蘭あららぎひょうである。

　二階観客席、その最後部。貼はりついた窓から亀かめみたいに首を伸ばして、彼女はくだんの逃走劇の一部始終を目撃していた。

「リク……！」

　いい加減トサカに来ていた。

　しっぽまでアンコの詰つまったタイ焼きはうれしいが、しっぽまでハプニングの詰まった学祭なんてありがたくもなんともない。なのにワーワー楽しそうに騒いでる人たちもいて、正直頭がおかしいんじゃないかと思う。



『学祭賞銅賞、一年ゾウさん組、【闘魂スクエア】！

　人呼んで黄金橋高バシコーのプロジェクトＸ！　数々の困難を乗り越え、実現にこぎ着けたそのアグレッシブな姿勢が評価のポイントでした！　おめでとう！』

　パチパチパチ――――



　それにしても……

　今日はいろんなことがありすぎた。

　リクの丸まる鍋なべねこ強奪に始まり、ジャック、天上カジノ、チカとのガチバトル、そしてこの大脱走……。いい加減頭がパンクしそうだ。



『続けて銀賞、二年ウサギさん組、【フリースタイル】！

　こちらは最初のトッピング路線から急きゆう遽きよ作戦を変更し、王道タコ焼き一本に絞ってそこから売り上げを爆発的に伸ばしました！　当日、しかも途中から作戦変更なんてなかなかできるもんじゃありません！　その土壇場の機転と、それによる成功を審査員は高く評価しました！　おめでとう！』

　パチパチパチ――――



　しかしこの頭というやつは意外にベンリにできているらしく、パンクの黄信号を受け取るやことをもっと単純シンプルに組み替え出した。

　あれはいらない。これも考えなくていい。頭の中で様々な要素が省かれていく。するとどうだ。とってもカンタンなひとつの答えが浮かび上がってきたではないか。



『さあてそれではついにっ……お・待・た・せ・いたしましたあっ！　本年度学祭賞金賞はっ、三年ウジムシ組、【百も舌ずの早はや贄にえ】―――――っ！

　評価の分かれ目はなんといってもその売り上げ！　どんな手を使ったかは知らないが、焼き鳥をたった一日で40万円分も売り上げるなんてただ者じゃない！　これは過去の学祭の中でもダントツ一位の数字です！　自慢していいぞ！　もってけ金賞！　おめでと――――！』

　ぱらぱらぱら――――（まばら）



　安心した。

　きっと世界は自分が思うよりずっと単純シンプルにできている。

　今日起こったこと。それはすなわち、

『リクが色々周りに迷惑かけて、女の子を引きずり回して逃走中』

　ということ。

　それは良いか悪いかで言ったら確実に悪いことで、リクのそういう行動に対して自分が何をすべきかといったらそりゃあもう決まっているわけで。

　だから。

　やっちゃえばいいのだ。いつものように。

　やっちゃおう。そうしよう。

　……キュイイイイィィィンン――――



　　　　虐殺モード―――――――――――――――――ＯＮ。
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　体育館前、桜さくら坂ざかにて。



　重い体を引きずって、カミラは懸命に禍ね姫こを追いかけようとしていた。

『はあっ、はあっ、たしか、ここ、を、下って、いった、の、よ』

　あれだけボコボコにやられたのだからムリもない。体力なんてとうの昔に尽き果て、いまや彼女を動かしているのは気合と根性だけだった。

『カ、カミラ、まだ追うの？　ぼ、ぼく、もう、けっこう、ボロボロ、なんだけど』

　少し後ろでは、同じくボロぞうきんになった金髪少年ハインツが足を引きずり引きずりついてきていた。

　こうして二人並ぶと、まるで砂漠をゆく旅人のようだ。しかしここはまぎれもなく高校の敷地内であり、風景とはそぐわないこと夥おびただしかった。

　カミラは禍まが姫ひめを回収しようなどとはもう考えていなかった。さっさとブチ殺してさっさと帰ろう。それだけだった。

　最後の根性を燃やして坂を下る。

　なぜか、生徒たちの体がたくさん転がっていた。みんな気絶しているようだ。

「ミナミのゾク、怖い……」と呟つぶやいて最後の一人が気絶した。

　何があったのだろうといぶかりながら、彼らを踏まないように通り抜ける。

　坂の終点には校門が見えており、人ひと気けがないところを見るとどうも禍まが姫ひめは外に逃げ出したらしい。

　捜し出すのはかなり骨だと思いながら、しかしもっと骨なイベントがすぐ脇わきに待ちかまえているとは想像だにしていなかった。

　ぬうううううううん…………。

　突如として立ちはだかった大きな影。

　それを一目見た二人は揃そろって『びくゥ！』とした。

　なぜ。

　クマ。

「…………」

　目。

　目が、合ったよ。

　デカい。

　クマ、超デカい。

　高さなんてカミラの倍ぐらいある。横幅なんて５倍ぐらいある。立っているだけで押し潰つぶされそうな威圧感。まるでぬりかべである。

　そしてその傍かたわらにはなぜか二つにカチ割れた蜂はちの巣が転がっており、周りには無数のミツバチの死し骸がいがぽとぽと落っこちていて。

　クマは「ごちそうさまでした」とでも言うように唇をペロリとなめて、これまたデカい手でぶぉりぶぉりと腹を掻かいた。

「………………」

　そのあとおもむろに、手で素振り開始。

　ぶん。ぶん。ぶん。

「………………」

　なんだろう、このシチュエーションは。

　まるで「どれ、ちょっくら腹ごなしの運動でもやっとこうかい」と言っているようではないか。

　ちょっと待って？　誰だれと運動？　何を運動？

「…………」

　二人は揃ってぎょっくんと唾つばを飲み込んだ。

『…………は、ハインツ』

『……カミラ、ぼ、僕、いま、すごくコワイ』

　いつの間にか繋つないでいた手を震えんばかりに握りしめて、二人はもう顔面蒼そう白はく。

　周りを見渡したとて助け船などあるわけがなく。

　ロイヤルゼリーをたっぷり補給したクマはもう元気いっぱいで。

　そして二人はボロボロで。

　絶体絶命学校。

　しかし。

『カ――』

　そこでついに腹を括くくった奴やつがいた。

『カミラはっ……！　僕が守るんだッ！』

　小さな体で度胸一発、ハインツがクマの前に敢然と立ちはだかる。

　おお、なんて勇ましい兵隊ジヤツクさん。たしかに体は震えているけれど、打つ手もほとんどないけれど、それでも彼女を守らずにはいられない。小さくてもかわいくても、やっぱり彼はオトコノコなのだ。そしてオトコノコはオンナノコをマモルものなのだ。

『だ、だいじょうぶだよカミラ！　ぼ、ぼぼ、僕がいるんだから！』

　それいけハインツ。がんばれハインツ。ここが男の張りどころ！



『えやああああああ――――――――――――――――――――――――――――っ！』

　オトコノコの気合が、桜さくら坂ざかに谺こだまする。



　　　＊＊＊



　学外――細い路地裏のひと隅。



　ようやく座ることができた丸まる鍋なべねこは、ふうふう息をついていた。

　ブロック塀の作った日陰。道の片端には苔こけむした細い側溝が通っていて、冷たそうな水がとめどなく流れてくる。真っ青な空はセミの声をあれだけ吸い込んで小揺るぎもせず、そうかこれが夏の空かと妙な感慨に浸らせてくれる。

　ブロック塀に背中を預けて、ひと息。

　リクに手を引かれて路地裏に飛び込み、方角もわからないくらいあちこちジグザグに走って、ようやく追っ手を撒まいたはいいけれど。

　体中が熱い。心臓が破裂するんじゃないかと思うくらいに脈打っていて、顔も多分まっかになっている。足だってガクガクだ。慣れないことはするものじゃなかった。

　隣のリクは「あっちー……。つっかこんなモン着てっからあちーんだよ！」と上着を脱ぎ捨てている。

「あ、あの」

　二人きり。

　その事実が、彼女を少し饒じよう舌ぜつにさせた。

「あの、お、お返し」

「ん？」手をうちわ代わりに扇あおぎながら、リクはこちらを見た。「お返しって何だ？」

「何か、お返ししたいの」

「変な奴やつだな。おれは今日一日中お前を拉ら致ちってあっちこっち引きずり回してただけだぞ？」

「うん、でも」

「でも？」

「ありがとう」

　心地よかった。ずっと。

　イヤだとか、不快だとか思ったことは一度もなかった。

　初めに連れ去られたときも、びっくりはしたけれど、不安には思わなかった。

　だって、彼は何もなしにただ人に嫌がらせをするような人じゃないから。

　少なくとも、みんなを楽しませようとしていることは知っていたから。

　少し前に、教えられたから。

　そして、今日も。

　だから、笑顔すら見せられない自分は、せめてもの気持ちを込めてこう言うのだ。

　ありがとう、と。

「……変な奴」

「やっと言えたの。あのときも、言いたかったの」

　この間の、学祭看板かち割り事件。無実の罪をかぶった自分を、リクは思わぬ方法で救ってくれた。彼がゲットしてきた才さい翁おう屋のタコ焼き鉄板を、こちらの手柄にしてくれたのだ。おかげで自分はいったんはじき出されたクラスの輪の中に戻ることができた。

「ああ！　あれはその、なんだ、なんだろうな！」

　急に何やら照れ出してがしがし頭を掻かくリク。

「いやちげーんだよ！　お前その、勘違いすんなよ？　なんか、アレだよ！　とにかくちげーんだよ！」

　何を慌ててるんだろう。何を否定してるんだろう。

　ヘンなひと、と思った。

　人に親切にするのが好きで、お礼を言われるのがニガテだなんて。

　本当に、ヘンなひと。

　だからこそ、もらいっぱなしというわけにはいかなかった。

「だから、何かお返し」

「うーん、じゃーあー………………そだ、これ引っ張って」

　そう言って渡されたのは、ゲームのコントローラーだった。さっきヌンチャクにして振り回していたアレだ。まだ結び目はほどいていなくて、ヌンチャクのままだった。

「これを……引っ張るの？」

　わけがわからない。

「あっ、まだやんなくていい。ちょっとそっち行って…………そうそう。そこでしゃがむ。……ＯＫ！」

　誘導されたところはＴ字路の付け根のところだった。タテ棒をまたぐように二人で陰に潜んでいるという配置。これは……もしかして……。

　……誰だれかの足音が聞こえてきた。

　走っている。どんどん近づいてくる。ひとりじゃない。でも数は多くない。３人。いても４人だろう。

　追っ手だ。

「ほら、来たぞ？　準備はいいか？」

　頷うなずいた。この状況。やることはひとつだ。

　足音が大きくなって、もうすぐそこまで迫ってきていて、そしてまさにいまこのＴ字路にさしかかろうというとき――

「せーのー……せっ！」

　二人でコントローラーコードを引っ張った。

　彼らの足あし下もとに、突如として引っかけワナが出現する！

「うわっ！」「おうっ！」「どわああっ！」

　狙ねらい通り！

　３人が３人ともいっぺんに足を取られて前倒しにスッ転んだ。

　そして正面には、あつらえたように壁が――

　激突。

　……きゅ～……。

　あっという間に折り重なって気絶した三人だった。

「わはははは！　ざまみろ！　わははははは！」

　ひとりの頭をペシペシ叩たたいて高らかに笑うリク。本当に楽しそうだ。

「さんきゅなっ！　助かった！」

　さんきゅ、と言われて、うろたえてしまった。

　だって、まだ何もお礼をしていないのだ。なのに逆にお礼を言われている始末。焦った。何かしなければと思った。

　だから何かを探した。それが何かすらわからないのに、頭の中を懸命に探った。

　そうして見つけたのは、ほんの小さなこと。

　お礼だなんて到底言えそうもないほど、小さなこと。

　でも、他ほかに思いつかなかった。

　ガクサイジャックの宣言後、空き教室に待避して、彼はこんなことをやっていた。

『やるぜぇぇっ！　ガクサイジャック！　お――――――――――――――ッッ！』

　あのとき、やらなかったことを。

『いやあちがうなあ、ちがうちがう。こうやるんだぜ』

　彼のようには、いかないけれど。

『ほらやってみ！　お――――――――――っ！』

　大丈夫。彼はきっと笑ったりなんかしない。だから勇気を出して。

「お、」

　右手を空に突き上げて。口を大きく開いて。さんきゅな、の返事を。思い切って。さあ――



「おうっ」



　…………。

　後悔した。

　なんでこんなにかっこ悪いのだろう。声は小さくて弱々しくて、腕はちゃんと伸びきってなくて、おまけに背中がまるまっている。まるで招き猫だ。情けない。

　おそるおそるリクの顔を窺うかがって、また後悔した。

　まさかこの自分がこんなことをやるなんて思ってもみなかったのだろう。こういう顔に使う慣用句を、最近本で読んだ。ええとたしか、そう……『ハトがマメデッポーをくらったようなかお』。

　やらない方がよかった……

　と沈んだのもつかの間。

　おや？　ぽかんとアホみたいに開いていたリクの口が、徐々に違う形を取り始めた？

　少しずつ、少しずつ唇が引かれ、ニヤニヤした笑みに様変わりしていく……。

「にひひ……！」

　やがてその顔は、『おかしい』と『うれしい』をまぜこぜにしてパンパンに膨ふくらませたような表情になった。

　と思うや、

　ガッ！

　いきなり頭を手で掴つかまれ、さらにぐしゃぐしゃかき回された。

　ものすごくびっくりした。

「ぁわ、な、なに」

「よくできました！」

　そう言われて初めて、これは撫なでられているのだと気づいた。乱暴な手つきだったが、不思議と悪い気はしない。

　温かさが体中に広がっていく。やっぱりだ。受け入れてくれた。よかった。彼の前でなければとてもできやしなかった。

　今日あちこち引きずり回されてわかったこと。リクはいろんな人と友達で、いろんな人に気に入られているということ。

　いま、その理由がちょっとわかった気がした。

　彼は否定をしないのだ。他人のやることを――それがどんなにバカなことであろうと

――なんでも面白がって、なんでも受け入れる。何をやっても否定されない、バカにされないというのは想像以上の安心感で、だからこそ自分もこんな、ふだんは絶対にやらないようなことまでやってしまったのだ。

　誰だれも、何もバカにしないひと。

　なんて、すてきなひと。

　そんなひとに撫なでられている自分。

　ほのかな幸せが、胸に湧わく。

　そのとき遠くのブロック塀が吹っ飛ばされることがなければ、きっといつまでも撫でられていたことだろう。

　急転。

　平和な時間は、突如として終わりを告げる。

「リ　ク　？　　ど　こ　か　し　ら　？」

　魂を刈り取られそうになった。

　地獄の底から這はい上がってくるような声。

　ズゥ――ン、ズゥ――ンと地響きを響かせて、ビルの合間から現れたＧＯＤＺＩＬＬＡのごとく塀の中から現れたのは他ほかでもない……ああ、あれは……！

　あれだ。あれこそが、人類の英知のすべてをかけて生み出された究極の虐殺怪獣――――アララギザウルス……！

　禍まが々まがしい姿だった。

　天に向かって立ち上るドス黒オーラ。直上に伸びていた電線が、オーラに触れたとたんに腐って切れた。その眼光は鉄板に穴を開けるほどにすさまじく、口からフシューフシュー吐いている白い息にあてられた雑草がみるみる黒く縮んで枯れてゆく。

　しかも……さっきから何かクッションじみたクソデカい茶色の塊を引きずっている。その塊の正体に気づいたとき、ねこは卒倒しそうになった。

　ヒグマだ。

　じいが間違えて召喚したあのヒグマ。

　４００キロはあろうかというその巨体を、なんと、まあ、あの細腕一本で。

　いやいやそれ以前に。

　まさか倒したのだろうか。ヒグマを。ひとりで。素手で。

　隣でリクの喉のどが鳴ったのが、はっきりと聞こえた。

　狩ったばかりのヒグマをどさりと手放し、巨獣・アララギザウルスが、ゆぅっくりとこちらに……顔を……向ける……。

　突風が吹いた。

「い　た」

　……総毛立った。

「うわああああっ！」

　リクがとっさに持っていたコントローラーを投げつけた。

　女の子に向かって何をするの、と言いそうになったが、ヒットする直前、コントローラーは空中で音を立てて蒸発した。

　…………。

　納得した。

「うああああああ…………！」

　リクが恐怖のあまり小便漏らしそうな顔になっている。

「あっちのモードになってるぅ……！　おれ……引きちぎられちゃうぅ……！」

　引きちぎる、という言葉のチョイスがあまりにリアルで、ねこは思わず青ざめてしまった。そうして気がつくと、リクが自分の後ろに隠れている。

「あ、あの……」

「お礼！　お礼して！　いまして！　あいつから守って！」

「…………」

　無茶だ。

　たしかにお礼はしたかったけれど、いくらなんでも荷が重すぎる。アスファルトを踏み砕いて近づいてくるあの人を相手に、この自分が太た刀ち打うちできるわけがない。

　彼ひ我がの距離がそろそろ２メートルを割ろうかという頃ころになって、アララギザウルスはふっとその歩みを止めた。



    

  
    
      



    

  
    
      「ま　る　な　べ　さ　ん　？」

「は、はい」

「ち　ょ　っ　と　ど　い　て　く　れ　る　？」

　お礼――

　迷わずに道を譲った。

　ごめんなさい。

　すでに腰を抜かしてへたり込んでいたエモノの姿が、白はく日じつの下もとにさらけ出される。

　その顔といったらもう見ものだった。つつくと目玉がこぼれるんじゃないかと思うほど目を見開いて、ナイアガラの滝みたいな汗をかいて、ぱっかり開いた口からはそろそろ内臓のひとつやふたつ出てきそう。

「おおおおお前！　裏切ったなあああっ！」

「ごめんなさい……」

「あああ謝ってすむんだったらなああっ……おおおおれはととととっくに土ど下げ座ざしてるぞおお……！」

　ズゥ――ン、ズゥ――ン。

「あああ……」

　ズゥ――ン、ズゥ――ン。

「あああああ……」

　ガッ――



　……引きちぎられたかのごときその悲鳴は、あまねく三さん千ぜん世せ界かいに響き渡ったという。



　　　＊＊＊



『な、なんだったんだろう、いまの……』

　ついさっき目の前で起こった光景に、ハインツはただ腰を抜かしていた。

　見ればあのカミラも呆ぼう然ぜんとしたままへたり込んでいる。

　すごかった。

　ハインツがいままさにあのクマに無謀な戦いを挑もうかというとき、横からスッ飛んできた人影。そいつはあろうことか跳とび蹴げり一発でクマを向かいの建物まで吹っ飛ばし、あわれ気絶昏こん倒とうしたクマをバッグか何かのように引きずってあっという間にどこかに消えてしまった。

　あれがはたして本当に人間だったのか、ハインツにはちょっと自信がない。

　ともあれ、最大の危機を乗り越えた二人は、揃そろって安あん堵どの息をついたのだった。

　……体育館から、何やら声が風に乗って聞こえてくる。



　――はい！　それではこれにて授賞式を終わり……うん？　少々お待ち下さい？　ここで何やら資料が……――



「……ん？」

　そこで、ハインツはあることに気づいた。

　２メートルくらい先のところで、妙ちきりんな動物が黒い箱をごそごそ漁っている。



　――おおっ！　なんとこれは！　……どうやら学祭賞の順位が覆ることになりそうです！　みなさんこれをご覧ください！　……って言っても見えないか……。ええとですね、いま入った情報によりますと、なんと金賞の３年ウジムシ組が不正をはたらいていた証拠が発見されたのです――



　ハインツは服を着ている犬猫は見たことがあるが、燕えん尾び服ふくを着ている動物を見るのは初めてだった。しかもかなり小さい。手のひらサイズだ。ネズミか？　その動物はハットをかぶっていて、そばにステッキが落ちていて、全部合わせるとかなり本格的な装いをしていることがわかる。

　しかも、ビックリ。

　こいつ、喋しやべった。

「おほぉ！」

　ハインツはびくっとした、そういう鳴き声なのかと一瞬思ったが、

「羊よう羹かんんんんんんんん！　愛いとし君きみの名な羊羹んんんんんんん！」

　こんな空耳すぎる鳴き声などあるわけがない。

「すばらしい！　まったくもってすばらしいプレゼントですぞおおおっ！　私、この発想は思いつきませんでした！　柿羊羹だけでも十二分にありがたいというのに、まさか、まさか……」

　なぜ動物が言葉を喋るのかとか、なぜそんな服を着ているのかなど気になることはそりゃもうたくさんあったが、まずはその箱の中身だった。

　さっそく気づかれないように近づいて、そっと覗のぞき込む……

「――うぷっ！」

　吐きそうになった。

　なにあれ。

　なにあのおぞましいもの……！

　本体はたぶん、この動物が言ってたヨーカンとかいうやつだ。

　ヨーカン。

　アリがびっしりたかったヨーカン――――！

　その気持ち悪さといったらもう相当なもので、あまりのアリの多さにうぞうぞと蠢うごめき波打つ黒山のごとき様相を呈している。正直、直視するのも難しい。

『……それで、何？』

『ダメだよカミラ！　見ちゃダメ！』

『うるさい離しなさい。よく見えないで……ひっ！』

『ほら！　だから言ったのに！　あっ、でも抱きついてきてくれてうれしい！』

　この状況でよろこぶハインツと、彼の腕の中でおののくカミラ。二人の見ている前で、手乗りアリクイは幸せいっぱいの顔でプレゼントをむさぼり食くうのだった。

「この、アリの苦さと！」

　れろん。

「羊よう羹かんの甘さが！」

　れろるん。

「まさしく渾こん然ぜん一体！」

　ペロペロペロペロ――――

「これぞビター＆スイート！　ビタァァァァ、エン、スウィィィィィトォォッッ！」

　…………。

『何言ってるの？　訳して』

『えっと……あんまり訳したくない……』

『なによ生意気。ハインツのくせに』

『カミラも覚えようよ。ニホン語』

『いやよ』

『だってどのみち必要でしょ？　僕たち、禍まが姫ひめをなんとかしないと帰れないんだよ？』

『…………』

　むくれるカミラは、ハインツの腕の中にいることにまだ気づかない。



　――その内容とは、ずばり予算オーバー！　高校の各出し物の予算は一律１万４０００円と決まっています！　ところが先ほど発覚した事実によるとウジムシ組、どうも保護者の方々に出資してもらって莫ばく大だいな予算を手にしていた模様！　その総計！　うわっ！　その総計なんと！　ろ、６０５万７０００円――――っ！

　お前らバカじゃねえの！　こんだけありゃセルシオだって買えちゃいます！　ていうかココ焼き鳥だろ！　いったい何に使ったんだ！　とにかく失格！　しっかぁ―――くっ！



『――ね！　このまま帰ってもどうせ居場所なんてないんだからさ！』

『……なんでそんなにうれしそうなの？』

『うん？　そんなの決まってるじゃないか！　カミラといっしょにいられるからさ！』

『……よくそんな恥ずかしいことを堂々と……』

『カミラ、好き！』

『うるさい！　…………ちょっと！　なに抱きついてるの！』

　ようやく気づいたようで、カミラは身をよじって腕の中から逃れようとする。

『え～？　自分から抱きついてきたくせにぃ？』

『たまたまぶつかっただけじゃないの。ほらさっさと』

　強い視線を受けて、ハインツはいかにも名な残ごり惜しそうにカミラを手放した。

『まったく……』

『ねえねえ、カミラは僕のことどう思う？』

『うるさい子』

『あははっ』

『なんでそこで笑うの』

『カミラ、大好き！』

『もう……意味わかんない……』

　

　――ハイッ！　とゆーことで、トップが失格になったので順位は繰り上げになります！　三位には次点の一年おうまさん組【サラマンド学園店】が！　二位には三位だった【闘魂スクエア】が！　そして一位は二年ウサギさん組【フリースタイル】ゥ―――――ッ！

　おーめでとぉ――――――――っ！

　

　盛大な拍手の音が、学園中に降り注ぐ。

　今年の学祭が、終わろうとしている。

　林の中の大合唱はいつの間にか収まりを見せ、残ったアブラゼミとツクツクボウシの中に少しずつヒグラシの声が混ざり出す。日差しはすでに傾いて、道行く人の影は長く長く。

　素晴らしき日曜マーベラスサンデーが、ようやく暮れていく。



    

  
    
      
6th Gate　“〝Never Say Die”〟





　二日後、高等部二年ウサギさん組に二人の転校生があった。



　登校時にはもう目撃した奴やつがいたようで、彼ら彼女らが口々に「カワイイ！」「どっちもカワイイ！」と言うものだから、まだ朝８時だというのにすでにしてクラスは興奮気味。

　興奮といえば、このお祭り男、春はる田たリクだって負けてはいなかった。右手一本で机をガタガタ揺らしながら、

「なあなあ！　どんなコかなあ！　やっぱ髪はセミロングかなあ！　茶髪かなあ！　キャミとか着てんのかなあ！」

　予測でもしているのかと思いきや、どっこいただ好みを並べ立てているだけである。

「広島出身かなあ！　あっ博はか多た弁でも、じゃなくて福岡出身でもいいや！　『じゃけ』とか『っと？』とか聞きたい！　きーきーたーいー！　あっ、そこダメッ、痛い痛いひょう！　もっとやさしくしてっ！」

「黙れ豚」

　後ろのひょうが言った。

　朝っぱらからいったい何をやっているのかという人もおられようが、別にイチャイチャしているわけではない。これはれっきとした治療なんである。リクの腕や首にありありと残った痛そうな歯形に、ひょうがマキロンを染み込ませたガーゼをポンポンしているだけ。

　……歯形？

　イエス、歯形。

　これ、全部、ひょう。

　というのも先日の学祭で、ふとしたことでちょっぴり小粋なモードに切り替わっちゃったひょうが、いつもの殴る蹴けるでは飽きたらずリクに噛かみ付きまくってしまったのである。

　そのときはそのまま帰ったのだが、ひょうは翌日（振り替え休日）いきなり家におしかけてきて、ドデカイ救急箱をリクに突きつけ、リクの人権を蜂はちの巣にするがごとき暴言で「あたしに看みさせて（超意訳）」というようなことを喋しやべった。「いやこんなの大丈夫だって」とリクは断ろうとしたのだが、その「いや」のあたりでひょうがみるみる涙目になったので、ありがたくお世話になることにしたというわけだ。

　そこでようやく前のドアが開いて、担任の鳴なる子こ花はな三さぶ郎ろうが入ってきた。マジメなひょうはさっと自分の席に戻っていったが、彼女を見た鳴子が一瞬ビクッとしたのは気のせいか。

　鳴子が一言も発しないうちから、チョーシこいた生徒全員によるシュプレヒコールが始まった。

　てっんこっうせい！　てっんこっうせい！　てっんこっうせい！

「……なんだもう知ってるのか。えー、じゃあこれが静まったら紹介」ピタッ。「しようかなって…………うん……俺おれはそんなゲンキンなお前らが大好きだよ……。よーしじゃあ入っといでー」

　鳴なる子この手招きに応じて現れたのは、さらっさらの黒髪をした二人の少女だった。

　ひとりはカワイイ系。

　ひとりは美人系。

　どっちもとびきりの上玉だった。

　女子ははやくもキャーキャー声を上げ、男子は無言で生なま唾つばを飲み込んでいる。

　しかし……。

　窓まど際ぎわ前から二番目の席で、リクはしきりに目をこすっていた。あれ？　あいつら？

　彼の目には、どう見ても、どォ――――見ても、あの二人にしか見えなかったのだ。

　一応確認。

　後ろの丸まる鍋なべねこを見てみる。

　……あ、やっぱり。ぎょっとしたような目で二人を見ている。

　髪の色こそ違うものの、あいつらはまぎれもなく、丸鍋ねこを狙ねらってきた刺客だった。その証拠に、美人系の方がこちらにボクサーみたいなガンをつけてきている。

　カワイイ系の方はまったく気にしていないのか、黒板にすらすら自分の名前を書いて、すらすら喋しやべった。

「浅あさ海み碧みどりです！　よろしくお願いします！」

　ハキハキ快活。元気そうでとても印象がよろしい。

　しかしクラスはにわかにざわめき出した。

「いまの声……男……？」

　微妙なセンだったが、どちらかというと……

　浅海碧ははっきり頷うなずいた。

「はいっ！」

「男かよっ！」

　リク以外の男子がいっせいにツッコんだ。

「よく間違えられるんです……」

　ちょっとは気にしているらしい。

　そんな彼を凝視しながら、いいやアリよ……全然アリだわぁ……と不穏なヨダレを垂らしている女子多数。たぶん、ライオンと肉の関係だと思われる。

　続いて、美人系。

　浅海碧が二ふた言こと三み言こと耳打ちすると、彼女（こちらは正真正銘の女だ）は小さく頷き、丸鍋ねこに向けていた視線を外して黒板に向き直った。

　白チョークをじっと見つめ――浅海碧がそうそうと頷いている――こいつチョークを見るのも初めてか？　その両肩に並々ならぬ緊張を乗せ、黒板を睨にらみつけながら……満を持して、いざ、一筆入魂！

　――――

　どぎぎぎぎぎい――――

　クラス中が、いっせいに耳を押さえてのけぞった。

　やめてー。

　とめてー。

　音響兵器じみたチョーク音を響かせながら、彼女はやっとこさといった感じで六つの文字を書き上げる。そんでこれがまたへったくそな字で、



　あ　ら　Ｊ　ｅ　と　ら



　あら・ジェ・とら？

　全員が首をかしげる前で、彼女は自己紹介をした。

「あら、し、ノ、とら、でス」

　……ものっそいカタコトだった。

　その隣で、浅あさ海み碧みどりがかいがいしく漢字を書き足している。



　嵐あらし野のとら



　あらしのとら。

　ということは、ははあ、あの“〝Ｊ”〟は“〝し”〟なのですね？　そして“〝ｅ”〟は“〝の”〟なのですね？

　…………ひらがなすらおぼつかない高二とはこれいかに。

　さらに彼女は、疑いを持った生徒たちにトドメを刺すように、同じくものっそいカタコトで、

「ニポン、じン、でス」

　…………。

　ド墓穴。

　ウソだ……。絶対ウソだ……。あちこちでそんな囁ささやきが飛び交う。この雰囲気。誰だれもが言いたい。指を指して言いたい。『お前はウソをついている！』けれど言えない――遠慮しがちな、これぞ我らが愛すべきニポンじン。

　担任の鳴なる子こ花はな三さぶ郎ろうまでもが「そ、そうか！　日本人なんだよな！　そうだよな！　あはは！」ともはやフォローでもなんでもない何かを口走っている。

「まあ、それはおいといてだ！」

　ええ？　おいといていいの？　という皆の視線を勢いオンリーで振り切って、「二人の席はあそこ！」と窓まど際ぎわ＆その隣の列の一番うしろを指した。

　先頭を切ったのは女の方で、机と好奇の視線の間をかきわけてまっすぐリクとねこの方に向かってきた。

　うわーやべーと内心焦ってるリクの前に仁に王おう立だちして、ぼそっと、

「あきらめ、ぬ」

　やっぱりカタコト。そしてなぜかラオウ口く調ちよう。

　しかしその内容はといえば、正面切っての宣戦布告に他ほかならなかった。見ていなさい。彼女をいつか引っさらうその日まで、私は諦めはしないネヴアーセイダイ。

　うしろの丸まる鍋なべねこにも一言呟つぶやいて、彼女はようやく通り過ぎた。

　さらにもう一人、浅あさ海み碧みどり。

　こっちの方は終始にこやかな笑顔のままで、リクとねこの両方に向かって「仲良くしよーね！」と両手を振った。こちらはなんとなく無害そう、というよりあんまり深く物事を考えないタイプに見えた。

　嵐あらし野のとらは丸鍋ねこの二つうしろ、つまり窓際最後部。浅海碧はその隣。

　やっかいなことになっちまったなあ、と思ってうしろを見ると、丸鍋ねこまで不安そうにこちらを見ているではないか。

　そんな目をされたら、もう、ねえ？

　ほとんど反射だった。

　唇を引いて笑顔を浮かべ、小さく胸を叩たたく。

「大丈夫だって！　おれがいるからな！」

　とかって、ああ、

　言っちゃったよ。

　おれ言っちゃったよ。

　言っちゃったけど、でもまーなんとかなるんじゃねーのとか、実際これまでなんとかなってきたんだし、大丈夫だって、と自分に言い聞かせるそばから丸鍋ねこがいかにも信頼を寄せてそうな目でこっくり頷うなずくもんだから、これはもうなんとかするしかないのである。

　なるなる。なんとかなる。

　だって、空はこんなに晴れきってるし。

　あいつらだって、一回撃退してみせたし。

　今度だって、きっと。

　今日も晴れ。明日も晴れ。こうやって自分が笑顔でいるかぎり、世界はずっと晴れ続けているに違いないのだった。



　見下ろした校庭の花壇では、高く背を伸ばした向日葵ひまわりが風に揺れている。



〈了〉



    

  
    
      
あとがき



　本来ならば私はこの場をお借りして、前回のあとがきで申し上げた『七なな位い連れん一いちモテモテ化計画（仮）』の途中経過をお伝えする予定でした。しかし今回、まことに勝手ながら急きゆう遽きよ予定を変更しまして、ＭＦ文庫Ｊの先輩である某先生についてお伝えすることにいたします。

　あれは忘れもしない８月１８日、秋葉原の誇る巨大建造物ＵＤＸの中で開かれる『グレンラガン展』を見学にいったときのことでした。ブースのとある場所で、はたと足を止めた彼。何かお気に召しましたか、と尋ねようとして、私はしかし次の瞬間にはその言葉を飲み込んでいました。彼の見つめる先にあったもの、それは……『ティア・ノート・ヨーコのおっぱいマウスパッド』……！

　しかしなんという瞳ひとみ。その猛もう禽きんの如ごとき鋭さ。触れれば切れるであろうことは想像に難かたくありません。ああ……。そうなのですね。ええ、ええ、存じておりますよ。あなた様は雄ですもの。勇ましい雄ですもの。たとえおっぱい星人であったとしていったい何の不思議がありましょう。水が高きから低きに流れるごとく、形あるものみな滅びるごとく、それはまごうことなき『摂理』と呼ばれるものであります。さあ、迷わずにお買いなさい。本来の用途も忘れて心の赴くがままに揉みしだきなさい。

　しかし――しかし、です。この考えが間違いであったことを、私は彼の次のセリフによって知るのです……！

「これ……比ひ嘉がくんに買ってったら、あのおっぱいパッドと交換してくれるかな……」

　ギャルゴ３のあとがきが稲妻のように脳裏を走りました。かの比嘉智とも康やす王国の誇る至宝、極上おっぱいパッドを巡って血みどろの戦いを繰り広げた二人。一度は敗れたものの、彼はまだ諦あきらめていなかったのです。彼が欲していたものはそこいらのおっぱいパッドではなく『比嘉専用パッド』だったのです！　一途な思いに胸を打たれ、私は思わず涙を、

「すみませ～ん、それ、九月まで売ることできないんですよ～」

　…………………だそうですが。三み浦うら勇いさ○雄お先生。

　なぜ私がこのような『先輩をいじる』暴挙に出たかといいますと、ギャルゴ３のあとがきを読まれた彼が「俺おれが十冊もかけて積み上げてきたイメージが！」と大変お嘆きになっていらしたのがそもそもの発端です。目の前で、今にも崩れそうにグラグラ揺れているジェンガ。見て見ぬふりは到底できず、しかし触れればそのまま崩れてしまいそうで、こんな無力な私にできることといえば、涙を呑のんで――――それいけローリングソバット。



　ぱこ様。今回ももう……！　皆様どうぞこの表紙をご覧下さい。グラサン美少女です。趣味です。何か？　担当様、今回も大変ご迷惑かけましたが何か？　それが何か？



七位連一（厚顔無恥）



    

  
    
      　著者

　七位連一（なない・れんいち）

　『地を駆ける虹』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧佳作＞∨を受賞。

　　戦地で最も重宝される調味料は醤油ではなくカレーだそうで。とにかく何にでもかければ食べられる必須材料のようです。なんてことを考えながらたわむれに酢の物にカレーをかけてみたらなぜこんなことになってしまったのですか神よ。



　イラスト

　ぱこ

　　10／26生　山形県出身　Ａ型

　　お笑いが大好きなので最近のお笑いブームはとても嬉しいです。

　　個人的にはジョイマンがお気に入りです。
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